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　ある日、僕はきれいなお姉さんに拾われた。

　なんて言うと『なにをくだらない冗談を抜かしてんだ』とか『童貞の妄言もここまでくると重症だな』なんて言われそうだけど、噓うそでも夢でも妄想でもないので信じて欲しい。

　ある日、戦場ジャーナリストをしている僕の父さんが戦地で行方ゆくえ不明になった。

　それを理由にアルバイト先のコンビニをクビになり、父さんがマンションの家賃を払っていなかったせいで強制退去させられ、仕事も住む家も失うことになった僕。

　我ながら今思い出しても悲惨すぎる……。

　これからどうしたらいいのかと、公園で途方に暮れている時だった。

　コンビニに毎日来ていたきれいなお姉さんこと、四条しじょう沙織さおりさんに声を掛けられた。

　僕の事情を知ったお姉さんに諭さとされて、一日だけお世話になるつもりでお姉さんの部屋に行ったんだけど……お姉さんの部屋はお手伝いさんが逃げ出すレベルで荒れ放題。

　生活能力がないお姉さんの代わりに家事をすることを条件に、僕はしばらくお姉さんの部屋に置いてもらうことになり──こうして僕らの同居生活が始まった。

　こんな展開、思春期男子ならあれこれ期待しちゃうでしょ？

　ところがどっこい、それからの毎日は大変だった。

　お姉さんは僕が家事万能だと知ると『お姉さんが養ってあげるから！』とか『一生働かなくていいんだよ？』なんて、僕を専業主夫にしようと必死に口説くどいてくる。

　それだけならまだしも、いつもお世話になっている警察官の朱音あかねさんに僕らの関係を怪しまれて後をつけられる日々。

　結局隠しきれずにばれてしまい、お姉さんが未成年者誘拐容疑でまさかの逮捕。

　お姉さんが僕の保護者になる手続きをしていたことで、無事釈放されたんだけど……一難去ってまた一難とはよく言ったもの、今度はお姉さんの事務所にばれてしまった。

　お姉さんが所属する芸能事務所『セカンドハウス』の社長を務める五十嵐いがらし知華ちかさん。

　当然、僕らの関係をよく思わない知華さんに別居をしろと言われると思ったんだけど、なぜかお姉さんのマネージャーをしないかとスカウトされた。

　それからお姉さんと旅行に行ったり、やっぱり別居をしろと言われたり……問題山盛り、紆う余よ曲折きょくせつあったけれど、僕がお姉さんのマネージャーを引き受けることで事なきを得た。

　ここまで同居を始めてからわずか二ヶ月の出来事。

　僕がどれだけ大変だったか、理解してもらえたなら幸いだ。

　そんなわけで、ようやく落ち着いた日々を過ごせるようになったんだけど……。

　そんな状況とは裏腹に、僕の心の中はとてもざわついている。




『瑛太えいたくんのことが、好きなの……』




　夜の公園で、お姉さんが涙を浮かべながら口にしたあの言葉。

　恋愛感情を意味する告白は、僕らの間に明確な変化をもたらした。

　あれ以来、お互いに告白について触れることはないけれど、僕らの間には今までと明らかに違う空気が流れているのを感じずにはいられない。

　果たして、僕はお姉さんの想おもいにどう答えるべきなのか？

　答えが出ないまま、マネージャーとしての日々を過ごし始めたんだけど……。




　二度あることは三度ある、とはよく言ったもの。

　僕とお姉さんの同居は、やっぱり新たな問題を呼び込んでしまうわけで……ここまでくると自分の運命を呪いたくもなる。

　僕は新たな決断を迫られることになるのだった。
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　僕がお姉さんのマネージャーを始めて二週間後──。

　夏休みに入って一週間が経たった、ある日の朝のことだった。

「ん……」

　僕はカーテンの隙間すきまから差し込む朝日の眩まぶしさに目を覚ました。

　朝の六時半にセットしたアラームは鳴っていないから、起きるにはまだ早い時間だろう。うっすら目を開けて枕元まくらもとに置いてあるスマホに目を向けると、六時を少し過ぎたところ。

　日が昇るのが早くなると、こうして太陽の眩しさに起こされることがよくある。

　なんだか睡眠時間を太陽に奪われたようで、少し損をしたような気分になるけれど……だからと言って二度寝をするほどの余裕はない。

　今日は午前中に事務所に行って、知華ちかさんと今後の打ち合わせをする予定がある。

　起きようと思い、寝がえりを打った時だった。

「え──？」

　思わず声を上げ、あまりの驚きに身体が固まる。
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　目に飛び込んできたのは、僕の隣で寝息を立てるお姉さんの顔だった。

「ああ……またか」

　驚きはしたものの、この光景にはずいぶん慣れていた。

　というのも先日、お姉さんが軽く行方ゆくえ不明になる事件があった。

　幸いにもお姉さんはすぐに見つかり、何事もなく済んだからよかったんだけど……。

　その夜、お姉さんが眠れないから一緒に寝て欲しいとモジモジしながら部屋に来て以来、夜な夜なこうして僕のベッドに潜り込んでくるようになった。

　ただ隣で寝ているだけならいいんだけど、寝ぼけたお姉さんにくっつかれたり手を握られたり、まるで抱き枕まくらと間違えているかのように強く抱きしめられることもある。

　思春期男子的には刺激が強すぎて、何度悶もだえさせられたことか。

　……我ながら間違いを犯さないでいる自分を褒めてあげたい。

　そんなわけで慣れてはいるものの、驚かないわけじゃない。

「それにしても本当、きれいな寝顔してるよな……」

　何度も見た寝顔なのに、改めてお姉さんの顔に見蕩みとれる。

　整った顔立ちと、閉じた瞳ひとみから伸びる長い睫毛まつげ。シミ一つない白い肌に、添えるように色付いているピンクの唇──こうして寝顔を見ていると、よりその美しさを実感する。

　思わずお姉さんの頰ほおに指の背でそっと触れた時だった。

「んんぅ……」

　お姉さんが布団ふとんの中でもぞもぞしながら目を覚ます。

「……おはよう。瑛太えいたくん」

「おはようございます。起こしちゃいましたね」

「ううん。大丈夫よ」

　布団の中という至近距離で、お姉さんは優しく笑みを浮かべた。

　寝ぼけ眼まなこでうっとりしながら浮かべる笑顔が、僕のなにかを刺激する。

「朝ご飯の準備ができたら呼びにきますから、もう少し寝てても大丈夫ですよ」

　自分の中に湧わき上がる衝動を必死に抑えながら立ち上がろうとするんだけど。

「もう起きる時間？」

「いえ。あと三十分くらいあります」

「そっか……」

　お姉さんは僕の袖そでをきゅっと摑つかんで離してくれない。

「じゃあ……もうちょっと一緒にぬくぬくしよっか」

　その力に抗あらがえなかった僕は、もう一度布団の中に身を沈める。

　するとお姉さんは、僕にピッタリと身体を密着させてきた。

「お、お姉さん……？」

「なんかこうしてると安心する……」

「そ、それはよかったです……」

　なんて答えながら、こっちは全く安心できない。

　むしろ真逆──お姉さんの柔らかな感触に包まれているこの状況は、安心どころか緊張と興奮しかない。さっきから湧き上がり続ける衝動を抑える僕の身にもなって欲しい。

　据え膳食わぬはなんとやらとか言うけれど、試練のように理性を試されるこの状況。

　え？　もしかして僕、わざと寸止めをさせられているの？

　なんて思ってしまうほど、毎日お預け状態だからたまらない。

　とはいえ、毎度のこととなれば欲求を抑える方法の一つくらいは思いつく。

　その方法とは──そう、知華さんの顔を頭に思い浮かべること。




『あんた、手を出したらどうなるかわかっているわよね──？』




　知華さんが氷のように冷たい表情でそう言っているのを想像するだけで、僕の煩悩ぼんのうボルテージは暴落した株価のように急降下。朝の生理現象も恐怖のあまり縮こまるから効果抜群。

「お姉さん……？」

「ん……ｚｚｚ」

　冷静になってお姉さんの顔を覗のぞき込むと、安定の二度寝タイムに入っていた。

　うん……お姉さんが一回で起きたことなんて今まで片手で数えるほどもなかった。

　僕はお姉さんを起こさないように布団から出て、朝食の準備を始める。

　なんだか最近、お姉さんがすごく甘えん坊になっているような気がした。





ω






　午前十時過ぎ──。

　僕らはセカンドハウスの事務所に来ていた。

　ここは知華さんとお姉さんが運営し、かつて僕のお母さんが立ち上げた芸能事務所。

　僕がお姉さんのマネージャーになることを承諾した際、知華さんから知らされたのは、僕にとってまさかの事実だった。

　それは、事故で両親を亡くしたお姉さんを引き取ったのが、僕のお母さんだったこと。

　お母さんはお姉さんの保護者となって共に過ごし、芸能活動を続けられるようにするためにセカンドハウスを作った。その後、お姉さんが二十歳になった時に行方をくらまし、今では誰だれも連絡が取れないということだった。

　不思議というか、奇妙な縁を感じずにはいられない。

　ここでお姉さんのマネージャーをしていれば、いつかお母さんに会えるかもしれない。

　そんな淡い期待も少しだけ持ちつつ、僕はマネージャーを始めたわけだけど……。

　正直、お姉さんのお世話とマネージャー業務の掛け持ちは大変だった。

　朝起こしてご飯を食べさせ、寝ぼけているお姉さんの支度したくを手伝い現場へ直行する。

　ドラマの撮影や取材、打ち合わせなど、さすが人気女優なだけあってスケジュールは過密。その全すべてに同行するとなると、スケジュールをこなすだけで精一杯。

　帰宅後は晩ご飯の支度をしてから一緒に食事を済ませ、お姉さんがお風呂ふろに入っている間に掃除や洗濯を済ませる日々は、冗談抜きでハードワークと言っていい。

　それでも、お姉さんの力になれるのは嬉うれしかった。

　なにより、僕自身が新しいことにチャレンジできるのが楽しくもあった。

　少なくとも、生活のためだけにしていたコンビニのアルバイトよりは、はるかにやり甲斐がいのある仕事なのは間違いない。

　そうして仕事にも慣れてきたある日、僕とお姉さんは知華さんから呼び出されていた。

「おはようございます」

「知華ちゃんおはよう！」

　事務所に着き、ドアを開けると。

「……おはよう」

　そこにはデスクでぐったりしている知華さんの姿があった。

　パソコン周りには何本ものエナジードリンクの缶が置かれていて、見るからに疲労困憊ひろうこんぱい、まるで徹夜明けみたいな疲れた顔をしている。

「ど、どうしたんですか？」

「ここ数日、家に帰っていなくて」

「家に帰ってない？　なんで？」

　すると知華さんは、引きつった顔で苦笑いを浮かべる。

「瑛太君が入社して少しは余裕ができるだろうと思って、新規の仕事を受け始めたの。そうしたら思いのほか、あちこちから殺到しちゃってね。今の仕事をやりつつ案件の精査をするには時間が足りなくて、家に帰る時間も惜しいのよ。まぁ……それだけ沙織さおりの人気があるって証明だから、嬉しい悲鳴ではあるんだけど」

　なるほど……。

「僕にできることがあれば手伝います」

「大丈夫よ。ほとんど終わったし、あと少しだから」

　そうは言っても、見るからに心身共に疲れている知華さんを放っておけない。

　なにかできることがあればいいんだけど……そう思っていると。

「そうだ知華ちゃん！　瑛太くんにマッサージしてもらうといいよ！」

「マッサージ？」

　お姉さんが閃ひらめいたように声を上げる。

　なんだかすごく嫌な予感がした。

「デスクワークばかりで肩が凝ってるでしょ？　瑛太くんマッサージ上手なの。私もよくしてもらうんだけど、プロのマッサージ師も全裸で逃げ出すレベルで上手なんだよ！」

　それを言うなら『裸足はだしで逃げ出す』です。

　全裸で逃げたらコスプレ姿の朱音あかねさんじゃないけど職質案件です。

「そうなの？　せっかくだからお願いしようかしら」

「わかりました。そのくらいでもお役に立てるなら」

　僕は知華さんの後ろに回り、断りを入れてから肩に手を置く。

　すると少し触っただけで、首回りががちがちなことに気付いた。

「酷いですね……どの辺りが特に辛いですか？」

「首から肩にかけて……あと肩こりのせいだと思うんだけど、たまに頭痛もあるのよ」

「パソコン作業からくる眼精疲労のせいもあるんでしょうね。今度ホットアイマスクでも買ってきます」

　これはちょっと気合いれてマッサージしないと解消しないぞ。

「じゃあ始めますね。僕に気にせず話を進めてください」

「ありがとう。さっそくだけど、今日二人を呼んだのは……んぁ!?」

　少し強めに肩を揉もんだ時だった。

　話し始めた知華さんの語尾に、甘い声が混じった気がした。

「痛かったですか？」

「だ、大丈夫よ……続けてちょうだい」

　……大丈夫かな？

　疑いながらマッサージを続けると。

「二人を呼んだ理由っ……なんだけ、ああっ！　ちょ……そこは……だ、だめっ！」

　嫌な予感が大的中。

　全く気のせいじゃなかった……もはや喘あえぎ声に近いほどの甘い声を漏もらす知華さん。

　お姉さんにマッサージをした時と同様に、どう聞いてもアレな最中にしか聞こえない。

　なんとなくこうなるような気がしてたんだよね。

「本当に大丈夫ですか？」

「大丈夫だけど……あなたすごく上手ね。ちょっと驚いたわ」

「でしょう！　瑛太くんのマッサージは最高なんだから！」

　お姉さんはドヤ顔で口にするんだけど、このまま続けていいんだろうか？

「続けてちょうだい」

「はい……」

　続けてと言われてやめるわけにもいかない。

　言われるままにマッサージを続けたんだけど。

「新しい……んふっ！　し、ごとの……うちあわ──くうぅ！」

　不意に知華さんの身体がビクンと弾はじける。

　肩で息を切らす知華さんを見て、さすがに手をとめた。

　……どうやら知華さんはお姉さんと一緒で感度が抜群らしい。

　いや、お姉さんの方がもう少し大人しかったし、たぶん知華さんはそれ以上かも。

　朝から僕はなにをしてるんだろう……。

「ど、どうしたの？　続けなさいよ」

「えっと……打ち合わせが終わったらゆっくりしましょう」

　じゃないと僕が落ち着いて話を聞けそうにない。

「そう？　じゃあそうしようかしら」

　そんな名残惜なごりおしそうな視線を向けないでください。

　僕だって朝から寸止めされて悶々もんもんとしてるんだから。

「改めて、今日二人を呼んだのは新しい仕事の話なの」

「「新しい仕事？」」

　知華さんは神妙な顔で頷うなずく。

　すると、知華さんは机の上に一冊の冊子を置いて見せる。

　企画書のようなその冊子には『写真集』という単語が書かれていた。

「見ての通り、沙織に写真集のオファーがきてるわ。撮影場所は軽井沢かるいざわで、来週から三日間スケジュールを押さえてる。せっかくだから夏休みも兼ねて一週間はむこうに滞在する予定よ」

　新しい仕事を決めた上に準備万端とは、さすが知華さん。

　でも写真集か……お姉さんくらい人気があれば写真集を待ち望んでいる人はいるだろう。お姉さんも写真を撮るのは好きだし、演技以外の仕事としては最適なんじゃないかな。

　そう思ったんだけど。

「しゃ……写真集？」

　お姉さんは露骨に嫌そうな表情を浮かべた。

「お姉さん、どうかしたんですか？」

　あまりの落ち込みように心配になって声を掛ける。

　落ち込んでいるというよりも、悲壮感が漂いまくって絶望に近い。

「沙織はグラビアとかポスターの撮影が好きじゃないのよ」

「好きじゃない？」

　ちょっと意外。

　旅行の時とか、あんなに楽しそうに撮っていたのに。

「正確には演技以外の仕事が好きじゃないというか、じっとしているのが苦手というか……演技中は集中しているから気にならないらしいんだけど、カメラを意識して撮られることが好きじゃないそうなの。だから今までドラマと映画の仕事以外は断ってきたのよ」

「なるほど……」

　つまり、お姉さんが写真好きなのはあくまでプライベート。

　仕事の撮影ともなれば百枚以上は撮られるだろうし、その間、ずっとカメラを意識して撮られ続けるのはプロでもかなり大変だろう。

　テレビ番組の収録だって数時間は掛かるって聞くし、落ち着きのないお姉さんにとっては地獄みたいなものなのかもしれない。

　言われてみれば、確かにお姉さんをドラマや映画以外で見たことはない。

「バラエティー番組とかに出ないのも、同じような理由だったりするんですか？」

「それは単にアホがばれるから私が断ってるの」

「ひどい！　アホじゃないもん！」

「女優はイメージが大切でしょう？」

　お姉さんは水揚げされたハリセンボンみたいにほっぺを膨らませた。

　だけど知華さんは、そんなお姉さんを慣れた様子でスルーしながら続ける。

「そうは言っても、いつまでもドラマや映画だけってわけにもいかないでしょう？　一つの仕事だけじゃ、その仕事がなくなった時に芸能人として終わる。そんなリスクを取り続けるわけにはいかないから、そろそろ他の仕事もしてもらわないと。その足掛かりに写真集ってわけ」

「なるほど……」

　今どき女優業一本でやっていくのは難しいんだろうか？

　その辺のことは僕にはわからないけれど、今は女優さんも積極的にバラエティーに進出している姿をよく見るし、仕事の幅を広げるって意味では大切なことなんだろう。

　でも、他の仕事もと言うけれど──。

「前に化粧品のモデルやってましたよね？　ポスターを見たことがありますけど」

　僕が尋ねると、知華さんは嫌なことでも思い出すように遠い目をした。

「あれはね、奇跡の一枚なのよ……」

「奇跡の一枚……？」

「嫌々な撮影だから、やる気がなくて何百枚も無駄にしたわ……三日かけて撮り続けて、やっとの思いで会心の笑顔の写真が撮れたの。しかもあれ、終わったらジンギスカン食べに連れていくって言った瞬間の笑顔なのよ。食べ物で釣った笑顔が最高の一枚だなんて……」

「ご、ご苦労様でした……」

　確かにお姉さんの一番の笑顔って、僕の作ったご飯を食べている時だよな。
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　食欲に釣られるお姉さんの姿が想像できてしまい、掛ける言葉も見当たらない。

「とにかく、写真集は嫌なの！」

　お姉さんはめちゃくちゃ不満そうに叫んだ。

「嫌じゃないわよ。もう受けたんだから断れないわよ」

「なんでもっと早く教えてくれなかったの！　そしたら絶対断ったのに！」

「だから直前まで黙っていたのよ」

「酷いよ知華ちゃん！」

　お姉さんはもはや半泣きだった。

「まぁまぁ……知華さんも意地悪してるわけじゃないですから」

「うぬぅ……」

「チャレンジしてみませんか？　僕も興味ありますし」

「え？　瑛太くん、お姉さんの写真集に興味あるの……？」

　お姉さんの瞳にわずかに期待の色が浮かぶ。

　お？　これはいけるかもしれない。

「はい。軽井沢での撮影なら、緑に囲まれた素敵な写真が撮れるでしょうね。夏休みも兼ねてってことらしいですし、みんなで素敵な思い出も作れると思うと楽しみです」

「軽井沢で夏休み……避暑地で瑛太くんとデート……ひと夏の思い出……」

　お姉さんは瞳を宙に投げ、まるで連想ゲームのように呟つぶやきだす。

　瞳を輝かせながら満面の笑みを浮かべ始めるあたり、妄想の世界で軽井沢ライフを満喫しているんだろうか？　あと一押しの予感。

「僕もいい写真が撮れるようにお手伝いしますから、一緒に頑張りましょう」

「瑛太くんがそう言うなら……お姉さん、頑張ってみようかな！」

　とたんにやる気を出すお姉さん。

　そんな僕らを見て知華さんがにやりと笑っている。

　きっとこうなることを期待して仕事を受けたんだろうな。

　なんだか知華さんに上手うまく使われた気分だけど、お姉さんの写真集を見てみたいのは本心だから、まぁいいか。

「話は以上──沙織は午後から撮影でしょう？　早めに向かうのよ」

「うん。瑛太くん、どこかでご飯食べて行こっか」

「瑛太君には今日一日、私の仕事を手伝ってもらうから」

「えー！　私一人で行けって言うの!?」

「今までだって一人で行っていたでしょう。今日くらい我慢しなさい」

「うぬぅ……」

　お姉さんは下唇を突き出して不満そうな顔をする。

「じゃあお姉さん行ってくる……瑛太くん、またお家でね」

「はい。頑張ってきてくださいね」

　とぼとぼと事務所を後にするお姉さん。

　なんだかちょっと可愛かわいそうな気もするけれど、仕事なんだから仕方がない。

　お姉さんが事務所を後にするのを見送り、僕は知華さんに向き直る。

「それで──僕はなにをお手伝いすればいいんですか？」

　そう尋ねると、どうしてか知華さんは難しい表情を浮かべた。

「実はあなたに仕事を手伝って欲しいって言ったのは口実で、聞きたいことがあるから残ってもらったのよ」

「聞きたいこと……？」

　わざわざお姉さんを一人で仕事に行かせてまで聞きたいこと。

　つまり、お姉さんにはあまり聞かれたくない話なのだと想像がつく。

「結論から言うと──沙織のことについてなんだけど、最近、沙織の様子がちょっとおかしい時があるような気がするのよ。なにか変わったことがなかったかと思って」

「様子が……ですか」

「一緒に住んでいて、なにか思い当たる点はないかしら？」

　どうだろう……少なくとも僕の前では変わらないと思う。

　よく寝るし、よく食べるし、いつもと変わらず元気なお姉さんにしか見えない。

　仕事で疲れていることは多々あるけれど、知華さんが気にしているのはそういう意味じゃないだろう。

　あるとすれば、最近お姉さんが頻繁に僕のベッドに潜り込んでくることだけど、当然そんな意味でもあるはずがない……知華さんには口が裂けても言えないよね。

「どうしてそう思うんですか？」

　心当たりがない僕は、逆に質問を返してみる。

「仲のいい撮影スタッフの子が教えてくれたの。撮影中は普段と変わらないんだけど、休憩の時にぼーっとしているというか、考え事をしているというか……そんなふうに見えるらしいのよ。言われて気にしてみたら、確かにそんな時があったりしてね」

「なるほど……」

「元々感情の起伏が激しいところはあるけど、それとも違うような気がして」

　確かにお姉さんはテンションのアップダウンが激しい。

　楽しんでいる時は大人とは思えないくらい無邪気だし、怒っている時は知華さんほどじゃないにしても怖い時がある。落ち込んでいる時は起こられた子供みたいにしょげたりするし。

　でも、今回はそういうのとは違うんだろう。

「今でこそ沙織は元気になったけど、それ以前──三崎みさきさんが行方不明になった時は本当に大変だったの。万が一なにかのきっかけで、あの頃ころみたいになったらと思うと心配でね……」

　前にも言っていた。

　お母さんがいなくなってから、お姉さんは数年仕事にならなかったと。

　その後に出会った僕には、その頃のお姉さんがどんな様子だったかはわからない。

「差支さしつかえなければ、どんな感じだったか教えてもらえますか？」

「結論から言うと、廃人だったわね」

　は、廃人……。

「ショックのあまり家に引きこもって出てこないし、なんとか仕事に連れて行っても好きな演技の仕事すらままならない……無理に働かせても沙織にとってマイナスにしかならないと思って、私が活動を休止させたのよ」

「そうだったんですね……」

「正直、あの時の沙織は見ていられなかったわ……」

　知華さんは遠い目を宙に投げる。

「数年して、ようやく多少は元気を取り戻して仕事ができるようになったけれど、以前と比べたら演技力もいまいち。仕事も少なくて、もう事務所も畳もうと思っていた時に沙織はあなたと出会って元気になった。おかげで仕事も増えて今に至るって感じよ」

　知華さんは複雑な過去を思い返すように語っていた。

　今でこそお姉さんは元気だけど、知華さんはお姉さんが大変だった時のことを知っている唯一の人。一人ではお姉さんを支えきれなかったことを悔やんでいるんだろう。

　だからこそ、お姉さんのわずかな心情の変化を気にしているんだと思う。

　もう二度と、あの時のようなことにはなりたくないと。

「今回新しい仕事を受けようと思ったのも、沙織にいろいろなことを経験させたいからっていうのも理由の一つなの。少しずつでもできる仕事を増やしておけば、前みたいに演技の仕事ができなくなったとしても、あの子のためになると思ってね」

　なるほど。確かに知華さんの言う通り。

　僕もマネージャーとして、その辺りは注意して見ていかないとな。

「心当たりがありませんが、なにかあればすぐに報告します」

「そうしてくれると助かるわ。きっとあの子も、私には話しづらいこともあると思うの。そういう時に、あなたが傍そばにいて話を聞いてあげてくれたらと思っているわ」

「わかりました。それもマネージャーの仕事ですよね」

「もちろん、杞憂きゆうであるならそれに越したことがないんだけどね」

　話が一段落すると、知華さんはまた資料に目を通し始める。

「じゃあ、続きをお願いできるかしら」

「続き？」

「マッサージ」

　ああ……やっぱりそれしないとダメですかね。

「本当に辛くて。資料の読み込みが終わるまででいいから」

「……わかりました」

　こうして僕は改めてマッサージを始めた。







　ちなみにその後、どうだったかというと……とにかく酷かった。

　二人きりの事務所に、知華さんの甘美な声が留まることを知らずに響き続ける。ビルに入ってる他の階のテナントさんにも聞こえるんじゃないかと思うほどに絶好調。

　なにこれ拷問？　健全な男子高校生にとってこれほど酷な状況はない。

　こうして自制心と闘い続けながら、マッサージは一時間にも及およんだのだった。










　☆お姉さんの日記☆




　酷いよ知華ちゃん！　勝手にお仕事を受けるなんて！

　写真集のお仕事かぁ……嫌だなぁ……憂鬱ゆううつだなぁ……。

　できることなら演技のお仕事だけしていたいけど、知華ちゃんの言うこともわかるし、いつまでも苦手なお仕事から逃げ続けるわけにもいかないのはわかってる。

　瑛太くんも楽しみにしてくれてるし、頑張ってみようかな。

　それにしても、軽井沢旅行かぁ……楽しみだなぁ。

　旅行なんて長野以来だし、今回は知華ちゃんも一緒だし絶対楽しくなるよね！

　ちょっと調べたらたくさん観光スポットがあるみたい。瑛太くんと一緒にデートを楽しめるといいな！　まさにひと夏の思い出ってやつだよね！

　それでそれで……いい雰囲気になったら、告白の返事とか聞けたりして！

　あれ以来、瑛太くんとあの時の話をすることはないけど、考えてくれてる……よね？

　不安なこともあるけれど……この旅行で、少しでも瑛太くんとの距離が縮まるといいな。
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　そして週明け──。

　いよいよ軽井沢かるいざわへ向かう日がやって来た。

　軽井沢での滞在期間は一週間で、撮影は三日目から五日目に行われる予定らしい。

　それ以外は自由らしく、写真集の撮影といっても夏休みを兼ねた旅行のようなもの。

　前にお姉さんと二人で長野へ旅行に行って以来、見知らぬ土地に足を運ぶ楽しみを知った僕としては期待に胸が膨らみすぎて、昨晩はあまり眠れなかったくらい。

　遠足前の子供みたいだけど、夏休み唯一のお出かけなんだからテンションも上がる。

「お姉さーん。準備はどうですかー？」

「あ、あとちょっとで終わるから！」

　朝食の準備を進めながら声を掛けると、言葉に反して必死そうな声が響いてきた。

「たぶん全然進んでいないんだろうな……」

　二人で長野に行った日の朝、お姉さんが着ていく洋服を選ぶだけで何時間も悩んでいたのを思い出す。何時間どころか前日の夜から悩んでも決まらなかったんだっけ。

　……大丈夫かな。ちょっと心配になってきたぞ。

　軽井沢へは知華ちかさんの車で行く予定で、マンションまで迎えにきてくれる。

　一時間ほど前に『今から向かうわ』と連絡があったから、もうすぐ着く頃ころだと思うんだけど……はたしてお姉さんの準備が終わるのと知華さんの到着、どっちが早いだろうか。

　そんな心配をしつつ、朝食の準備を終えた時だった。

　インターホンが鳴り、玄関のドアが開く音がした。

「おはよう」

「知華さん。おはようございます」

　キッチンからリビングの入り口に視線を向けると、私服を着ている知華さんの姿。

　いつも一つに縛っている長い髪をアップにしてまとめ、夏らしいノースリーブのシャツに明るい色合いのデニムパンツを合わせた大人っぽく涼し気なコーディネート。

　今までスーツ姿しか見たことがなかったからすごく新鮮に映る。

　お姉さんとはまた違った大人っぽさの溢あふれる恰好かっこうだった。

「……なによ。じろじろ見て」

「すみません。知華さんのカジュアルな恰好、初めて見たので……」

「そうだった？　せっかくだから感想でも聞こうかしら」

　知華さんはからかうように口角を上げる。

　どうしよう……なんて答えるのが正解なのかわからない。

「夏らしくていいですね」

「……五点ね」

「五点!?」

　知華さんはすごく不満そうに口にした。

「ちなみに何点満点中ですか？」

「百点満点中に決まってるでしょ」

　低すぎる！

「女性を褒める時は具体的に褒めなくちゃだめよ。女性は少なからず、きれいになりたくてオシャレをしてるんだから。ましてや初めて私服を見たんだから、もっとちゃんと褒めないと。女優のマネージャーをしているなら、やる気を出させる褒め方とかも勉強しなさい」

「そうですね……」

「はい。じゃあ練習がてらやり直し」

「やり直し──!?」

　どうしよう……余計にハードルが上がった気がする。

　でもなにかしら答えないと納得してくれそうにない。

「そうですね……知華さんはスタイルがいいので、身体のラインがわかるタイトなノースリーブのシャツとデニムのパンツの着合わせがすごく似合っていると思います。髪もアップでいつもと違いますし、よく見るとお化粧も普段より明るい色を使ってるんですね。なんだかプライベートな姿を見られて得した気分です」

「服装はともかく、化粧の違いまでわかるなんてやるわね」

「きょ、恐縮です……」

「そんなに似合ってるかしら？」

　知華さんは遠慮がちに聞いてくる。

「はい。すごく大人っぽくていいと思います」

　たぶん輝翔きしょうがいたら感動して号泣しながら拝むレベルで。

「ふーん……まぁ三十点てところかしらね」

　三十点……その割にはもじもじしていて、やたら嬉うれしそうに見えるのはどうしてだろう。

　なんだか知華さんが褒められたかっただけのような気がしなくもないけど……そんなこと言ったら怒られそうだし、気のせいってことにしておこう。

「ところで沙織さおりは？」

「自分の部屋で準備をしている最中です。終わったら朝食にしましょう」

「私のぶんも用意してくれてたの？」

「はい。早くに迎えにきてくれると聞いていたので、食べてないと思って」

「気が利きくじゃない」

　知華さんは笑みを浮かべてテーブルに着く。

　今日の朝食はシンプルに目玉焼きと焼き魚、それと余り物の野菜で作ったミックスサラダ。僕は味噌汁を温め直し、ご飯と一緒にテーブルに運んでお姉さんが来るのを待つ。

　だけど、どれだけ待ってもお姉さんは部屋から出てこない。

「さすがに遅いわね……」

「ですねぇ……」

　さっきまで物音が響いていたお姉さんの部屋が今は静かになっている。

　……なんだかすごく嫌な予感がした。

「僕、ちょっと様子を見てきます」

「私も一緒に行くわ」

「いや、一人で大丈夫──」

　なんて言う間もなく、知華さんは不機嫌を露あらわにして椅子いすから立ち上がる。

　先陣を切る知華さんに続き、お姉さんの部屋のドアを開けた時だった。

　目に飛び込んだのは、前の旅行の時と同じ光景──部屋の中は足の踏み場もないほどに洋服が散乱していて大惨事。まるで泥棒に入られて荒らされた後のようだった。

　あの時と唯一違うのは、なぜかお姉さんがベッドの上でスヤスヤと眠っていること。

　次の瞬間──知華さんのこめかみ辺りから、ちぎれるような鈍い音がした。

「沙織！　なに呑気のんきに寝てんのよ！」

「ち、知華ちゃん──!?」

　飛び起きたお姉さんは、恐怖のあまり顔を引きつらせる。

　知華さんの背後にいる僕には、知華さんがどんな顔をしているか見えないけど、たぶんお姉さんの視線の先には百鬼夜行ひゃっきやこうの幻視が見えているはず。

「あんたねぇ、これから出発だってわかってるわけ？」

「わ、わかってるよ。だから急いで準備してたんだけど、お洋服をどうしようか悩んでるうちになんか疲れてきちゃって、ちょっとベッドでお休みしようとしたら……えへへ」

「えへへ、じゃないでしょう！」

　再度、知華さんの怒号が部屋に響く。

　お姉さんは笑ってごまかす作戦に失敗。

「そういうのは前日のうちに準備しておくもんでしょうが！」

「準備はちゃんとしてたもん！　終わらなかっただけだもん！」

「それをしてないって言うのよ！」

　いや知華さん、違うんです……お姉さんは昨日から準備をしていたんですけど、着る洋服が決まらなくて寝落ちしたんです。その努力だけはわかってあげてください。

　なんて僕が説明したところで火に油なのは明白だ。

　触らぬ神に祟たたりなし──たぶん黙っているのが正解だろう。

「そもそもあんたは──」

　その後、知華さんの小言こごとは三十分に及およんだ。

　お姉さんも相当堪こたえたのか、最後は放心状態で口から魂が抜けかけていた。

　知華さんに出会った頃は、なんだか姉妹しまいみたいに仲がいい二人だなと思ったけど……こうしてみると、小言を言う母親と怒られている娘に見える。

　僕は落ち込むお姉さんを慰めながら、準備を手伝ったのだった。





ω






　結局お姉さんが準備を終えたのは出発予定の一時間後──。

　温め直した朝食を三人で食べ終えた後、僕らは知華さんの車で軽井沢へ向けて出発。

　目的地までは高速道路を使って約三時間と、長野に行った時に比べたらずいぶん近い。近場のコンビニでお菓子や飲み物を買い出し、近くのインターチェンジから高速道路へ。

　日程がお盆休み中ということもあって混雑を心配していたけど案外空いている。

「軽井沢、楽しみだね瑛太えいたくん！」

「そうですね。なんだかわくわくします」

「短い夏休みだけど目いっぱい楽しまないと！」

　お姉さんは知華さんに怒られたことなんて忘れたようにハイテンション。コンビニで買ったポテチをぽりぽりかじり、炭酸飲料をぐびぐび飲みつつ声を上げる。

　こんな姿を見ていると、先日の僕と知華さんの心配も杞憂きゆうのように思える。

　あれから数日間、お姉さんの様子を気にして見ていたけど特に変わったところはない。

「楽しむのはいいけれど、本来の目的も忘れないでね」

「うぅ……写真撮影は憂鬱ゆううつだなぁ」

　早々に知華さんから釘くぎをさされ、どんよりとした空気に包まれるお姉さん。

　テンションのアップダウンが激しすぎるけど、いつものことでなんか安心する。

「まぁまぁ、僕もサポートしますから一緒に頑張りましょう」

「う、うん……お願いね」

「どんな写真集になるか僕も楽しみですし」

「瑛太くんが楽しみにしてくれるなら、お姉さん頑張る」

　そう言って腕をグッとしてみせるんだけど、いまいち力強さが感じられない。

　本当に演技以外の仕事には興味がないというか、ぶっちゃけ嫌なんだろうな。

「ところで知華さん」

「なにかしら？」

「このまま真まっ直すぐ軽井沢へ向かうんですか？」

「いいえ。途中で降りて一週間分の食材を買っていくわ」

　その言葉を聞いて思わず胸を撫なで下ろす。

「それならよかったです。食事の当てがあるのか心配だったので」

「写真集の撮影が終わったら、スタッフたちと打ち上げをしようと思っているの。お金は経費から出すから、その辺も考えて自由に買い揃そろえてちょうだい」

「あ、やっぱり僕の担当なんですね」

「当たり前でしょう？　私も沙織も料理なんてできないもの」

　お姉さんはともかく、知華さんもできないのか……。

　こうなると責任重大。

　僕らの一週間分の食事に加え、打ち上げ用の食材となると結構な量になるだろう。買いすぎて余らせるわけにもいかないし、ちゃんと考えて食材を買わないと大変だろうな。







　高速道路を走ること一時間半──。

　僕らがやって来たのは、群馬県内にある外資系の倉庫型小売りチェーン店だった。

　兎とにも角にも、でかくて安いをコンセプトにしているお店で、扱っている物全すべてが規格外に大きいらしい。それを証明するように、まず店舗の大きさからしておかしなくらいでかい。

　一度は来てみたいと思っていたけど、こうして足を運んでみるとさすがにびびる。

「まるで企業の大型倉庫みたいですね……」

　外観だけ見たら誰だれだってそう思うほど。

「さっさと買い物を済ませましょう。誰かさんのせいで時間も押してるし」

「だから何度も謝ったでしょ！」

　知華さんは抗議の声を上げるお姉さんを放置して中に入ってく。

　入口で大きなカートを手にし、中に足を踏み入れて声をなくした。

　確かにでかい──というか、なにもかもがでかすぎる。

　天井てんじょうは十メートル以上あり、お店の奥行きもゆうに百メートル以上はありそう。

　身長よりはるかに高い棚にはぎっしりと商品が詰められていて、通路のあちこちにパレットに乗せられたまま陳列されている商品もある。

　品揃えも食品から日用品、家電やアウトドアグッズにペット用品など、大きさだけじゃなく品揃えの豊富さも規格外。店舗の大きさに比例するようにお客さんの数が多すぎる。

　さすがアメリカに本社を置くお店だけあって、日本のスーパーとは比較にならない。

「食材は任せたわ。私は他の物を見てくるから」

「わかりました」

「お姉さんは瑛太くんと一緒に食材を見る！」

「じゃあ行きましょうか」

　こうして僕とお姉さんは食材コーナーへ足を運んだんだけど……やっぱり大きい。

　いや、ある程度想像はしていた。

　これだけなにもかもが大きいんだから、食材だってそうだろうと。

　ただ、目にした光景が想像をはるかに上回っていただけの話。

　まず、肉がキロ単位でしか売っていない。普通はグラムだよね？

　鮮魚コーナーでは大きな魚が切り身じゃなくて一匹丸ごと売っているし、お米は十キロ以上でしか売っていない。しかもグラム単価で計算した時、全てが安すぎるからなおやばい。

　さすがに豚が一匹そのまま売っていた時は目を疑った。

　バナナの葉でくるんで丸焼きにでもするんだろうか？

「いや……さすがに一つ一つがこの量は……」

　一週間分＆打ち上げ用だからそれなりの量を買い込む必要はあるけど、いくらなんでも使いきれない。考えなしに買ってしまったら余らせて無駄にしてしまうこと間違いなし。

　どうしたものかと悩みながら食材を選んでいる時だった。

「瑛太くん見て！」

　テンションの高いお姉さんの声に振り返ると。

「すっごいおっきいピザ！」

　直径一メートルを超えるピザを抱えるお姉さんの姿があった。

「そ、その大きさはさすがにやばいですね」

「アメリカとかではこれが普通なのかな？」

　いや、さすがに普通じゃないと思うけど……どうなんだろう。

　アメリカの人たちって日本人と比べると大きい人が多いし、やっぱりその辺りは食生活が影響しているのかもしれない。そう考えると、この規格外のサイズも案外普通なのか？

　いやいや、このサイズのピザを焼く窯かまなんて見たことも聞いたこともない。

　なんて思っていると、お姉さんがカートにピザをぶち込んだ。

「これ買うんですか!?」

「うん。美味おいしそうだし！」

　美味しいでしょうけど、さすがにこれは食べきれないです。

　なんて言う間もなく、お姉さんは目についた食材をじゃんじゃんカートに投げ入れていく。肉に野菜にケーキの他、お姉さんの大好きなプリンはバケツサイズで目を輝かせる。

　あっという間に前も見えないほどの食材が積みあがった。

「こんなものかな～♪」


「…………」



　爆買いにもほどがありすぎる。

　お姉さんが洋服をしょっちゅう爆買いするのは知っていたけど、どうやらそれは洋服に限った話じゃないらしい。

　こんなところでもお姉さんのセレブリティさが発揮されるとは。

「よし。あとはお酒ね」

「お酒？　お姉さんはあまり飲まない方が……」

　長野旅行での事件を思い出す。

　あの時、知華さんが駆け付けなければ確実になにかが起きていたに違いない。

　今回は知華さん同伴だから、間違ってもそんなことは起きないと思うけど……どちらにしても、飲ませないに越したことはない。ちょっと残念だけど。

「私が飲むんじゃないから安心して」

「ああ、打ち上げでスタッフさんに振舞うぶんですか？」

「それもあるけど、知華ちゃんのぶんよ」

「知華さんの？」

「お酒を飲ませて潰つぶせば──じゃなくて、いつも頑張ってくれてるし、旅行の時くらい羽を伸ばして欲しいからね！」

　幻聴だろうか……なんだか不穏な単語が聞こえたような気がする。

　うん……多分全力で聞き間違いだろう。

　お酒コーナーに向かうと、お姉さんはやたら強いお酒ばかりカートに放り込んでいく。

　ウイスキーにウォッカにテキーラなど、アルコール度数が高いものから順に選んでいるような気がするんだけど、たぶんこれは気のせいじゃない。

　知華さんて酒豪なのかな？

「そっちはどう？」

「知華さん、それ……」

　戻ってきた知華さんが押しているカートには、盛りに盛られたお菓子の山。

　特にチョコレート系のお菓子の量が半端はんぱない。

「全部買うんですか……？」

「ええ。一週間分だもの、これくらいはね」

　いやいや……一週間どころか数ヶ月分くらいあるぞこれ。

「知華ちゃんはお仕事中、お菓子を食べないと効率が下がる人なの」

「頭を使う仕事ばかりだから、血糖値が足りなくなるんでしょうね」

　二人はお互いの爆買いが当然かのように会話を進める。

　僕にしてみればありえない量だけど、二人にとっては当たり前の量らしい。

　さすが芸能人と芸能事務所の社長というべきか……金銭感覚が違いすぎる。

「あとはバーベキューセットね」

「あっちの方で見かけたよ！」

「そう。じゃあ行きましょうか」

　カートを押して向かう二人の後をついていったんだけど、バーベキューセットコーナーへ向かう途中も目に付いた食べ物をぽんぽんカートへ入れていく姿に目を疑う。

　なんだか食べる前から胸焼けしそう。

　旅行の序盤から、買い物だけでこんなに疲れるとは思わなかったな……。





ω






　買い物を終え、さらに高速道路を走ること一時間半──。

　途中、サービスエリアで昼食を済ませて軽井沢へと向かう。

　目的地近くのインターチェンジを降りたのは、午後の二時過ぎだった。

　そこから大きな道路を少し走り、小道に入ると景色が一変した。

　整備された街並みから深い森の中のような場所にやってきた僕ら。辺りは見渡す限り杉林に囲まれていて、しばらく走り続けると視線の先にいくつかのコテージが目に留まった。

　知華さんは森の中で一番奥にあるコテージの駐車場に車を停める。

「着いたわよ」

　車から降りる知華さんに続き、僕とお姉さんも車外へ出る。

　すると、夏なのに驚くほど涼しさを感じた。

　杉林の中で陽ひがあまり当たらないせいもあるんだろうけど、僕らの住んでいる都内とはかなりの気温差がある。着ている半袖はんそででは、少しだけ肌寒さを感じるほどだった。

　たぶん十度くらい気温差があるんじゃないかな……さすがは有名な避暑地だけある。

　目の前には、僕らが泊まる木造二階建てのコテージが立っていた。

「ここが今日から泊まるコテージよ」

「雰囲気があっていいコテージですね」

「お姉さんもそう思った！」

　お姉さんは子供みたいに目を輝かせる。

「さっそく荷物を下ろしましょう」

　僕らは荷物を手にコテージの中へ足を踏み入れる。

「おお……」

　知華さんとお姉さんに続いて中に入り、思わず感嘆の声が漏もれた。

　コテージの中は明るめの木材で統一されたお洒落しゃれな空間が広がっていた。

　暖色の照明に照らされていることもあり、落ち着いた雰囲気を醸かもし出だしている。

　絨毯じゅうたんやソファーも同系色で揃えられているのは空間の色調を配慮してだろう。一本の木を切り出して作られた長方形のウッドテーブルがいい味を出している。

　中でも一際ひときわ目を引いたのは、部屋の隅に備え付けられている薪ストーブだった。

　夏に使うことはないだろうけど、こういうのって憧あこがれる。

　長野旅行とは違った、隠れ家にやってきたような非日常感。

「二階に寝室が三つあるから、一人一部屋ずつ使いましょう」

「え？」

　するとお姉さんが意外そうな声を上げ。

「私、瑛太くんと同じ部屋に泊まるつもりだけど」

　当然でしょ？　なにか問題でも？

　とでも言わんばかりに口にする。

「こんなところに来てまで一緒じゃなくてもいいでしょう」

「やだ！　一緒がいい！」

　駄々をこねるお姉さん。

　なんだか最近は常にこんな感じで、最初の頃のクールで穏やかな印象は皆無。

　それだけ仲良くなったって、僕に心を許してくれている証拠なんだろうけど……少し甘えん坊になってきたような気がするというか、寂さびしがり屋の子供みたいにも思える。

「さ、行くわよ」

「やーだー！」

　お姉さんは知華さんに腕を摑つかまれ、部屋へと連行されたのだった。

　ちょっと可哀想かわいそうだけど、今回は我慢してくださいね。










　☆お姉さんの日記☆




　ついにやって来た軽井沢！

　写真集の撮影は憂鬱だけど……めいっぱい楽しまないとね！

　知華ちゃんに意地悪されて瑛太くんと同じ部屋になれなかったのは残念だけど、一つ屋根の下で一週間過ごすのは変わらない。時間は充分あるから焦あせることはないよね。

　ただ問題があるとすれば、知華ちゃんだよね……。

　どうにかして知華ちゃんに邪魔されないようにしないと、せっかく軽井沢に来たのに瑛太くんとイチャイチャできない！　嫌な仕事を頑張るためにも瑛太くんと楽しくしないと！

　とりあえず、対策は一つだけ用意したんだもんね。

　我ながら完璧かんぺきな計画すぎて惚ほれ惚ぼれしちゃうな。いくら知華ちゃんでも、さすがにこれなら邪魔されないはず。それどころか全くばれずに瑛太くんとイチャつけるもんね！

　ふふふ……許してね、知華ちゃん。

　これも仕事を頑張るためだから！
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　部屋に私物を置いた僕は、車から食材などを運び出していた。

　買い物をしていた時は、こんなに買って保存とかどうしようと心配していたんだけど、そんな心配は杞憂きゆうだった。

　もともと大人数で使用することを想定しているためか、備え付けの冷蔵庫はかなり大きめのもの。おまけに炊飯器や電子レンジなんかの家電製品も一通り揃そろっている。

　しかもリビングに面したカウンターキッチンも広くて使いやすい。

　とりあえず、買ってきた食材を整理しよう。

　どれもこれもがキングサイズで細かく切り分けないと、とてもじゃないけど入らない。

　量が量だけに気合を入れて取り掛かろうと包丁を構えた時だった。

　二階からお姉さんと知華ちかさんが降りてくる。

「悪いわね。全部任せちゃって」

「気にしないでください。旅行とはいえ、食事を作るのは僕の仕事なので」

「本当、沙織さおりは幸せねぇ……身の回りのこと全部やってもらえるんだから」

「う、うぬぅ……」

　お姉さんはリビングのソファーで小さくなる。

　まだ僕と一緒の部屋じゃないのを拗すねているらしい。

「ちなみに今日の晩ご飯はどうしましょう？　せっかくなら仕込みもしたいので」

「今日はバーベキューにしましょうか」

「わかりました。そのつもりで準備しますね」

「じゃあ改めて、今後の予定を説明するわ。瑛太えいた君は作業をしながら聞いてちょうだい」

　知華さんはお姉さんの前に座り、スケジュール帳を開いて語り出す。

「今日を初日として、二日目の明日は自由行動。私は撮影地のロケハンに行くけれど、二人は好きに過ごしてちょうだい。撮影は三日目と四日目で、五日目を予備日にしてあるわ。万が一進行が芳かんばしくない場合は五日目も撮影になる可能性があるからそのつもりでいて」

　写真集の撮影って三日もあれば終わるのか。

　もっとかかると思っていたから少し意外。

「六日目は特に予定は入れてないから自由行動だけど、近くで花火大会があるらしいわ」

「花火大会!?」

　お姉さんの表情がぱぁっと明るくなる。

「いいね！　みんなで行かない!?」

「あなたの頑張り次第ね。予備日の五日目を含めても間に合わないなら六日目も撮影よ」

「ぐぬぬぬぬ……が、がんばる！」

　お姉さんはなんとも微妙な表情を浮かべる。

　楽しみな気持ちと嫌な気持ちがせめぎあっているんだろう。

「そして七日目に東京へ帰る。そんな感じよ」

「わかりました。共有ありがとうございます」

「つまり二日目と、頑張り次第で六日目は遊べるってことだね！」

「まぁそうだけど……観光地で人が多いんだから気を付けなさいよ。吉岡よしおか里美さとみがいるなんてばれたら騒ぎになるだけじゃなくて、地元の人たちにも迷惑が掛かるんだから」

「大丈夫！」

　お姉さんは平気そうに答えるんだけど、テンションが上がると危機感がなくなるのはいつものこと。その分、僕がちゃんと周りを気にしないといけないな。

「瑛太君、夕食の準備はどのくらいかかりそうかしら？」

「そうですね……食材を片付けて準備となると、一時間ちょっとですかね」

「じゃあ、それまで私と沙織は自由にしましょう」

　知華さんはそう口にしてソファーを立つ。

「私は瑛太くんのお手伝いをする！」

「私は運転で疲れたから、先にお風呂ふろにするわ。このコテージにある露天風呂、近くの温泉を引いてあるんだって」

　へえ……露天風呂なんてあるんだ。

　この前の温泉がすごくよかったからちょっと期待。

「温泉を出たら部屋で休んでるから、準備ができたら呼んでくれる？」

「わかりました。ゆっくりしてください」

　知華さんは手を振りながらリビングを後にした。

　こうして僕とお姉さんが残ったんだけど。

「瑛太くん、お姉さんなにをお手伝いすればいい？」

「そうですねぇ……」

　お姉さんは料理スキルが皆無だから頼めることはほとんどない。

　とはいえ、その気持ちは嬉うれしいから無下にしたくないとも思う。

「僕が食材を切り分けるので、お皿に移してもらえますか？」

「わかった！　お姉さん全力でお皿に盛りつけるね！」

　お姉さんはやる気に満ちた感じでキッチンへやってくると、手を洗ってからヘアゴムで髪をまとめて袖そでをまくる。

　僕の隣に立ち、鼻歌交じりで切り分けた肉をお皿に盛りつけてくれるんだけど……。

「お、お姉さん……」

「なぁに？」

「近くないですか？」

「そう？」

　お姉さんの距離が超近かった。

　近いというか、もはや密着。作業をするたびに肩や肘が触れてさすがに作業がしづらいんだけど、お姉さんはそんなことないよと言わんばかりにグイグイくる。

　僕が離れても身体を寄せてくるのは気のせいだろうか？

　なるべく意識せずに作業を進めていると。

「ねぇ瑛太くん」

「どうしました？」

　僕の手元をじっと見つめるお姉さん。

　すると、まさかの言葉を口にした。

「お姉さんもお肉を切ってみたい」

「え──!?」

　お姉さんが、お肉を切る……？

「でもお姉さん、包丁持ったことないんですよね？」

「うん。だから瑛太くんに教えてもらおうと思って」

「いや……無理しない方がいいんじゃないですかね」

　チャレンジしたいという気持ちは素晴らしいけれど、明日から写真集の撮影がある。

　万が一にも怪我けがなんてしたら支障が出てしまう可能性だってあるだろう。

「お姉さんね、いつも瑛太くんがお料理してるのを見て、なにかお手伝いできることがあればなって思ってたの。これからも一緒にいられるなら……たまにはお姉さんがお料理したり、お休みの日に一緒に料理して過ごしたり……そういう生活にも憧あこがれるんだ」

　今の今まで元気だったお姉さんが、不意に儚はかなげな瞳ひとみを浮かべて口にする。

　まるでなにかを憂うれいているような表情だった。

「お姉さん……」

　その瞳の奥でなにを思っているかはわからない。

　でも、一瞬だけ見せたらしくない姿に、僕の頭の中で一つの言葉が思い出された。




『最近、沙織の様子がちょっとおかしい時があるような気がするのよね──』




「……わかりました。やってみましょうか」

「教えてくれるの!?」

「はい。でも明日は撮影ですから、怪我しないように慎重にやりましょうね」

「うん！　気をつける！」

　お姉さんが、なにをそんなに憂いているかはわからない。

　でも、お姉さんの希望に応こたえることで少しでも元気になればと思ったんだ。

　こうして急遽きゅうきょ、僕によるお姉さんへの料理教室が開催されることに。

「お肉を切るのは結構力がいりますから、簡単な野菜でチャレンジしてみましょう」

　僕はお姉さんに包丁を差し出してキッチンを空ける。

　お姉さんは包丁を手に取ると、玉ねぎをまな板に載せて向き合った。

「まず押さえる左手ですが、指を切らないように丸めて玉ねぎを押さえてください」

「……丸めて？」

　お姉さんはピンとこないようで空中で手をにぎにぎする。

「よくわかんない。お姉さんの手を触っていいから押さえさせてみて」

「え……でも、気絶したりしません？」

　さすがに包丁持っている時は危ないと思う。

「大丈夫。触られるとわかってれば耐えられるはず……たぶん」

　すっごい不安なんですけど。

「じゃあ……失礼します」

　僕はお姉さんの後ろに立ち、二人ににん羽織ばおりみたいな感じで左手に手を添える。

「あ……」

　するとお姉さんは小さく声を漏もらした。

「大丈夫ですか？」


「うん。大丈夫なんだけど…………ちゃんと手を握られたの、初めてな気がする」



　お姉さんは頰ほおを染めつつ、窺うかがうように僕に視線を向けてくる。

　そんなリアクションされると僕の方が照れてしまうのでやめてください！

　でも、確かにこうしてお姉さんの手に触れるのって初めてじゃないだろうか？

　前に川沿いの遊歩道で手を繫つないだことはあったけど、あの時は手袋越しだった。

　裸で抱き着かれたこともあるくせに、なにを今さらと思われるかもしれないけれど、あれは不可抗力という名のご褒美──じゃなくて、事故だからノーカウント。

　思い出すと、確かにちゃんと手に触れるのは初めてだ。

「いいですか？　こうやって押さえて──」

「んんっ……」

　今度はお姉さんが妙に甘い声を上げた。

「……今度はどうしました？」

「その……瑛太くんの息が耳に当たって……」

「す、すみません！」

　なんだこのセンシティブな料理教室！

　健全なはずなのに、ものすごく不健全なことをしている気がする。

　いや考えるな……刃物を持っている時に余計なことを考えると事故の元。

　今はお姉さんに包丁の使い方を教えているだけで、なにもやましいことはない。

　僕は呪文じゅもんのように頭の中で繰り返しながら煩悩を振り払い、包丁を手にするお姉さんの右手に手を添え、左手で押さえている玉ねぎに刃を当てる。

「こうすると左手の指の背が包丁の側面に当たりますから、間違って指を切ってしまうことが少ないです。絶対じゃないですけど、指先で押さえるよりもずっと安全です」

「なるほど」

「いきますよ」

　そのまま少し力を入れると、ストンといい音を立てて玉ねぎが二つに割れる。

「おおー！」

　お姉さんは嬉しそうに感嘆の声を上げた。

「瑛太くん。お姉さんもう一度やってみたい」

　同じように何度か繰り返し、玉ねぎを一つ切り終える。

「お姉さん。わかった気がするわ」

「じゃあ次は一人でピーマンも切ってみましょう」

　そう言ってお姉さんから一歩離れたんだけど。

「まだ一人じゃ怖いです……先生」

「先生って……」

　そんな飼い主にすがる子犬みたいな顔をされたら断れない。

「わかりました」

　僕は再度、二人羽織でお姉さんの手に自分の手を重ねる。

「これが初めての共同作業ってやつだね……えへへ」

　いや、意味は間違ってはいないけど使い所を間違っている気がする。

　そんな感じで一緒にバーベキューの仕込みを続けたんだけど……どうしてかその間、お姉さんは鼻歌交じりで上機嫌。ウエディングソングを歌い続けたのだった。

　……なんでその曲なのかは、あえて聞かないでおこう。







「じゃあ次は外でバーベキューの用意をしましょう」

「うん！　テーブルとか椅子いすとか準備しないとね！」

　食材の仕込みを終えた僕らは、庭に出てバーベキューセットの準備を始めた。

　来る途中に寄った倉庫型チェーン店で購入したテーブルや椅子のセットを庭に並べ、僕が備え付けのかまどに炭を並べている間、お姉さんがキッチンから食材を運んできてくれる。

「それっぽくなってきたね！　なんだかわくわくしてきた♪」

「あとは炭に火を起こして、火が落ち着けば準備完了です」

「じゃあお姉さん、知華ちゃんを呼んでくるね」

　僕はコテージへ戻っていくお姉さんを見送りながら準備を進める。

　かまどの底に並べた薪にガスバーナーで火を当てると、徐々に炭へと火が移り炎を上げる。うちわで軽く扇あおぎながら風を送り続けると、次第に炭が赤く熱を持ち始めた。

　火が落ち着いた頃には、陽ひが落ちて辺りはだいぶ暗くなっていた。

　大自然に囲まれながら炎に照らされる空間。

　ぱちぱちと炭が燃える音と、杉林に響く虫の音。

　都内では過ごせない非日常感が、どこか神秘的にすら感じた。

「悪いわね。一人で準備させて」

　声がして振り返ると、そこには酒瓶びんをいくつも抱えた知華さんの姿。

「いえ、お姉さんも手伝ってくれましたから」

「悪いわね……ほぼ一人で準備させて」

「たくさん手伝ったもん！　瑛太くんに教わって私がお野菜を切ったんだから！」

「沙織が？　噓うそでしょ？」

　信じられないと言いたげな表情の知華さん。

　疑われたお姉さんはぷんすこ怒りながら頰を膨らませる。

「撮影前だから怪我でもしたらまずいと思ったんですけど……目を離さないように付きっ切りで見てましたし、怪我はしてませんから大丈夫です」

「そう。それならよかったわ」

　知華さんは安心したように息を漏らす。

　すると手にしていたお酒をテーブルに置いて腰を下ろした。

「やっぱり飲むんですね」

「今日くらいはいいじゃない。せっかく沙織が気を利きかせて買ってくれたんだし」

「そうだよ！　いつも頑張ってくれてるんだから！」

　お姉さんは手際よくグラスに氷を入れて知華さんに差し出す。

「あら、気が利くじゃない。ありがとう」

「いえいえ、遠慮なく飲んでくださいね～♪」

　お姉さんは早速ウイスキーのボトルを開け、知華さんが手にするグラスに注そそいであげる。

　まるで接待みたいだ。

　よからぬ予感とともに、ふと頭をよぎるお姉さんの言葉。




『お酒を飲ませて潰つぶせば──じゃなくて、旅行の時くらい羽を伸ばして欲しいしね！』




「……」

　思い出さなかったことにしておこう。

「じゃあ僕、お肉とか焼き始めますね」

「そうしてちょうだい」

　知華さんは一杯目を一気に飲みほして上機嫌。

　そのうちグラスに注ぐのが面倒になったのか、ボトルに口を付けてラッパ飲みをしだす。

　手が空いたお姉さんは僕の隣にやってきて、肉や野菜が焼けるのをじっと見つめていた。

「あああ～……美味おいしそうだよぉ」

「まだ早いですよ。もうちょっと待ってくださいね」

　お預けを食らったお姉さんは悩ましい顔で食欲を抑える。

　なんだか必死に我慢する犬みたいでちょっと可愛かわいい。

「それより知華さん、すごいペースで飲んでますけど大丈夫ですかね？」

「大丈夫よ。すべては計画通り……」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべるお姉さん。

　そうこうしているうちに食材に火が通り、取り皿に分けて二人に差し出す。

「お待たせしました。食べましょうか」

「うん！」

　待ちきれなかったお姉さんは早速肉にかぶりつく。

「ん～♪　美味しい！」

「確かに美味しいわね。特にこのソースがいいわ」

「たくさん肉を買いましたし、いろいろソースを作ってみたんです。生姜醬油をベースにしたものや、トマトソースベースのもの、ワサビを使ったソースもお勧めです。シンプルに塩コショウで味付けするのもいいですけど、同じ味ばかりじゃ飽きてしまうと思って」

　ちなみに一番のお勧めはこのワサビソース。

　砂糖とニンニクとコンソメを麵めんつゆで煮込み、仕上げにワサビとレモンを絞って混ぜたものなんだけど、甘めの味わいと後からくるワサビの風味が肉の味をより引き立ててくれる。

　ちょっと大人な味付けだけど、個人的には一番合うと思う。

「朝食を出してもらった時も思ったけど、本当、若いのに大したものね」

「そんなことないですよ。必要に迫られて覚えただけです」

「沙織から聞いたわ。小さい頃からお父さんが家を空けることが多くて、なんでも自分でやってたんですって？　どうりで家事が万能なはずよね」

「父さんのおかげというか、せいというか……判断に迷いますけどね」

「そうそう。そのお父さんのことなんだけど──少しわかったことがあるの」

「わかったこと？」

　知華さんは頷うなずく。

「三崎みさきさんについて、なにか手掛かりでも見つかればと思って、過去に三崎さんと繫がりのあった人に話を聞いたり会社資料を調べたりしてみたの。そうしたら意外なことがわかって」

「意外なこと？」

「あなたのお父さん──一ノ瀬いちのせ加純かすみさんは、水咲みずさき美雪みゆき──つまり、あなたのお母さんである三崎さんが女優をしていた頃のマネージャーだったのよ」

「「え……？」」

　思わず僕とお姉さんの箸はしがとまる。

「当時は業界でも有名なマネージャーだったらしいわ。仕事ができるだけじゃなく周りからの信頼も厚くて、三崎さんが女優として大成したのも、下積み時代から加純さんが献身的に支えていたからだって話。古くから業界にいる人で加純さんを知らない人はいないそうよ」

　父さんがお母さんのマネージャー？

　そんな話、父さんからは一言も聞いたことがない。

「当時、二人が付き合っていることを知っていたのは誰だれもいなかったみたい。三崎さんが結婚を理由に引退すると発表した時も、相手が加純さんだとは言わなかった。三崎さんの引退と同時に加純さんも芸能界から身を引いたんでしょうね」

　実は最近、お姉さんとお母さんの繫がりを知ってから僕なりにネットで調べていた。

　ただ、女優としてのお母さんの情報はそれなりに出てきたけれど、その後──つまり父さんと結婚してからの情報は皆無だったし、当然マネージャーのことなんて出てこない。

　まだネットがそこまで普及していた時代じゃなかったし、女優を引退すれば一般人。二人の関係を知る人が誰もいなかったんだとしたら、それらの情報が出てくるはずもない。

　唯一出てきた情報は、水咲美雪がセカンドハウスを立ち上げたというニュースだけ。

「ただ、少し気になることがあって」

「気になること？」

「加純さんがマネージャーを辞めた理由を、誰も知らないみたいなの」

　誰も知らない──？

「三崎さんが引退した理由は結婚するため。でも、加純さんまで辞める必要はない。むしろ今まで以上に仕事を頑張らなくちゃいけない時に、三崎さんと一緒に芸能界を去った……」

　確かに……そんなに戦場ジャーナリストになりたかったんだろうか？

　いや、父さんが戦場ジャーナリストになったのは僕が小学生高学年の頃。

　それまでは自称自由業を名乗っていろんな仕事をしていたから、それが理由で辞めたってことはないだろう。

「それだけじゃないの。三崎さんがセカンドハウスを設立する際に、設立費用の一部を出資していたみたいで……創業時の古い資料に名前が載っていたわ」

「どういうこと？」

　僕の疑問をお姉さんが代わりに口にする。

「これは、あくまで私の予想だけど──」

　知華さんは前置きをした上で語り出す。

「三崎さんは瑛太君が生まれた後に離婚して、セカンドハウスを設立した。もし二人が嫌い合って離婚したのだとしたら、加純さんが出資するとは考えにくい。加純さんは、三崎さんが沙織を引き取って事務所を立ち上げるのを知った上で、出資をしたんじゃないかしら」

「「……」」

　父さんはお母さんがお姉さんを引き取ることを知っていた？

　それを知った上で離婚してた……可能性としてはゼロではないだろう。

「沙織。あなた加純さんに会った時、吉岡里美だと名乗ったの？」

「私から名乗る前に、加純さんが気付いたの」

「だとしたら沙織が加純さんと出会ってすぐに、自分になにかあった時は瑛太君を頼むってお願いしたのも納得できると思うのよね。いくら相手が芸能人だからって、出会った直後に息子を頼むなんて、どんなに加純さんがぶっとんだ人だとしてもありえないもの」

　ぶっとんだ……うん。そこは全く否定ひていできない。

　なにしろアロハシャツ一枚で戦地を飛び回るような人だしね。

「本当の事情はわからない。でも、私たちがこうして一緒にいるのは、全すべてが偶然とは言えないのかもしれないわね。機会があれば加純さんに話を聞いてみたいところだけど……」

　知華さんはそう言うと、ウイスキーのボトルに口をつける。

　父さんが、お母さんのマネージャーだった……。

　なんていうか、驚きよりも不思議な感覚の方が強い。

　女優をしていたお母さんに育てられ、人気女優になったお姉さん。お母さんのマネージャーをしていた父さんと、今こうしてお姉さんのマネージャーをしている僕。

　まるで過去の二人の関係を、今の僕らが体現しているようなこの状況。

　一言では言い表せない縁のようなものを感じずにはいられない。

「瑛太くん、一緒に加純さんに会いに行ってみない？」

「え？」

「加純さんに聞けば、いろんな疑問が解決すると思うの。もしかしたら三崎さんの連絡先を知ってるかもしれないし、今どこで、なにをしてるのかも知ってるかもしれない」

「それはそうですけど……」

　父さんがいる場所って、今さら言うのもなんだけど戦地ですよ？

　そんなちょっと旅行に行ってくるみたいな感覚で言われてもと思いきや、そう言えば保護者になる承諾を貰もらうために、ちょっとお出かけするみたいな感覚で行ってたんだった。

「そんな暇あるわけないでしょ」

「社長！　有給休暇を申請します！」

「女優は個人事業主。そんなものないわ」

「じゃあ無給でいいから休暇申請！」

「とりあえず年内は仕事でいっぱいよ。次の映画撮影もあるし」

「知華ちゃんのいじわるうううううううううううううふぐっ！」

　お姉さんがほっぺを膨らませて知華さんに詰め寄ると、知華さんはお姉さんの口に肉をぶち込んで黙らせる。

「こういうことはね、無理に知ろうとする必要なんてないのよ」

　知華さんは空になったウイスキーのボトルを捨て、次のボトルを開けながら口にする。

「二人が私たちに話さなかったということは、話さないだけの理由があったってこと。然しかるべき時がくれば明らかになる。それまで私たちは、今を一生懸命生きるだけよ」

「……そうですね」

　お姉さんには悪いけど、僕も知華さんと同じ考えだった。

　父さんとお母さんがどういう理由で別れたのか気になるし、お母さんがお姉さんを引き取ってセカンドハウスを立ち上げる際に、父さんが出資した理由も知りたいと思う。

　でも、もし別れの理由が僕らの期待するようなものでなかったとしたら？

　さっき知華さんが言ったように、お母さんがお姉さんを引き取ることを知った上で事務所に出資をしたんだとしたら、離婚理由がお姉さんのためだったということもあり得る。

　ふと長野旅行の最終日──ローカル線の駅のホームでお姉さんが見せた悲しそうな顔が目に浮かぶ。三者面談の後に、お姉さんが懺悔ざんげのように口にした悲痛な言葉もそうだ。

　もしそうだったとしたら、その現実は絶対にお姉さんを苦しめる。

　そう思うと、僕は本当のことを知るのが怖かった。

「次のお肉、焼けましたよ」

　僕は心の内を悟られまいと、いたって明るく二人に差し出した。







　それから僕らは、他愛たあいのない話で盛り上がった。

　ここ最近の激務を忘れ、食事をしながら会話を楽しむ。

　ただ一つ気になっているのが、お姉さんがやたら知華さんにお酒を勧めること。知華さんはお酒に強いとは言っていたけれど、すでにウイスキーのボトルを二本空けている……。

　さすがに飲みすぎなんじゃないかな……。

　仕込んだ食材が底を尽きた頃、知華さんは意識がもうろうとしているようだった。

「……知華さん、大丈夫ですか？」

「……んん」

　さすがにダメみたい。

　もう半分眠っている。

「お姉さん、知華ちゃんを部屋に運んでくるね」

「お願いします。僕は片付けをしておきますから」

「うん。お願いね。ふふふっ……やっと落ちたわね」

　空耳だろうか……お姉さんが不穏な言葉を口にした気がする。

「知華ちゃん立って。お部屋に行くよ」

「う～ん……」

　知華さんを抱えてコテージへ消えていくお姉さんを見送り、僕は片付けを始める。

　何度も感じていた嫌な予感が、現実になるような気がした。










　☆お姉さんの日記☆




　バーベキュー楽しかったな～♪

　瑛太くんにちょっとだけお料理も教わったし、これから少しずつお姉さんもお料理を覚えていこう。いつかお姉さんの作ったご飯で瑛太くんをもてなしてあげるんだ！

　それにしても……加純さんの件は本当に驚いたな。

　三崎さんのマネージャーを加純さんがしていて、今は私のマネージャーを瑛太くんがしてくれてる。なんて言うか、運命みたいなものを感じずにはいられないよね！

　運命か……運命なら、これからもずっと瑛太くんと一緒にいられるのかな？

　最近、ふと考えちゃう時がある。この幸せがずっと続く保証なんてないんだなって。

　今までは瑛太くんと一緒にいられるだけで幸せだった。瑛太くんも一緒にいたいって言ってくれて、それがすごく嬉しいはずなのに……少しだけ不安になっている自分がいる。

　なんでだろう？　私……我儘わがままになっちゃったのかな。

　それはともかく計画は順調。無事知華ちゃんを酔い潰してやったんだから！

　これでなんの心配もなく、瑛太くんと朝まで楽しく過ごすだけだよね！
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「これで片付けも終わりかな？」

「すみません。なにからなにまで手伝ってもらって」

「ううん。瑛太えいたくん一人に全部やってもらうわけにはいかないもの」

　片付けを終えて時計に目をやると、すでに夜の十時を過ぎていた。

　いつもならまだ余裕で起きている時間だけど、長距離移動にバーベキューの準備や片付けで疲れているのかもしれない。こうして落ち着いたら、急に睡魔が襲ってきた。

「ちょっと早いですけど、今日はもうお風呂ふろに入って休みましょうか」

「そうだね。明日に備えて早めに寝よ」

「お姉さん、お先にどうぞ」

「ううん。瑛太くんこそお先にどうぞ」

「いいんですか？」

「うん。お姉さんちょっとゆっくり紅茶でも飲みたいし」

「わかりました。じゃあ先にいただきますね」

「ごゆっくりどうぞ～♪」

　先にお風呂を勧められた僕は、部屋で準備をしてお風呂へ向かう。

　脱衣所で服を脱いでドアを開けると、目にした光景に思わず感嘆の声が漏もれた。

「おお……すごいなこれ」

　そこには岩づくりの露天風呂が広がっていた。

　十五畳くらいのスペースに洗い場と広めの露天風呂。この空間だけちょうど木々が避けられていて、立ち込める湯気が月明かりに照らされる光景が、なんとも幻想的で美しい。

　早く温泉に浸かりたいと、はやる気持ちを押さえて身体を洗い始める。

　シャンプーを髪につけて、わしゃわしゃと泡立てた時だった。

「すごーい！　素敵な露天風呂だね！」

「そうですよね。早く身体を洗って入りたいです」

「本当にね！」

「……ん？」

　聞きなれた声がお風呂場に響き、思わず頭を洗っていた手がピタリととまる。

　嫌な予感しかない──いや、もしかしたら素敵な予感かもしれない。

　でも声が聞こえたからと言って、僕の考えが正しいとは思わない。

「じゃあお姉さんも一緒に入ろうかな！」

　正しかったあああ！

「ど、どうしてお姉さんが!?」

「なんだか待ちきれなくなっちゃって」

「いや、待ちきれないって言われても……」

「一緒に入るのは初めてじゃないでしょ……えへへ」

　えへへって、そりゃそうだけど……僕は絶賛シャンプー中。

　頭から泡が垂れてきていて目を開けようにも開けられない。

　くそう……どうして僕は頭を洗っているんだ。考えようによっては開けられない方がいいのかもしれないけれど、僕の中の男の性が痛みを堪えて目を開けろと訴える。

　こんなチャンスそうそうないんだから、せっかくなら見なきゃ損だよね！

　なんて思った自分を朝まで殴り続けてやりたい。

「瑛太くん、頭洗ってる最中だったんだね。じゃあお姉さんが身体洗ってあげる！」

「え──いや、大丈夫です！」

「遠慮しないで。今日はいろいろ疲れたでしょうから、おもてなしですよ～」

「そんなおもてなしは結構です！」

　なんて叫ぶんだけど、お姉さんが有無を言わさず僕の後ろにきた気配がする。

　少しすると、ボディタオルを泡立てたお姉さんが僕の背中をこすり出した。

「かゆいところはないですか～？」

「だ、大丈夫です」

　頭を自分で洗いながら、お姉さんに背中を洗われている僕。

　自分の姿は見えないけれど、上から下まで全身泡まみれになっている予感。

　よかった……前みたいに、お風呂洗い用のブラシで擦られたらどうしようかと思ったけど、そんな心配は杞憂きゆうらしい……じゃなくて！

「はい。背中は終わり。次は前の方ですよ～」

「前は自分で洗わせてください！」

「そう？　じゃあはい、ボディタオル」

　……なんで僕、お願いしてるんだろう。

　なんて思いながら、ボディタオルを受け取って身体を洗う。

「すごい瑛太くん！　雪だるまみたいだね！」

　自分では見えないですけど、そうでしょうね。

　楽しんでもらえたならなによりです。

「よし。じゃあ流しますよ～」

「お願いします……」

　お姉さんは頭からシャワーを掛け、全身の泡という泡を落としていく。

「はい。お疲れさまでした～♪」

「お疲れ様でした……」

　ようやく泡から解放され、爆発ばくはつしそうなほど高鳴る鼓動を押さえて振り返る。

　するとそこには、バスタオルを身体に巻いたお姉さんの姿があった。

　初めて見るわけじゃないけど……生きててよかった。

「お姉さんも身体洗うから、瑛太くんは先に入ってて」

「はい。そうさせてもらいます」

　いったんお湯に浸かって落ち着こう。

　そう思い、さっそく露天風呂に浸かってみる。

「……ふぅ」

　入った直後は少し熱めに感じたけど、身体が慣れてくるとちょうどいい湯加減。

　肩まで浸かり顔にお湯を掛けると、あまりの気持ちよさに声が漏れた。

　前にお姉さんと旅行に行った時は、部屋付きのこぢんまりとした温泉だった。あれもプライベート感があってよかったけど、温泉といえば足を延ばして入れる開放感だよな。

　しばらく堪能たんのうしていると、身体を洗い終えたお姉さんが近づいてきた。

「お湯加減はどう？」

「すごくいいですよ」

「本当？　じゃあお姉さんも入ろっと」

　お姉さんはゆっくりとお湯に浸かり、穏やかだった水面にわずかに波紋が広がった。

「本当だ……ちょっと熱いけどいいお湯だねぇ」

　お姉さんは甘い息を漏らしながら口にする。

　視線を横に向けると、お姉さんの顔より先に胸の谷間が飛び込んだ。

　まさに谷間と言うべきだろうか、深すぎる谷の間に視線が吸い込まれていく。僕の理性が必死に視線を逸そらせと訴えかけてくるけれど、本能がそれを許してくれない。

　昔のエロい人はこう言った──おっぱいは海の神よりも多くの男を溺おぼれさせた。

　なるほど、繰り返される歴史に完全同意しかない。

　僕もこのまま温泉で溺れてしまいそう。

「ち、知華ちかさん大丈夫でした？」

　気まずさに耐えられなくなった僕は、なにか話さなければと話題をふる。

「大丈夫。あれだけ飲ませれば朝まで絶対起きないから」

　……それはどういう意味で大丈夫なんでしょうか？

　思わず心の中で知華さんの無事を祈ってしまう。

「それにしても加純かすみさんの件、びっくりしたね」

「そうですね……まさかお母さんのマネージャーだったなんて」

　できればこの話は続けたくない。

　お姉さんはまだ気付いていない──僕の両親の離婚理由が、お姉さんが前に危惧していた通り、お姉さんを引き取るためだったのかもしれないということに。

　情報を整理すれば、その可能性の方が高いまである。

　だとしたら、僕はお姉さんに気付いて欲しくない。

「三崎みさきさんのマネージャーをしてたってことは、たぶんお姉さん、子役をしてた頃に加純さんに会ったことがあると思うの。だけど全く覚えてないんだ」

　お姉さんは以前言っていた──。

　両親が亡くなったこともあって、子供の頃はあまり覚えてないと。

「でもきっと、加純さんは私のことを覚えてたんだろうね」

「どうしてそう思うんですか？」

「さっきも言ったけど、初めて加純さんに会った時、加純さんはすぐに私が吉岡よしおか里美さとみだってことに気付いたの。なんとも言えないような表情をしてたから、その時は、なんだろうって不思議に思ってたんだけど……今にして思えば、懐かしんでいたんだろうなって」

　そして父さんは、なにかあった時のために、僕をお姉さんに託した。

　それは、お姉さんがお母さんに養われていたことを知っていたからだろう。

　僕とお姉さんが出会ったのは偶然でしかなかった。

　でも僕は、それを偶然と呼ぶのは躊躇ためらってしまう。

「まるで、運命みたいだね──」

　月明かりに照らされるお姉さんの笑顔。

　僕と同じことを想おもいながら浮かべる表情に思わず見蕩みとれた。

「三崎さんと加純さんが芸能人とマネージャーだった。そして今は、私たちが二人と同じ関係でいられるなんて……言いすぎかもしれないけど、運命なのかなって思うんだ」

「そうですね……」

　その言葉は僕の胸にすとんと落ちてくる。

　父さんは、まさか僕がお姉さんと出会うとは思っていなかっただろう。

　お姉さんが自分の前に現れるとも思っていなかっただろし、僕を託したところで僕らが父さんとお母さんのように、女優とマネージャーの関係になるなんて思わなかったはずだ。

　なにか一つでも違う選択をしていれば、こんな状況にはならなかったはず。

　だからこれは、運命と言っていいはず。

「僕もそう思います」

「ね」

　そう願いながら答えると、お姉さんは嬉うれしそうにはにかんで見せた。

　その笑顔が僕の胸をチクリと刺してわずかに痛む。

「これからどうなるんだろうね……」

「わかりません。わからないですけど……知華さんの言ったように、いつかきっと全部わかる日が来るような気がします。父さんたちの事情やセカンドハウスのこと……」

「そうだね。そうだといいね」

「ただ一つ思うのは──」

「思うのは？」

「ずっとこんな毎日が続けばいいなって思います」

　世の中には知らない方が幸せでいられることもあるらしい。

　それでもいつか知らなければならない日が来るのだとしたら、それが僕らにとって辛い現実だとしたら、せめて平穏な日々が続くことを願うくらいは許されるはず。

「うん……本当にね」

　……辺りが暗闇くらやみに包まれているせいだろうか？

　同意するお姉さんの表情が、影を帯びているように見えた。

「ところで瑛太くん」

「なんでしょう？」

　するとお姉さんは、一転して笑顔を浮かべる。

「明日の自由行動なんだけど、一緒にプールに行かない？」

「プールですか？」

「近くのホテルにプールがあるみたいなの。本当は海に行きたかったけど、今年は忙しくてそんな機会は作れなかったし、せっかく買った水着を着ないのはもったいないでしょ？　だからプールで着ようかなと思って持ってきたんだ。よかったら一緒に行かない？」

　確かに……忙しくて着る機会なんてなかったな。

「いいですけど、僕は水着持ってきてないですよ」

「大丈夫。お姉さんが瑛太くんの水着も持ってきたから！」

　いつの間に。

「じゃあ、そうしましょうか」

「うん。その後は軽井沢かるいざわ観光とかどう？」

「いいですね。ちょっと調べたら自転車を貸してくれるところがあるみたいですよ。軽井沢といっても広いから歩きだと大変でしょうから、自転車があればあちこち回れると思います」

「楽しみだなぁ」

　お姉さんは無邪気な様子で笑顔を浮かべる。

　温泉で温ぬくまったせいか、その笑顔が妙に色っぽく見えた。

「この温泉……お姉さんにはちょっと熱いみたい。のぼせる前に上がろうかな」

「はい。前みたいに足を滑らせないでくださいね」

「足を滑らせる？」

　お姉さんは不思議そうに首を傾かしげる。

　し、しまった──長野旅行の時にお姉さんが足を滑らせて気絶したことは秘密だった！

　僕がお姉さんの感触を堪能たんのうしたことや裸のまま介抱したことを知られまいと、お風呂を上がってすぐにベッドで眠ったことにしていたんだっけ。

「あれ……言われてみれば、そんなことがあったような、なかったような……」

「気のせいじゃないですかね！」

「そう？　なんか瑛太くんにお姫様抱っこされたような記憶が……」

「と、とにかく気を付けてくださいね」

「うん。ありがと」

　不思議そうにしながら露天風呂を後にするお姉さん。

　その後ろ姿を見送って、僕は安堵あんどのあまり温泉に顔を半分沈める。

　危なかった……さすがに裸を見たことを知られるのは気まずすぎる。

　別にばれたところでお姉さんは怒らないだろうけど、それはそれで良いような悪いような複雑な気分。思わずあの夜のことを思い出して恥ずかしさがこみ上げる。

　なにを期待しているんだ僕は……今日は知華さんもいるし間違いは起こらないはず。

　だけどわずか一時間後、僕は自分の考えの浅はかさを知ることになる。





ω






　お風呂を上がって寝る準備を済ませると、時計の針は日をまたぐ直前だった。

　ゆっくり温泉に浸かったおかげか、だいぶ疲れは抜けたように思う。お風呂上がりの心地よい脱力感とともに、身体がそろそろ休めと言っている。

　これならゆっくり寝られるだろう。

　そう思いながらベッドに横になり、部屋の灯りを消す。

　すぐに睡魔に襲われ、うとうとし始めた時だった。

「ん……？」

　ふいに妙なぬくもりを感じて目が覚める。

　寝返りを打とうとしたら、身体がなにかにぶつかった。

　布団ふとんがもぞもぞと動き、ぴょこっと姿を現したのは──。

「え……お姉さん？」

「お邪魔します……」

　僕の布団に潜り込んできたお姉さんが小さな声で口にする。

「ど、どうしたんですか？」

「瑛太くんと一緒に寝ようと思って」

「いや、でも……」

「嫌？」

「嫌というか、隣の部屋に知華さんもいますし……」

「知華ちゃんはお酒飲むと朝まで起きないから大丈夫」

　大丈夫ってそういう意味ですか──!?

「だからあんなにお酒を飲ませてたんですか？」

「そうでもしないと、瑛太くんと一緒にいられないと思って」

　わずかに差し込む月明かりが、お姉さんのうっとりとした表情を照らす。

　その表情は長野旅行の夜と同じように、お酒が入った後の完全にスイッチの入った顔をしていた。今日はお酒を一滴も飲んでいないはずなのにどうして？

　まさか旅行でテンションが上がって気分的に酔っている？

「ねぇ瑛太くん……」

「はい……」

　お姉さんが僕の首に手をまわしてくる。

　その腕の力が思いのほか強くて抗あらがえない。

　眼前に迫ってくるお姉さんの顔。

「あの時の続き、しちゃおっか……」

　あの時ってどの時ですか!?

「……いい？」

　この状況でノーと言える奴やつがいたら賛辞を送りたい。

　目を閉じて迫ってくるお姉さんの顔と柔らかそうな唇。

　抗あらがうことなんてできるはずもなく、触れるまであと数センチ。

　その時だった──不意に激しい音が鳴り響き、僕らは驚きのあまり顔を上げる。

「あんたたち……なにをしてるの？」

　そこには怒りの形相ぎょうそうを浮かべる知華さんの姿。

　あまりの恐ろしさに、なんて形容したらいいかわからない。唯一例えるとしたら、秋田県の年中行事で度々姿を現すなまはげそのもの。悪い子はいねがー。

　ちなみに最近はゆるキャラ化しているらしいけどリアルな方です。

「ち、知華ちゃん……どうして？　あんなにお酒を飲ませたのに」

　知華さんは僕らに近づいて見下ろしながら口にする。

「沙織さおりが妙にお酒を勧めてくるから、おかしいとは思っていたのよ」


「噓うそでしょ……？　酔って寝たら朝まで起きない知華ちゃんがなんで？」



「バカね。あれだけ飲まされれば夜中にお手洗いに行きたくもなるわ」

　上手うまくいったと思っていたのにまさかの裏目。

　お姉さんが愕然がくぜんとした表情を浮かべてショックを受ける。

「どうせ夜な夜な瑛太君の部屋に忍び込む気なんだろうと思っていたら案の定……私が寝ている隣の部屋でよろしくやろうなんて、そんなことさせるわけないでしょう？」

　怯おびえるお姉さんが逃げようと布団の中に潜り込む。

　知華さんは布団を剝はいでお姉さんの首根っこを摑つかみ上げた。

「いや！　私は瑛太くんと一緒に寝るの！」

「だめよ。いいからさっさと来なさい」

「瑛太く～ん」

　お姉さんは半泣きになり、ずるずると引きずられながら連行されていった。

　なんだか良かったような悪かったような……複雑な心境だった。










　☆お姉さんの日記☆




　ううぅ……知華ちゃんにばれるなんて。

　酔い潰つぶしちゃえば平気だと思ったのに、まさか飲ませすぎてお手洗いに起きるなんて大失態だったな。同じ手は二度も使えないだろうし、なにか別のいい方法を考えないと。

　でも軽井沢旅行は始まったばかり。きっとまたチャンスはあるよね！

　それに明日は瑛太くんとプールでデートの約束したんだから！

　いよいよ瑛太くんに水着を披露する日がやってきたと思うと、なんだかドキドキするなぁ。選ぶのに二時間もかかった水着だからね。きっと瑛太くんも気に入ってくれるはず！

　プールの後は軽井沢を散策するのもいいよね。

　観光地を巡ったり、カフェでのんびりお茶したり、想像するだけで楽しくて寝られない。この日記を書いてる今も夜中の二時だし……だめだめ！　さすがにそろそろ寝ないと！

　きっと瑛太くんとデートすれば、この胸のもやもやも晴れるよね。

　いろいろあるけど、明日は目いっぱい楽しもう！
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　翌朝──早く目が覚めた僕は朝食の準備をしていた。

　深夜にお姉さんが連行された後、すぐに寝付いたらしく気が付けば朝の七時半。

　少し早起きしすぎた気がするし、せっかくの旅行なんだからゆっくりしようとも思ったけれど、二度寝するような時間でもなかったため一階に降りてきていた。

「うん。こんなものかな」

　今日の朝食はシンプルにパンとコーンスープ。あとサラダ。

　パンはまんべんなくマヨネーズを塗った上に数枚のベーコンを並べ、その上に卵を落としてオーブンで焼いたもの。コーンスープはインスタントで済ませた簡単な朝食。

　コテージで迎える朝は、ごはんよりパンだよねという僕の勝手なイメージ。

　一通り準備を終えた頃──。

「瑛太えいたくん……おはよう」

「おはようございます」

　眠そうなお姉さんが二階から降りてきた。

　まだ半分寝ているらしく、むにゃむにゃ加減がすごい。

「早いですね。もうちょっと寝ててもいいんですよ」

「ううん。今日は瑛太くんとデートだから早起きしないと」

　おお……すごい。

　いつもは僕が起こすか、朝食の匂においに釣られないと起きてこないお姉さん。

　さすがに二階まで朝食の匂いは届いていないはずなのに、自分の意志でちゃんと起きてくるなんて素晴らしい。

　そう言えば長野旅行の時も自分で起きていたっけ。

　寝坊をするのは決まって仕事の時だけ……そういうこと？

「知華ちかさんはまだ寝てますかね」

「起きてるわよ」

　お姉さんに続き、知華さんが階段を下りてきたんだけど……その姿に驚いた。

　なにが驚いたって、その芸術的なまでの寝癖の酷ひどさ。

　長い髪が重力を無視して全力であっち向いてほいしている。寝起きでダルそうな表情をしているのもあって、夜道で会ったらホラーだよこれ。

「……なにか言いたそうな顔してるわね」

　知華さんが不満そうな視線を僕に投げつけてくる。

「いえ、なにも……」

「遠慮しないではっきり言いなさいよ」

「その……見方によっては芸術的かなって」

「知華ちゃん、寝相ねぞうがびっくりするくらい酷いの。今日なんてましな方だよ」

　これでましな方だって？

　泣く子も黙る酷さだぞこれ。

「朝起きると頭と足が逆になってることなんてしょっちゅうだし、家のベッドは落下防止用の柵付きなの。昨日の夜はベッドに柵がないから落ちる音がしたし──痛い痛い！」

「朝から人の秘密を暴露ばくろしてるんじゃないわよ」

　知華さんはお姉さんのほっぺをつまんでうにうにする。

　しっかり者に見えて、意外と抜けてるところもあるんだな。

「朝食の準備はできてますから、二人とも顔を洗ってきてくださいね」

「はーい」

　まだ寝ぼけているのか、二人はふらふらしながら洗面所に向かう。

　なんだか知華さんの新しい一面を知れて、得したような気分だった。







「ところで、二人の今日の予定は？」

　僕らが朝食を食べていると、不意に知華さんが尋ねてきた。

「瑛太くんとプールに行こうと思ってるの」

「その後は軽井沢かるいざわを観光して回ろうと思ってます。駅の辺りまで出れば自転車をレンタルできるお店があるみたいなので、まずはレンタルしてからプールに向かおうかなと」

「そう。じゃあついでに駅まで車で送ってあげるわ」

「ついで？　知華ちゃんはどうするの？」

「私は撮影の下見で現地をロケハンしてくるって言ったでしょ」

「一人でですか？」

「ええ。撮影チームとは明日合流だから、その前に見ておきたくてね」

「そんな……僕らだけ観光なんて悪いです」

「気にしなくていいわ。せっかくなんだから二人で楽しんできなさい。でも、何度も言って悪いけれど、沙織さおりは最低限ばれないように対策しなさいよ。都内ほどではないにしろ観光地で人は多いんだから」

「うん。ありがとう知華ちゃん」

　こうして僕らは食事を済ませ、出かける準備を始めた。

　知華さんには申し訳ないけど、代わりにお土産でも買ってこよう。
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　食事後、準備を終えた僕らはコテージを後にした。

　知華さんから軽井沢駅まで送ってもらった僕とお姉さん。

　ロケハンに行く知華さんを見送った後、僕とお姉さんは近くのレンタルサイクルショップで二人漕こぎ用の自転車を借り、最初の目的地であるプールへと向かうことに。

　お姉さんから聞いたんだけど軽井沢には屋外プール施設がないみたいで、代わりに地元のホテルが日帰り客にもプールを解放しているらしい。

　ちなみに今日のお姉さんの服装は、白をベースとした花柄のワンピース。

　前に見た白一色の無垢むくなワンピースも素敵だったけど、今日みたいな華やかなのもすごくいい。腰のあたりについているリボンもいいアクセントになっている。

　身バレ対策として麦わら帽子とサングラスはいつものセット。

「お姉さん、自転車なんて乗るの何年ぶりだろう……ちょっと不安」

「慣れるまでゆっくり走りましょう」

　僕は後ろにお姉さんを乗せ、ゆっくりとペダルに力を入れる。

　一瞬ふらつきはしたものの、慣れてくると徐々に安定してきた。

「どうですか？」

「うん。案外大丈夫みたい」

「じゃあもう少しスピード出しましょうか」

「うん！　レッツゴー♪」

　お姉さんの掛け声とともに少しだけ早く自転車を走らせる。

　今日は天気もよく、最高気温は二七度らしい。これだけ聞くと涼しく聞こえるけど、直射日光を浴びているとじりじりと暑い。

　でも、自転車で風を切っているとちょうどいい涼しさだった。

「気持ちいいね～♪」

「天気もいいですしね」

「ところでお姉さん」

「なーに？」

「出発したはいいですけど、道はこっちで合ってますか？」

「わからないよ！」

　いや、そんな元気に言われても……。

　まぁ、そんな気はしてましたけどね。

「でもね、確か駅の南側だった気がする。そんなに遠くないよ」

「ホテルの名前は覚えてるんですよね？」

「うん。それは大丈夫」

「じゃあ、慌てる必要もないですし、観光がてらサイクリングしながら探しましょうか」

「そうだね。せっかくなら、いろいろ見て回りたいし」

「決まりですね」

　僕らはのんびり軽井沢散策を満喫しつつ、ホテルへ向かった。







　サイクリングを楽しみながら自転車を走らせること三十分──。

　僕らは最初の目的地であるホテルへ到着した。

　駐輪場に自転車を置いて、さっそく中へと入ってみる。

　お姉さんが受付で名前を伝えると、なぜかざわつき始めるスタッフさんたち。

　女優の吉岡よしおか里美さとみだとばれたんだろうか？

　でもばっちり変装しているし、こんなに早くバレるかな？

　なんて不安になっていると、奥から年配の上品な感じの男性がやってきた。胸元むなもとに着けているネームプレートには支配人と書かれていて、やたらとお姉さんに頭を下げている。

　日帰りの利用客をわざわざ支配人が出迎えるなんて、しっかりしているな……。

　丁重に更衣室に案内され、僕とお姉さんは着替えて中で落ち合うことに。

　早速ロッカーで水着に着替えながら、ふと思う。

「まさか僕の水着まで持ってきてるとは思わなかったな……」

　水着は買っておいたものの、スケジュールがいっぱいで海に行くことは叶かなわなかった。

　お姉さんはこの世の終わりみたいに残念がっていて、あまりの不憫ふびんさにプールでも行く時間があればとは思っていたんだけど……まさか軽井沢で来ることになるとはね。

　お姉さんって、こういうところだけは準備がいいんだよな。

　よっぽど海に行けなかったのが残念だったんだろう。

　着替えを終え、ドアを開けてプールに足を踏み入れる。

「おお……すごいな」

　目に飛び込んだ光景に、思わず感嘆の声が漏もれた。

　室内だから決して広くはないものの、壁や床が大理石で統一されたモダンな空間。

　プールの傍そばには休憩できるように置かれたソファーが並んでいて、飲み物も注文できるらしい。なにより目を引いたのは、一面ガラス張りの窓と外に広がる緑豊かな森。

　窓から吹き込む風が新緑の香りを運んできて、まるで森の中にいるような感覚を覚える。都内の大型プールとは比べ物にならないくらいの高級感が漂っていた。

　しかも他のお客さんは誰だれもおらず、僕らの貸し切り状態。

　夏休みとはいえ人が少ない平日の午前中だからだろうか？

　そんなことを思った時だった。

「瑛太くーん！」

　振り返ると、水着姿で大きな浮き輪を手にするお姉さんの姿があった。

　布面積が少なめの鮮やかな紫色のビキニ。シンプルな柄ではあるけれど、どこか大人っぽさというか色っぽさを醸かもし出だしていて、お姉さんの白い素肌とのコントラストが最高すぎる。

　左側の腰の部分だけが紐ひもになっているんだけど、たぶんあれは飾り紐だろう。

　水着を買いに行った時に、女性の水着はポロリしないようにできているとお姉さんは言っていた。男の夢をぶち壊すあの言葉が本当かどうか、確認するためにも引っ張りたい。

「ど……どうかな？」

「えっと……はい。すごく似合っていると思います」

　お姉さんが照れた感じで目を伏せながら聞いてくる。

　そんな顔すると聞かれるこっちまで照れてしまう。

「本当？　それならよかった……えへへ」

「じゃ、じゃあ入りましょうか！」

「うん！」

　水着姿に釘付くぎづけになっている自分に気付き、頭をぶんぶん振って煩悩を振り払う。

　冷や水に浸かれば冷静になるかと思ったんだけど。

「……あれ？　温かい？」

　プールに入って思わず声を漏らしてしまった。

　妙にプールの水が温かい。

「ここ温水プールなんだって」

「そうなんですね」

　初めて入ったけど、なんだか不思議な感じ。

　軽井沢は涼しいし、あんまり身体を冷やすのもあれなのかな。

「ところでお姉さん」

「なあに？」

　ようやく冷静になれた僕は、疑問に思っていたことを尋ねてみる。

「このプール……日帰りのお客さんにも開放してるわりには誰もいませんね。それどころか宿泊のお客さんもいないって……なんだかちょっと変じゃないですか？」

「うん。お姉さんが事前に連絡して貸し切っておいたから」

「貸し……切った？」

　さらりととんでもない言葉が聞こえたぞ。

「他にお客さんがいたらのんびりできないと思って、思い切って貸し切っちゃった」

「ホテルのプールって貸し切りサービスまでやってるんですね」

「ううん。やってないよ」

「え……？」

　じゃあどうやって？

「最初は断られちゃったんだけど、言い値を払うから貸してくださいってお願いしたの。そしたらしばらく待たされちゃったんだけど、支配人さんがオーケーしてくれたんだ」

　いくら払ったかなんて怖くて聞けない……。

　最近は家事をしてもお姉さんが札束さつたばを渡してくることもなかったから忘れていたけど……そうだった。お姉さんのお金の使い方はちょっと普通じゃないんだった。

「わざわざ支配人さんが案内してくれたのって……」

「うん。いっぱいお金払ったからだと思う」

　……なんだろう。

　もうすごすぎて言葉がない。

「じゃあ早速プールで遊ぼっか♪」

「そうですね」

　僕が先にプールの中に入り、お姉さんの持っていた浮き輪を支える。

　お姉さんは器用に浮き輪の上に乗り、優雅な感じでぷかぷかと浮かび始めた。
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「最初に言っておくけど、お姉さん全く泳げないからね」

「なんとなくそんな気はしてました」

「あー！　今バカにしたでしょ！」

「いやいや、してないですよ。お姉さんらしいなと思っただけです」

　お姉さんは納得していない様子でほっぺを膨らませる。

「得意なスポーツとかあるんですか？」

「ないよ！」

　すごく力強く即答した。

「一つもですか？」

「うん。お姉さん、スキップもできないもの」

「スキップ……？」

「お姉さんとしてはできてるつもりなの。でもみんなが変だって言うの」

「あ～……」

　確かにスキップがちょっと変な人っているよね。

　運動は苦手だろうなとは思っていたけど、そこまで絶望的だとは思わなかった。

「小さい頃からお仕事であまり学校に行かなかったからね。授業で運動をすることもなかったし、そのせいでお姉さんの運動神経は育たなかったんじゃないかなぁ」

　本人は全く気にしている様子はないからいいんだろうけど……でも、そうだよな。

　お姉さんみたいな生活をしている人は、きっと普通の青春なんて過ごせなかっただろう。それらを犠牲にとは言わないけれど、諦あきらめる代わりに今の状況を手に入れた。

　世の中にはそういう人がたくさんいるだろうし、どちらが幸せとか、そういう話じゃないけれど、だからこそ思う──。

　お姉さんがいつも当たり前のことで喜んでくれるのは、それが理由なんだろうなって。

「……よかったら泳ぎ方を教えましょうか？」

「え……？」

　余計なお世話ならそれでもいいと思った。

　でも、今からでも当たり前のことを経験して欲しいと思ったんだ。

「泳ぎ方だけじゃありません。今まで忙しくてできなかったことや我慢してたこと。昨日一緒に料理をしたみたいに、これから一緒にたくさんやりましょう。今から新しいことを始めたっていいと思うんです」

　自分でも唐突になにを言っているんだと思う。

　僕の勝手な願いだとも思うけど、そう思ったんだ。

「瑛太くんは優しいね」

「え……？」

「じゃあお姉さん、ちょっと頑張ってみようかな！」

　お姉さんは笑顔でそう言ってくれた。

　そんなわけで、昨日の料理教室に続き水泳教室を開催。

　お姉さんは浮き輪から降りて僕の前に立つ。

「バタ足の練習からしてみましょう」

「はい先生！」

「お姉さんの両手を握っても大丈夫ですか？」

「昨日も平気だったし、だいぶ慣れてきたから大丈夫だと思います！」

「心配なので、一応気をしっかり持ってくださいね」

「わかりました！」

　お姉さんは元気よく手を挙げてから僕の手を握る。

　うん。お姉さんから握ってきたこともあって大丈夫そうだ。

「瑛太くん、絶対お姉さんの手を離しちゃだめだからね」

「大丈夫ですよ」

「……もし離したら、お姉さん溺おぼれちゃうからね」

「安心してください」


「…………そしたらちゃんとお姉さんを助けるんだぞ」



　こんな感じでいつまでたっても始まらないのは、正直怖いからだろう。

　それも仕方がない。生まれて初めてのことをするんだから。

「じゃあ引っ張りますよ」

「え？　あ、ちょっと──」

　僕は慌てるお姉さんの手を引いて後ろに歩き始める。

　引っ張られる形でお姉さんの足が離れ、お姉さんの身体が水に浮く。

「おお～！」

「お姉さん、これじゃ僕が引っ張ってるだけなのでバタ足してください」

「あ、そっか」

　お姉さんは思い出したように足をばしゃばしゃ。

「そうそう。そんな感じです」

「な、なんか進んでる気がする！」

　感動に瞳ひとみを輝かせるお姉さん。

　水を差すようで申し訳ないけど、今のところはほぼ僕が引っ張っているだけ。

　それでも楽しそうに練習するお姉さんが、なんだか微笑ほほえましかった。







　それから僕らは、しばらく練習を続けた。

　さすがに最初から泳げるようになるはずもないけれど、お姉さんは泳ぐ楽しさに目覚めたのか熱心に練習を続ける。僕が休憩しようと言っても続けるくらい。

　気持ちはわかる。なにかができるようになるって嬉うれしいし楽しいよね。

　練習を続けること一時間──。

　さすがに疲れたのか、ようやく休憩をすることに。

「なんかお姉さん、コツを摑つかんだ気がする！」

「そうですね。だいぶ前に進むようになったと思います」

「先生の指導がいいからだね！」

　お姉さんは子供みたいな笑顔を浮かべる。

「上がってソファーで休みましょうか」

「うん。なにか飲み物でも頼みましょ」

「そうですね──うわっ!?」

　お姉さんに続いてプールを上がった時だった。

　さすがに練習に付き合いすぎて疲れていた僕は、不意に足を滑らせてしまった。

　伸ばした手はなにかを摑んだけれど、堪こらえ切れずに顔からプールへダイブ。

　やってしまった──そう思いながら顔を出し、びしょ濡ぬれの髪をかき上げる。

　するとなぜか、目の前には大きな肌色の桃が現れた。

「ん……？」

「え……？」

　思わず顔を見合わせる。

　なにが起きているか理解した瞬間。

「ご、ごめんなさい！」

　足を滑らせた瞬間に伸ばした手は空を切らず、お姉さんのビキニの下を摑んでいたらしい。

　僕の体重を支えられるはずもなく、ずるりと引き下げてしまって大惨事。

「だ、大丈夫。二人きりだし、誰かに見られるわけでもないから……」

　お姉さんはそう言ってくれたんだけど……明らかに真まっ赤かな顔をしている。

　さすがに申し訳なくて、しばらく土下座をやめられなかった。







　その後、僕らはホテルのレストランで昼食を食べてから後にした。

　食事をお願いしていたわけじゃないんだけど、ホテル側のサービスらしい。

　しかもめちゃくちゃ高級そうな料理が次から次へと運ばれてきたんだけど……プールを貸し切るほどのお金を積めばサービスもよくなるか。本当、いくら払ったんだろう。

　プールで遊んだ後のなんともいえない倦怠感けんたいかんが心地よく、お姉さんは昼食を食べながら眠そうにしていたけれど、少しラウンジで昼寝をしたら元気になったみたい。

　本当、遊び疲れって幸せというか、贅沢な疲れ方だなと思った。
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　ホテルを後にして次に向かったのは、旧軽井沢銀座通りと呼ばれる場所だった。

　ここは軽井沢の人気観光スポットの一つ。

　地元の食材を使用した飲食店や、雑貨店やお土産屋など、多くのお店が軒のきを連ねるメインストリート。軽井沢に来た人は必ずと言っていいほど訪れる場所。

　通りの手前にある駐輪場にレンタルした自転車を置いて足を踏み入れると、若いカップルやグループで来ている人たちが多くいる。夏休みを利用して観光に来た大学生だろうか。

　旧軽井沢銀座通りは多くの観光客で賑にぎわっていた。

「瑛太くん！　見て！」

　お姉さんは少し先を指さしながら、テンション高く声を上げる。

　視線を向けると『モカソフト』と文字が書かれた看板が目に留まった。

　コテージみたいな造りをした喫茶店きっさてんで、中を覗のぞくとレトロな雰囲気が漂っている。店頭でも販売しているらしく、お客さんで長蛇の列ができているのを見る限り人気のほどが窺うかがえた。

　都内にも店舗を構える有名なコーヒー店らしい。

「ここのモカソフト有名らしいよ！」

「そうみたいですね」

　旅行に来る前にスマホで軽井沢の観光スポットについて調べていた時に、確かこのお店が載っているページを見たような気がする。特徴的な外観だから間違いない。

　買うとなれば少し待つことになりそうだけど──。

「せっかくだから食べましょうか」

「うん！　食べる！」

　お姉さんは上機嫌、ルンルンで列の最後尾に並ぶ。

　十五分ほど待っていると僕らの順番になり、モカソフトを二つ頼んでお会計を済ませる。

　店員さんから受け取って列を離れると、お姉さんは瞳を輝かせてそれを見つめていた。

「美味おいしそうだよ～♪」

「本当ですね」

「これは写真に残しておきましょう」

　お姉さんはポケットからスマホを取り出してカメラを起動する。

　撮ろうとして逆光だと気付いたのか、あっち向いたりこっち向いたり。

　なんとか逆光を回避して写真を撮ろうとした時だった。


「あっ──！」



　お姉さんが軽く躓つまずいて体制を崩す。

　なんとかカメラもモカソフトも落とさず手にしていたんだけど。

「「……」」

　上に載っていたアイス部分だけが地面に落ち、手にはコーンだけが残った。

　悲劇すぎる……なんて声を掛けたらいいものか。

　慰める間もなく、お姉さんは肩をぷるぷる震わせながら瞳に涙を溜ためていく。

「ううぅ……」

「ぼ、僕のをあげますから！」

　よっぽどショックだったのか、お姉さんはぽろぽろと泣き出してしまった。

　すると、そんな様子を見ていた店員さんが僕らの元へ慌てて駆け寄ってくる。

「大丈夫ですか？　お洋服は汚れていませんか？」

「だ、大丈夫です……」

　そう答えると、店員さんは落ちたアイスをきれいに片付け始める。

　申し訳ない気持ちになりながら、どうしたものかと店員さんを見つめていると、別の店員さんが作りたてのモカソフトを手にやってきた。

「どうぞ」

「え……いいんですか？」

「はい。お気になさらずに受け取ってください」

　お姉さんは泣くのをやめ、笑顔で新しいモカソフトを受け取る。

「旅行、楽しんでくださいね」

「「ありがとうございます」」

　お姉さんと一緒に頭を下げる。

　去っていく店員さんを見つめながらお姉さんが呟つぶやいた。

「すごくいい人たちだね」

「そうですね」

「ああいう人たちのおかげで、きっと私たちは旅行を楽しめるんだよね」

　もしかしたら、店員さんたちにとってはよくあることなのかもしれない。

　落としたのが僕らじゃなかったとしても、きっと店員さんたちは同じことをしたんだろうなと思う。でも、僕らはその心遣いに感動してしまった。

「このコーヒー屋さん、東京にもあるんだって」

「そうみたいですね」

「お姉さん、一生このコーヒー屋さんに通い続けるわ」

「帰ったら一緒に行ってみましょう」

「うん」

「もう落とさないでくださいね」

「に、二度も落としたりしないもん！」

　そうは言っても不安だから、僕らは近くにあったベンチに座ってモカソフトを堪能たんのうしたのだった。







　しばらく旧軽井沢銀座通りを満喫した僕らは、近くの喫茶店に立ち寄った。

　さすがにプールで遊んでから歩き続ければ疲れもする。日中で日差ひざしが強くなってきたこともあり、少し落ち着くまで涼しいところでのんびりすることにした。

「瑛太くんはなににする？」

「そうですねぇ……」

　メニューを見ながらどうしようかと悩む僕ら。

「メロンソーダにしようと思います」

「いいね。なんだか懐かしい感じ。お姉さんもそれにする」

　僕らは店員さんを呼び、同じものを注文すると。

「同じものをご注文されるのでしたら、大きなグラスに二つのストローをご用意するカップル様向けもご用意できますが、いかがいたしますか？」

　カップル向け!?

　いやいや、さすがにそれはちょっと気まずい──。

「それでお願いします！」

　なんて思う間もなく、お姉さんが力強くお願いした。

　すぐに運ばれてきたんだけど……。

「おおう……」

　思わず変な声が漏れる。

　一つのグラスに注そそがれたメロンソーダに、複雑に絡からみ合あってハートのマークを描いている二本のストロー。テレビなんかで見たことのあるそれが、僕とお姉さんの間に置かれていた。

「すごーい！　こんな感じなんだね！」

「そう……みたいですね」

「早速飲んでみよっか！」

　お姉さんは楽しそうにストローに口を付ける。

　どうしよう……一緒に飲もうとすればめちゃくちゃ顔が近くになるのは間違いない。ただでさえ恥ずかしいのに、他のお客さんがいる前ではさすがにバカップルな気がする。

「瑛太くん飲まないの？」

「いや、飲みます……飲みますよ」

　今さら恥ずかしいから無理ですなんて、お姉さんは納得しない。

　僕は覚悟を決めてストローに口を近づける。

　別にお姉さんの顔を間近で見るのは初めてじゃない。朝起きてお姉さんがベッドに潜り込んでいた時や、昨日の夜に夜這いされそうになった時の方が近かったくらいだ。

　それに比べれば──そう自分に言い聞かせ、僕はメロンソーダを口にした。

　……やっぱり人前でこれは恥ずかしすぎる！

「美味しいね！」

「そ、そうですね……」

　なんとかカップルミッションをクリア。

　妙に顔が熱いような気がするけど、気のせいってことにしておこう。

「でも、気が付けばもうこんな時間なんだね」

　店内の時計に目を向けると、午後の三時を過ぎていた。

「そうですね。遊んでいると時間が経たつのが早いです」

「まだまだ行きたいところがたくさんあるのになぁ」

　お姉さんは残念そうに漏らす。

「明日からは撮影だし……あ、思い出したら悲しくなってきちゃった」

　わかりやすく落ち込みの色を浮かべるお姉さん。

「そんなに写真撮影、嫌なんですか？」

「うん。嫌なの……」

　即答するほど嫌なんだ……。

「元々お姉さん、演じるのが好きなだけなんだ」

　言い換えれば、演じること以外は嫌いってことなんだろう。

　そう思うと、ふと頭に一つの疑問が浮かぶ。

「一つ聞いてもいいですか？」

「うん。なに？」

「お姉さんって、どうして女優になったんですか？」

　お姉さんが子供の頃から芸能界に身を置いているのは知っている。

　けれど、そもそも子役を始めたきっかけはなんだったんだろうか？

　一緒にいるようになってずいぶん経つけど、聞いたことがなかったな。

「うーん……お姉さんの場合、子供の頃からお芝居に関かかわっていたから明確な理由って言われると、ちょっと悩んじゃうんだけど……たぶん両親が喜んでくれたからだと思う」

「ご両親が……ですか」

「幼稚園の頃とか、お遊戯会があるでしょう？　私がお遊戯会で楽しそうにしているのを見た両親が子役のオーディションに応募したんだって。それがきっかけでデビューしたの」

　親の応募か。

　子役の大半はそんな理由なんだろうな。

「演技が上手にできると褒めてくれるのが嬉しくてね……私が子役をやることで両親が喜んでくれるなら頑張ろうって、子供心に思っていたんだと思う。だから両親が亡くなった時は、本当これからどうしたらいいんだろうって不安だったんだ」

「……」

「でも三崎みさきさんが私を引き取ってくれて、両親と同じように、上手に演技ができると褒めてくれて……それが嬉しくて続けられたんだと思う。でも大きくなるにつれて、褒められる喜びだけじゃなく演技をする楽しさを感じて……気が付いたら没頭してる自分がいたんだ」


「…………」



「演じること以外してこなかったから、他のことは興味がなかったの」

　お姉さんの演技のすごさを垣間見かいまみたような気がした。

　元々持ち合わせていた才能もあるんだろう。

　それでも物心ついた頃から演じることに没頭してきた集大成。

　誰もが当たり前に経験するであろう青春の全すべてを演技に捧ささげてきた結果。

　時折感じるお姉さんのずれた感覚も、それが理由なのかもしれない。

「今まではそれでいいって思っていたんだ。私には演技しかないし、演技しかできない。なにか一つでも胸を張れるものがあれば幸せなんだって。でもね……最近は違うんだ」

「違う……？」

　お姉さんは微笑みながら頷うなずく。

「今までいいやって思っていたことが、瑛太くんと出会ってからとても大切に思えるようになったの。お家でのんびり過ごす時間や、お出かけする時間。食べられればなんでもいいと思っていた食事も、瑛太くんと一緒にいると全部が大切に思えるようになったの」

「お姉さん……」

「お仕事は大事。これからも頑張ろうって思うけど──それと同じくらい、今はいろんなことを大切に思えるようになった。きっとそれは、瑛太くんと出会ったからだと思うの。昨日お料理を教えてもらったことも、今日泳ぎ方を教えてもらったことも、瑛太くんと出会ってなかったら興味も持たなかったと思うんだ」

　そんなふうに言われたら、嫌でもこみ上げてくるものがある。

「だから、一緒にいてくれてありがとうね」

　それは僕の台詞せりふだ。

　お姉さんと同じように、僕だって諦めてきたことは多かった。




　一人暮らしみたいなものなんだから、仕方がない──。




　そうやって我慢してきたことは両手じゃ足りない。

　それでも今、こんなに幸せなのは、あの時お姉さんに声を掛けてもらったから。

　もしお姉さんと出会っていなければ、ただ学校とアルバイト先を往復するだけの日々を送っていただろうし、父さんが行方ゆくえ不明になって路頭に迷っていたかもしれない。

　なにより、こんなに充実した夏休みを送れることなんてなかったはず。

「僕の方こそありがとうございます」

　お姉さんは笑顔で小さく首を振る。

「これからは一緒にいろんなことをしましょう。今までできなかったことや、これからしたいと思うこと。我慢なんてすることなく、一緒に楽しんでいけたらいいですね」

「うん。そう……できたらいいな」

　そう言いながら浮かべる笑顔は、なぜかぎこちなさを残しているように見えた。

　ふと知華さんの言葉が頭をよぎる──最近、沙織の様子がちょっとおかしいのよね。

　この時の僕は、まだお姉さんの想おもいを理解出来ていなかった。







　その後、時間の許す限り観光を楽しんだ僕たち。

　コテージに帰って時計を見ると、夜の七時過ぎだった。

　知華さんはロケハンが終わった足でアウトレットに行き買い物をしていたらしく、リビングは爆買いをしたと思われる買い物袋で埋め尽くされていてちょっとびっくり。

　お腹なかが空いたと騒ぐ二人に晩ご飯を作り、歓談をしながら夜は更けていく。

　こうして、わずかに不安を抱えながら、軽井沢旅行の二日目は幕を閉じた。










　☆お姉さんの日記☆




　久しぶりの瑛太くんとのデート、楽しかったなぁ～♪

　瑛太くんがマネージャーになってから一緒にいる時間は増えたけど、お出かけする機会は減ってたからね。写真もたくさん撮ったし、帰ったら現像してアルバムにしまわないと。

　これで瑛太くんを撮りためた写真集も十一冊目か……あっそうだ！　輝翔きしょう君に貰もらう約束だった瑛太くんの小学生時代の写真まだもらってない！　帰ったら貰いに行かなくちゃ。

　でも本当、今日は息抜きになったし、また明日からお仕事──頑張れるかなぁ……。

　写真集の撮影かぁ……やっぱり気分がのらないな。

　別に心の底から嫌ってわけじゃないんだけど、楽しくないんだもん。

　そんなこと言ったらまた知華ちゃんに怒られそうだけど、こればっかりはなぁ。

　瑛太くんとのツーショットを撮ってくれるならいくらでも頑張るのに、そういうわけにはいかないし……あああ！　憂鬱ゆううつだよおおお！

　でも、知華ちゃんの言ってることはわかるし、頑張らないと。

　瑛太くんも楽しみにしてくれてるし……やるだけやってみないとね。
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　三日目、いよいよ迎えた写真集の撮影初日──。

　僕らがやってきたのは、観光地としても人気のあるリゾート地だった。

　森の中にひっそりと佇たたずむこの場所には、様々な施設が軒のきを連ねている。

　飲食店やお土産屋などのショッピングエリアの他、温泉やテニスコートを備える多目的エリア。道沿いに美しい清流が流れていて、ちょっとしたハイキングコースにもなっている。

　今回の写真集のコンセプトは『大人の夏休み』らしく、この場所が選ばれたらしい。

　確かにコンセプトにふさわしい場所だと思う。

　その証拠に、家族連れよりもカップルや大人のグループの方が多く見えた。

「みんな、準備はどうかしら？」

　合流した撮影スタッフさんたちに声を掛ける知華ちかさん。

　事前に打ち合わせは済んでいるらしく、軽く挨拶あいさつをすると早速撮影が始まる。機材の準備を始めるスタッフさんたちの隣で、お姉さんが神妙な表情を浮かべていた。

「お姉さん、頑張ってくださいね」

「うん……」

　見るからに気分がのっていないのがわかる。

「沙織さおり、始めるわよ」

　お姉さんは下唇をつんと出し、しょぼくれた顔をしてみせながらとぼとぼとベンチに腰を掛けてポーズをとった。まるで飼い主にいやいや芸をさせられている犬みたいな感じ。

　そんなお姉さんを見つめながら知華さんが溜ため息いきを漏もらす。

「大丈夫ですかね……」

「大丈夫じゃなきゃ困るのよ……」

　なんて言いつつも、知華さんは始まる前から半ば諦あきらめモード。

　準備も整い、さっそく撮影がスタート。

　したんだけど、素人しろうとの僕から見てもまぁ酷ひどい……。

　カメラマンに笑ってと言われれば引きつった笑顔を浮かべ、じっとしてと言われても三秒と持たずにそわそわと肩を震わせる。

　枚数を重ねるごとにお姉さんのテンションは駄々下がり。

　知華さんが以前言っていたように、やっぱり化粧品のポスターは奇跡の一枚だったらしい。

　そんな状況の中、撮影を進めること一時間──。

「「「……」」」

　カメラマンも困り果てたのか、僕らに助けを求めるような視線を向けてきた。

　もはや半泣きで首をふるふると横に振る。手強てごわい相手にカメラマンとしての自信を叩きのめされたような表情に、なんだかすごく申し訳ない気持ちになる。

「ダメですね……」

「そうね……」

「どうしましょうか？」

「瑛太えいた君、ちょっと沙織に声を掛けてみて」

「声を？　どうしてですか？」

「多少やる気がでるかと思って」

　なるほど。応援でやる気を出させる作戦か。

「なんて掛けましょうか」

「頑張れでもなんでもいいから」

「……わかりました」

　僕は軽く息を吸って声を掛ける。

「お姉さん、頑張ってくださーい」

　瞬間、お姉さんが僕の方を見てぱぁっと笑顔を咲かせる。

　まるで夏に咲くひまわりのように満開の笑顔で最高なんだけど、カメラをガン無視して僕に向かって手を振っているせいで、慌ててカメラマンがお姉さんの前に回り込む。

　笑顔は最高だけど、お姉さんがフリーダムすぎて写真撮影どころじゃない。

　なんとかして笑顔を撮ろうとカメラマンが奮闘するんだけど上手うまくいくはずもない。

　つまりなにが言いたいかというと、作戦は大失敗ってこと。

　笑顔にさせるまでは上手くいったんだけどな。

「……ちょっと休憩にしましょう」

　見かねた知華さんが早々はやばやと撮影をストップすると、カメラマンは自信を木端微塵こっぱみじんに砕かれたような表情で、申し訳なさそうに僕らに視線を向けてきた。

　そんなに責任を感じないでください。

　むしろこっちが申し訳なくて涙が出そう。

「私は撮影チームと打ち合わせしてくるから、あなたは沙織を連れて三十分くらいその辺で休んできて。気分転換ってわけじゃないけど……なにもしないよりいいでしょう」

「わかりました」

　僕はお姉さんに近づいて声を掛ける。

「お姉さん、ちょっと一休みしましょう」

「うん……」

　さて、気分転換とは言ったものの、どうしよう。

　僕はお姉さんを連れてリゾート地のパンフレットを手に頭を悩ませる。

　せっかく森の中なんだから、人が少なくてのんびりできる場所の方がいいかな。

「お姉さん、ここ教会もあるみたいですよ」

「教会？」

「ちょっと行ってみましょうか」

　こうして僕はお姉さんを連れて教会へ向かう。

　教会までの道のりはさながら森の中を散歩しているような気分だった。

「森の中だけあって、さすがに空気が美味おいしいですね」

「そうだね。なんだか気分が落ち着くような気がする」

　澄んだ空気と新緑の匂においに、必要以上に呼吸をしていたくなるくらい。

　僕らが普段吸っている都内の空気とはぜんぜん違う。人工物やアスファルトが焼けるような匂いに慣れてしまっている僕らにとって、ここの空気はまるで別物のように感じる。

　自然を楽しみながら歩みを進めると、どこからか人の声が聞こえてきた。

「なにかやってるみたいですね……」

「瑛太くん、あれ──」

　目の前に現れたのは、高さ十メートルくらいの木造建築だった。

　一風変わった建物だけど、どうやらあれが教会らしい。

　近づいてみると、教会の前には正装をした多くの人々が集まっていて、その中心にはタキシードを着た男性と美しいドレスを身に纏まとった女性の姿があった。

「結婚式をしてるんですね」

　僕らは祝福ムードに包まれる新郎新婦の姿を少し離れた場所で眺める。

　幸せの絶頂にいる二人を眺めていると、なんだかこっちまで心が温かくなる。

「新婦さん、きれいだね……」

「そうですね」

「こんな素敵な場所で結婚式だなんて、ちょっと憧あこがれちゃうな……」

　お姉さんが見蕩みとれるような瞳ひとみで呟つぶやく。

「お姉さんもいつか、あんなドレスを着てみたいな」

　お姉さんはそう口にしながら僕に意味ありげな視線を向けてくる。

　……この瞳にはどういう意味が込められているんだろう。

　全くもって察していないわけでも、心当たりがないわけでもないけれど、ここは踏み込むといろいろ大変な気がしてならない。

　一昨日二人で料理をしていた時に、初めての共同作業とか言っていたし。

「お姉さんならきっと、どんなドレスを着ても似合うと思いますよ」

　困り果てた僕は、無難な返事で乗り切ろうとしたんだけど。

「お姉さん、どんなドレスが似合うかな？　瑛太くんはどんなのを着て欲しい？」

「えっと……」

　お姉さんは逃がさぬと言わんばかりに追撃してくる。

　これはあれだ、いつものなにか答えないと終わらないやつだ。

「じゃあ試しに、いろいろ試着して試してみましょうか」

「え？　一緒に選びに行ってくれるの？」

「確か知華さんが検討している新しい仕事のリストの中に、ウエディングドレスのイメージキャラクターの案件があったと思います。その仕事ならきっとドレス着放題ですよ！」

「……そうじゃないもん」

　仕事の話題で逃げ切ろうとする僕。

　お姉さんは口を尖とがらせながら僕の背中をグーでぐりぐり押してくる。

　思いっきり不機嫌そうだけど、この話はこの辺で許してください。

「結婚式の邪魔をしても悪いですし、他にいきましょうか」

「そうだね。他にのんびりできそうなところあるかな」

「近くに川があるみたいです。川辺なら涼しくていいと思いますよ」

「うん。そうしよっか」

　僕は少しだけ元気になったお姉さんを連れて歩き出す。

　川辺に着くと、そこは目を見張るほどきれいなところだった。

　透き通った水が穏やかに流れ、川の流れる音が心地よく辺りに響いている。木々の隙間すきまから覗のぞく木漏こもれ日びが水面を照らして反射し、なんとも幻想的な雰囲気が漂っていた。

　休憩するにはもってこいの場所だろう。

　僕らは並んで座り、水の音に耳を澄ませる。

「水の流れる音を聴いてると落ち着くね」

「そうですね。こんなところ都内にはないですから」

「ここでするのがドラマのお仕事だったら最高なのになぁ」

「やっぱり撮影はつまらないですか？」

「うーん……こんなんじゃダメだって思うんだけどね」

　お姉さんは難しい表情を浮かべる。

　お姉さんなりに、なんとかしないといけないという気持ちはあるらしい。

　でも、気持ちはわかる。

　だれだって心から楽しいと思えないことに興味は持てないだろう。

　それでもやるのがプロと言われたらそれまでだけど、楽しいと思えなければいい写真が撮れるはずもない。無理して作った笑顔を写真集に載せたところで容易にばれてしまうだろう。

　お姉さんが撮影を楽しいと思える方法か……決してないわけじゃない。

　僕はおもむろにスマホを取り出し、二人の前に掲げてみせる。

「お姉さん、撮りますよー」

　不意打ちだけどパシャリ。

　画面を覗くと、さっきまでの笑顔が噓うそみたいにいい表情をしていた。

「いい写真だね！」

　お姉さんはスマホを覗き込んで嬉うれしそうに声を上げる。

　なるほど。やっぱりプライベートな写真は好きらしい。

　だからと言って僕が一緒に映るわけにもいかないし、どうしたものか……でも、難しく考えてもだめな気がする。お姉さんがなるべく自然体でいられる方法を考えないといけない。

　それに僕まで悩んで暗くなってしまったら、お姉さんにも伝わってしまう。

　今はお姉さんの気分転換なんだから、悩む以上に楽しまないと。

　よし──。

「瑛太くん？」

　僕はおもむろに靴と靴下を脱いで川に入る。

「気持ちいいですよ。お姉さんもどうですか？」

「うん！　お姉さんも遊ぶ！」

　お姉さんは立ち上がり、サンダルを脱いで川に入ってくる。

「浅いですけど気を付けてくださいね」

「うん──冷たくて気持ちいいね！」

「あ、ここ魚いますよ！」

「え？　どこどこ──あっ！」

「危ない──！」

　足元に気を取られたお姉さんが不意にバランスを崩す。

　咄嗟とっさに手を伸ばしてお姉さんの腕を摑つかんだものの、お姉さんの身体を支えきれず一緒に川へダイブしてしまった。

「「……」」

　腰の辺りまで水に浸かり、お互いびしょ濡ぬれの僕ら。

「やっちゃったね」

「やっちゃいましたね」

「ふふふ……」

「……ははは」

　不意におかしくなり、堪こらえ切れずに笑いだす。

「もー！　瑛太くんがちゃんと支えてくれないから！」

「すみません。でもここまでびしょ濡れだと逆に気持ちいいですね」

　するとお姉さんは僕に水を掛けてくる。

「えい！　えい！」

「ちょ──やめてください！」

　まるで童心に帰ったように水遊びをする僕たち。

　川辺に佇む観光客の目も憚はばからず、僕らはしばらくはしゃぎ続けた。







「……あんたたち、なにやってんのよ」

「「ごめんなさい……」」

　ずぶ濡れで戻った僕らは出迎えたのは、怖い顔の知華さんだった。

「人が必死で打ち合わせしている時に、ずいぶんお楽しみだったみたいね」

　悪さをして飼い主に怒られている犬の気分。

　仕方がない……気分転換という目的は果たせたんだろうけど状況は最悪。

　知華さんは口には出していないけど『気分転換してこいとは言ったけど、ずぶ濡れになったら撮影どうすんのよ（怒）』という具体的な言葉が僕の頭の中にこだまする。

　どうしようこれ……なんて困っていると。

「まぁいいわ……撮影は中止だから」

「「え？」」

　まさかの言葉を口にした。

「撮影チームと話をして、これ以上続けてもダメだろうって結論になったの。私からお願いをして明日は休みを貰もらって、明後日の最終日にまとめて撮影してもらうことにしたわ」

「明日は休みって……どうするんですか？」

「明日中に沙織がまともに撮影に臨めるように対策をする」

「対策？」

「撮影のいろはを教えてくれる特別講師を用意したわ。今日の夜に来てくれるから、その人とマンツーマンで明日は一日練習して、最終日に全すべてを賭かける……」

　知華さんは鬼気きき迫った様子でそう口にする。

　こうして急遽きゅうきょ、写真撮影は中止となったのだった。

　重ね重ね撮影チームの皆さん、ごめんなさい。
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　そんなわけで、僕らは早々にコテージに帰ってきた。

　知華さん曰いわく、教えてくれる特別講師は夜に来てくれるらしい。

　いったい誰だれが来るんだろう？

　有名なモデルさんか、それともグラビアアイドルか？

　はたまた女優さんで写真集を出した経験のある人だったりして。

　何度知華さんに聞いても『そのうち来るわ』と言うだけで教えてくれない。

　それどころか、なぜか知華さんに夕食の支度したくを早めにしておけと言われた。

　これから講師の方が来るならご飯の前に練習じゃないの？

　知華さんは今日撮影した写真を見ながら溜め息を吐き、僕は夕食の支度を進め、お姉さんは知華さんに見張られながら笑顔の練習をしている時だった。

　なにやら外で車の音がした後、すぐにインターホンが鳴り響く。

「来たわね」

　知華さんがドアを開けようと立ち上がった瞬間だった。

　ドアノブに手を添えるより早く、ドカンと蹴けり開けられる。

「瑛太君は無事ですか──!?」

　慌てた様子で入ってきたのは見慣れた顔──。

「え……？　朱音あかねさん？」

　そう。現れたのは朱音さんだった。

　ただその恰好かっこうは、まさにコスプレの最中とでも言わんばかり。

　僕はアニメとかあまり詳しくないからよくわからないけど、なにかの人気キャラクターだろうか？　お腹なか周りが大きく開いたファンタジーに出てくるような衣装だった。

　どうしよう……目のやり場に困るけれど、おへそが素敵すぎて目を逸そらせない。

「どうして朱音さんがここに？」

「瑛太君の一大事だと聞いて、急いで駆け付け──え？」

　朱音さんは僕と目が合うと、頭にクエスチョンマークを浮かべて首を傾かしげる。

　いやいや、首を傾げたいのは僕の方です。

「やっと来たわね。待ってたわよ」

　待ちわびたと言わんばかりに、知華さんは朱音さんに歩み寄る。

「どういうことですか!?　あなたが瑛太君の一大事だって言うから、イベントが終わってから大急ぎで駆け付けたのに、特になんともないじゃないですか！」

「一大事なのは本当よ。ある意味、危機的状況なのは噓じゃないわ」

　知華さんは朱音さんの隣に立つと、肩にポンと手を置いて。

「そんなわけで、彼女が特別講師よ」

「はい!?」

　状況が飲み込めなさすぎて変な声が出てしまう。

「朱音さんが特別講師って……どういうことでしょう？」

　困惑する僕とお姉さんに、知華さんはドヤ顔で説明を始める。

「彼女が名の知れたコスプレイヤーなのは二人も知っての通り。コスプレイヤーは写真に撮られるという点において最も長けていると言ってもいい。純粋になりきることを楽しむだけじゃなく、撮られることを前提とした楽しみなんだもの、それもそうでしょう」

　まぁ……それは理解できる。

「そこらのグラビアアイドルなんかより、彼女の方がはるかに撮られ慣れているわ。撮られ方を教えてもらうなら、彼女以上に適任がいるとは思えない。そういうことよ」

「……なるほど」

　朱音さんが突然現れた時は驚いたけど、そういうことか。

　説明を受けてみれば、確かに朱音さんはこの上ない適任者だと思う。

　実は朱音さんがコスプレイヤーだと知ってから、朱音さんには申し訳ないと思いつつもネット上にアップされている写真は一通りチェックさせてもらっていた。

　そりゃもう他のコスプレイヤーと比べ、圧倒的露出度で胸がドキドキ──じゃなくて、写真の撮られ方というか、自分の見せ方というか、その全てが会心の一枚ばかり。

　普通たくさん撮られれば数枚はいまいちな写真もあるだろう。

　でも僕が目にした限りでは、そんな写真は一枚たりとも存在しなかった。

　僕としては知華さんの判断に異論はない。

　ただ一つ、致命的な問題があるとすれば。

「……なんでコスプレ警察官なのよ」

　まるで苦虫でも嚙かみ潰つぶしたような顔をするお姉さん。

　そう……この二人の相性あいしょうが最悪だということ。

「えっと……すみません。状況が全く見えません」

　朱音さんは困ったように呟く。

「結論から言うと、あなたに沙織の指導をして欲しいのよ」

「指導といいますと？」

　それから知華さんは、困惑する朱音さんに事情を説明した。

　お姉さんが写真集を出すことになり軽井沢かるいざわへやってきたこと。

　演技以外はからきしで写真撮影が難航していること。撮影期日が短く悠長なことは言ってられないこと。そのため講師として、お姉さんに撮られるいろはを教えて欲しいこと。

　朱音さんは説明を聞くと、安堵あんどした様子で息を漏らす。

「とりあえず、瑛太君に何事もなくてよかったです」

「すみません……勘違いさせるようなことになってしまって」

「いえ。瑛太君が無事ならいいですし、事情もわかりました。でも──」

　朱音さんは知華さんをじっと見据える。

「こんなところまで呼び出すならせめて、きちんと説明をして欲しかったです」

「それについては謝るわ。でも、あなたも瑛太君が一大事って伝えたら、詳しい話も聞かずに場所だけ聞いて電話を切ったじゃない？　説明しようにもできなかったわよ」

「ま、まぁ……そうなんですけど」

　確かに朱音さんは、スイッチが入ると詳しい話を聞かないところがある。

　前にお姉さんの部屋で知華さんに初めて会った時、電話で朱音さんに『玄関の鍵かぎが開いている』と話しただけで泥棒かもしれないと、詳しい話も聞かずに駆け付けてくれた。

　察しのいい朱音さんだけど、今回ばかりは裏目に出た感じ。

　朱音さんには申し訳ないと思いつつ、僕もお願いしたいのが正直なところ。

　現状では他にいい方法がないし、明後日までにできることなんて限られすぎている。

「朱音さん、お願いできませんか？」

「瑛太君……」

「僕も知華さんと同じ考えです。イベントの日にこんな遠くまで来てもらったのは、本当に申し訳ないんですけど……もし迷惑じゃなければ、お姉さんに教えてあげて欲しいです」

　朱音さんは少し迷うような素振りを見せる。

「もちろんただでとは言わないわ」

「ただじゃないと言いますと？」

「お礼に今日、瑛太君の作ったご飯をご馳走するわ」

「瑛太君の作ったご飯!?」

　険しい表情をしていた朱音さんが目を輝かせる。

「そのつもりで支度も済んでるわ。あなた次第ですぐにでも用意してもらうけど。ちなみに私はこの二日間食べさせてもらったけど、その辺のお店よりよっぽど美味しかったわ」

　なるほど……だから夕食の支度を早くしておけと言ったのか。

「もちろん無理にとは言わない。このお願いを受けるか受けないかはあなたの自由だし、仮に受けてもらえなかったとしても、ここまで来てもらったんだから謝礼くらい出すわ」

　朱音さんはしばらく迷うような様子を見せる。

「それだけ悩むってことはノーってことね。残念だけど、瑛太君の作った料理は──」

「わかりました！」

　知華さんの言葉を遮さえぎるように朱音さんが叫ぶ。

「……わかりました。協力します」

　食欲に負けたのか、複雑そうな表情を浮かべながら了承してくれた。

　僕の作った料理を食べたいと思ってくれるのは嬉しいけど、なんだかダシに使われたようで複雑な気分。餌えさで釣ったみたいで申し訳ないけど、そうも言っていられないか。

　僕の料理なんかで朱音さんが協力してくれるなら安いもの。

　それくらい今の状況は切迫しているんだから。

「急に呼び出されたのも、それが四条しじょうさんへの協力というのも納得しかねますが……瑛太君の頼みとあれば些細ささいな事です。私が瑛太君のお願いを断ることなんてありません」

「朱音さん、ありがとうございます」

　心の底から感謝しかない。

　話がまとまってよかったと安堵した直後だった。

「納得しかねるなら帰ればいいでしょう？」

　お姉さんが眉間みけんにしわを寄せながら朱音さんに詰め寄る。

「どうせ瑛太君の作ったご飯を食べたいだけでしょう？　もしくは瑛太くんにいいところを見せようとしてるか、これを理由になにかお願いをしようとか思ってるんじゃない？」

「全部大正解です──ってなにを言わせるんですか！」

　全部正解なんだ……。

　いや別に、いつでもご飯は作るしお願いの一つや二つは聞くけどさ。

「あなたの協力なんて必要ないわ。あなたに教えを乞こうくらいなら、写真撮影なんてボイコットしてやる！　私のやる気のなさを甘く見ないことね──痛い！」

　強気に弱気なことを口にした時だった。

　知華さんが履はいていたスリッパを手にしてお姉さんの頭をしばく。

「酷い知華ちゃん！　なにするの！」

「あんたねぇ……いい加減にしなさいよ」

「ひいっ！」

　鬼の形相を浮かべ、静かに怒りを露あらわにする知華さん。

　その背中には久しぶりに百鬼夜行ひゃっきやこうの幻視が浮かぶ。

　お姉さんが知華さんに怒られるの、軽井沢に来て何度目だろう……。

「そもそも、あんたがちゃんと撮られることができないからでしょう？」

「うっ……」

「今まで散々ドラマ以外の仕事は嫌だって我儘わがままを言って……私がどんな思いで他の仕事を断ってきたかわかる？　少しは断る私の身にもなりなさいよ！」

「ううっ……」

　知華さんの怒りの圧力に押し負けて後ずさるお姉さん。

　だけど逃げたぶんだけ知華さんが距離を詰める。

「あんたの将来を心配して仕事を取ってきてあげてるのに、嫌だとか苦手だとか。仮にもプロの女優でしょう？　仕事の選えり好みなんて一人で部屋を片付けてから言いなさい！」

　いつもは冷静な知華さんの言葉が感情的になっているあたり、相当不満が溜まっていたんだろう。しまいには仕事の話だけじゃなくてプライベートな不満まで言い続ける。

　寝坊が多いとかしょっちゅう迷子になるとか、部屋が汚いとか買い物に計画性がなくてお金を使いすぎだとか、なんだか聞いているこっちの方が心が痛い。

　そんな感じで、知華さんの説教は三十分ほど続いた。

　終わった頃には真っ白になって口から魂が抜けかかっているお姉さん。

　さすがに可愛かわいそうだったから、知華さんに内緒で慰めておいた。
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　その後、僕らは朱音さんを含めみんなで晩ご飯を食べた。

　最初はお通夜みたいな空気だったけど、ご飯を食べると元気を取り戻したお姉さん。知華さんも怒りを引きずることなく、お姉さんに普通に接していたのを見て安心した。

　知華さん曰く、いつものことで月に一回はあんな感じの喧嘩けんかをしてるらしい。

　それでも二人でやってこられたのは、なんだかんだ仲が良い証拠なんだろう。

　一人っ子の僕にはわからないけど、たぶん姉妹しまい喧嘩みたいなものだと思う。

　あと腐れを残さないのが本来の仲の良さを物語っている。

「でも正直、上手くいくかなぁ……」

　食後の洗い物をしながらふと思ってしまう。

　本音を言うと、朱音さんが来てくれたといっても心配は尽きない。

　朱音さんの指導力を心配しているのではなく、むしろそこは頼もしいと思っている。

　問題はお姉さんと朱音さんの相性と、それ以上にお姉さんのやる気が重要だからだ。

　きっと朱音さんはお姉さんにいろいろなことを教えてくれるだろう。

　でも一番重要なのは、お姉さんが撮影を心から楽しいと思えるかどうかだと思う。小手先のテクニックを身に付けたところで、お姉さんの心境までは変えられない。

　たぶん知華さんも、その辺はわかってると思うんだけど……。

　いや、心配していても始まらない。

　今はやれることをやるしかないだろう。

　そんなことを考えながら洗い物が終わった頃。

「お風呂ふろありがとうございました」

　温泉から上がった朱音さんがリビングへやってきた。

　お風呂上がりのせいか、ほんのり頰ほおが染まっていて色っぽい。

「おかえりなさい。お姉さんたちは？」

「私が出る少し前に入ってきました。私は先に上がったんです」

　大人の女性が三人で温泉……なんだその桃源郷とうげんきょうは。

　つい妄想してしまうのは健全な男子高校生なら当然のことなので許して欲しい。

「あ、あんまり見ないでください……お化粧落としちゃってるので」

「す、すみません」

　顔を見ていたんじゃなくて妄想していたなんて口が裂けても言えない。

「でもお化粧落としてもあんまり変わらないですよ」

「え……それって私、お化粧する意味がないってことですか？」

「あ、いや！　そうじゃなくて……元がきれいって意味です」

　誤解をさせてしまったらしく慌てて訂正する。

「元がきれい……あ、ありがとうございます」

　焦あせった……知華さんにも怒られたけど、女性を褒めるって難しい。

「なにか冷たいものでも飲みますか？」

「はい。ありがとうございます」

　僕は二人分の紅茶をグラスに注そそいでリビングへ向かう。

　ソファーでくつろぐ朱音さんに手渡し、僕も向かいの席に腰を掛けた。

「改めて、こんなところまで来てもらってありがとうございます」

「いえ。いろいろ驚きましたけど、気にしないでください」

「気にしますよ。イベント、楽しみにしてたんじゃないですか？」

「はい。でも最後まで参加できましたし、また次がありますから」

　笑顔でそう言ってくれるんだけど、やっぱり申し訳ない。

「帰ったらお礼をしたいので、なにか考えておいてください」

「気持ちだけで充分です」

「そういうわけにもいきません。お礼はきっちりさせてもらいます」

「でしたら、前みたいにデート──じゃなくて、お食事にでも行きませんか？　この前いいお店を見つけたんです。きっと瑛太君にも気に入ってもらえると思います」

「そんなことでいいなら喜んで」

「あ、ありがとうございます！」

　こんなに喜んでくれるなんて、やっぱり朱音さんは優しいな。

　優しいだけじゃなくて、正義感が強くて頼りになる。僕はこの一年ちょっとの間、何度も朱音さんに助けられてきた。救われてきたと言っても過言じゃない。

　一人でいた僕を唯一気に掛けてくれた人──最も身近にいてくれた女性。

　僕に兄妹きょうだいはいないけれど、もし姉がいたとしたらこんな感じなのかと思う。

「それにしても驚きました」

「なにをですか？」

「朱音さん、本当にコスプレイヤーだったんですね」

　わかってはいたけど、目の前でコスプレ姿を見せられると実感する。

「す、すみません……あんなはしたない恰好かっこうで来てしまって。恥ずかしいです」

「はしたないなんてことはないですよ。よく似合ってたと思います」

　主に露出度の高さ的に。

「本当ですか？」

「はい。打ち込めるほど好きなことがあるのって素敵なことだと思います」

「ありがとうございます……」

　朱音さんはもじもじした様子で顔を逸らす。

「でも私の方こそ驚きました……瑛太君が四条さんのマネージャーをしていたなんて」

「隠すつもりはなかったんですが、言いそびれてしまって」

　それでも朱音さんは気を悪くせずに聞いてくれる。

「僕も最初は自分に務まるか心配でした。でも、そうすることで少しでもお世話になっているお姉さんの力になれるなら、やってみようと思ったんです。それと、もし僕らの関係が世間にばれた時、多少でも対策として効果があるかなって」

「対策？」

　一瞬悩んだけど、朱音さんには全てを話そうと思った。

「前に朱音さんに話した通り、お姉さんは子役の頃にお母さんと共演していました。でも僕らの関係は、それだけじゃなかったんです。僕も本当に驚いたんですけど……」

「どういうことですか？」

　不思議そうに疑問符を浮かべる朱音さんに、僕はこれまでの経緯を説明した。

　お姉さんは小さい頃に両親を亡くし、その後、僕のお母さんがお姉さんを引き取って事務所を設立したこと。お姉さんと知華さんにとって、お母さんは母親のような存在であったこと。

　そんな二人に僕が仕事面でもお世話になることで、もしマスコミにばれた時に無関係ではないと証明する一つの材料として使えるのではないかということ。

　一通り説明すると、朱音さんは信じられないというような表情をしていた。

　それも仕方がないと思う。

　僕だって最初に聞いた時は耳を疑った。

「なんて言うか……そんなことってあるんですね」

「父さんはお姉さんが吉岡よしおか里美さとみだとはすぐに気付いていたみたいです。だから父さんは全部わかった上で、お姉さんに僕を託したのかもしれません。でも、僕がお姉さんを助けたことは偶然ですから、こんなふうに縁が繫つながるなんて思いもしませんでした」

　こうして僕は、朱音さんにこれまでにわかったことを説明した。

　僕らの事情を知っている朱音さんには、全てを知っておいてもらった方がいい。

「まぁそういうわけだから、あなたも口外しないようにお願いね」

　不意に声がして振り返ると、温泉上がりの知華さんとお姉さんの姿があった。

「わかりました。誰にも話さないとお約束します」

「ありがとう。そうしてくれると助かるわ」

　知華さんはそう言いながらキッチンに向かいビールを口にする。

「あ、そうだ」

　ふと思い出す。

「今日、朱音さんにはどこで寝てもらうんですか？」

「あー……そういえばそうね。すっかり忘れてたわ」

　このコテージには寝室が三つしかない。

「なんなら僕がソファーで寝るので、朱音さんには僕の部屋を使ってもらおうかなと」

「それならお姉さんに考えがあるわ！」

　お姉さんが名案だと言わんばかりに声を上げる。

「お姉さんが瑛太くんと一緒に寝るから、コスプレ警察官には私の部屋で──」

「──却下」

　煩悩にまみれた表情で提案する案を、知華さんが被かぶせ気味に一蹴する。

　愕然がくぜんとした表情を浮かべてショックを受けるお姉さん。

「私と沙織が一緒の部屋で寝るから、朱音さんは沙織の部屋を使ってちょうだい」

「嫌！　私は瑛太くんと一緒に寝る！　知華ちゃんと一緒に寝たりなんかしたら、朝までに何度ベッドから蹴落とされるかわからない──ぐえ！」

　知華さんはお姉さんの首根っこを捕まえる。

「私たちはもう寝るから、二人も早く寝るのよ。明日は朝から特訓するんだから」

「「……はい」」

　嫌だ嫌だとじたばた暴あばれるお姉さん。

　そんな抵抗も空むなしく、お姉さんは知華さんに連行されていったのだった。

　今日は一日知華さんに怒られてばかりで可哀想かわいそうだけど、さすがに我慢してくださいね。

　心の中でそんなことを呟きながら、お姉さんを見送ったのだった。










　☆お姉さんの日記☆




　あああああ──もう！

　なんでコスプレ警察官が軽井沢まで来るのよ！

　知華ちゃんはともかく、せっかく瑛太くんと楽しく過ごしてるところだったのに！

　まぁ全部、私がちゃんと仕事できないのが原因だけど……。

　それは反省してるけど、よりによってあのコスプレ警察官に教わることになるなんて。

　どうせ瑛太くんにいいとこ見せようとか、私に教える代わりになにかよからぬことを考えてるんだ……全部正解って言ってたし。

　コスプレ衣装で来たのも実は瑛太くんに見せるためだったんじゃない？

　こうなったら一分一秒でも早くちゃんとできるようになって追い返すしかない。

　それに……このままだと瑛太くんにも迷惑かけちゃうよね。

　これ以上だらしないところをみせたら、瑛太くんもきっと幻滅しちゃう。それだけはなんとしても避けなくちゃ……カッコイイお姉さんの姿を目に焼き付けてもらうんだから。

　よし……明日は頑張るぞ！
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　四日目の朝──。

　僕らは撮影機材を手にコテージの近くにある公園に足を運んでいた。

　観光地から少し離れているため人は少なく、コテージの周りみたいに杉林の中じゃないから日差ひざしもあって、撮影練習にはもってこいの場所だろう。

「じゃあ準備しますね」

「そうね。お願い」

　僕はバッグからカメラやレフ板を取り出して準備を進める。

　ちなみにこれ、知華ちかさんがスタッフからワンセット借りたらしい。

「準備できました」

「じゃあ始めましょう」

　知華さんにカメラを渡すと、さっそく朱音あかねさんによる撮影指導が始まる。

　お姉さんはベンチに座り、僕はレフ板を掲げ、知華さんがカメラを構える。

　その傍かたわらで朱音さんは真剣な表情でお姉さんを見つめていた。

「とりあえず状況を確認したいので、私がいいって言うまで撮影をしてみてください」

「わかったわ」

　知華さんはお姉さんにポーズの指示をしながら撮影を進める。

　だけど、その姿は昨日と全く変化がない。

　一生懸命に笑顔を作ってみせるんだけど、その笑顔には気持ちがのっていない。笑顔を維持するのが疲れるのか、徐々につまらなそうというか素の顔に戻っていく。

　十分ほどすると、すでに生気の抜けた顔をしていた。

「とめてください」

　不意に朱音さんが撮影をとめる。

　するとつかつかとお姉さんに近づき。

「四条しじょうさん、あなたやる気ないですよね？」

　あきれ顔を浮かべながら直球を投げつける。

「なによいきなり」

「あるかないか聞いているんです」

「……なくはないけど、写真撮影は苦手なのよ」

　昨日、知華さんにしこたま怒られたからか、お姉さんは大人しく答える。

「正直ここまで酷ひどいとは思いませんでしたが……わかりました」

　朱音さんは小さくため息を吐いて頭を抱える。

「誰だれしも苦手なことはありますから、気分がのらないのは仕方ありません。お手伝いを引き受けておいて申し訳ないですけど、私には四条さんにやる気を出させることはできません」

　気にしないでください。

　たぶんそれは誰にもできません。

「でも、やる気がなくても写真にきれいな姿を収めることはできます」

「本当ですか？」

　朱音さんは力強く頷うなずく。

「最初に行っておくと、四条さんに足りないものは──魅みせる意識です」

「「魅せる意識？」」

　思わず僕と知華さんの声が重なる。

「何事もそうですが、誰しもやる気が起きない時はあると思います。それでも安定したパフォーマンスを発揮するために、人はいろいろな方法をとるわけですが……被写体として大切なのは魅せる意識。わかりやすく言い換えると、自分をきれいに魅せる方法です」

　自分をきれいに魅せる方法……。

「これは私の持論ですが……被写体である私たちは、自分の一番きれいな姿を知らなくてはいけません。どんなポーズが自分の身体のラインを美しく見せられるか？　どんな表情が自分には似合い、どの角度が一番可愛かわいいかなど、突き詰めて研究する必要があります。細かいことを言えば、同じ笑顔でも口角の角度や、目じりを下げる位置をミリ単位まで研究します」

　僕たちは黙ってその言葉に耳を傾かたむける。

「なぜそこまでするかと言えば、自分は自分が思う以上にブサイクだからです」

　ちょっと待って。

　黙って聞いていたら衝撃的な言葉が飛び出したぞ。

「四条さんはきれいですし、それは誰もが認めるでしょう。でも、一瞬を切り取る写真においては、どんな美人でも油断するとブサイクなんです。みなさんも経験がありませんか？　写真を撮ってみたら自分が思っている以上にブサイクで驚愕きょうがくしたこと」

　どんな美人でも油断するとブサイク……すごいパワーワードだ。

　でも、確かにそんな経験はある。

　学校の集合写真とか卒業アルバムで知らぬ間に撮られていた写真とかは特にひどい。

　自分はもちろん、学校一の美少女と言われていた女の子でさえも、写真で見ると実物の方が可愛かったりする。まさに「私写真写りがよくないんだよね～」っていうアレ。

　中学の頃、輝翔きしょうが好きな先生を隠し撮りしたら写りがイマイチだと落ち込んでいたっけ。

「私はこの現象を『油断した美人はブサイクの法則』と呼んでいます」

　朱音さんはまたまたすごい単語をぶっこんでくる。

　なんて身もふたもない法則だろうと思いつつ、でも理解できてしまうからなお酷い。

「この現象は、いつの時代も可愛く撮られたい女性たちに現実を突きつけてきました。そんな願いの末に作られたのが、写真加工アプリの数々です。あれはすごいです……美白モードだけならまだしも顔の骨格が変わるほどの加工なんて、もはや本人とは言い難がたいと思います。いつの時代もそう──美しくありたい女性の願望は業ごうが深いと思いませんか？」

　同意を求められても困りまくる。

　なんだか朱音さんの説明にも力が入っているし。

「ちょっと話は逸それましたが、四条さんに足りないのはそんな意識です」

　確かに朱音さんの話はその通りなんだろう。

　例えはともかく、すごく納得してしまった。

「四条さんにやる気がないのは火を見るよりも明らかです。ですが自分を美しく魅せるテクニックを身に付ければ、写真写りは劇的に変わってくるでしょう。それこそ気分がのらなくても体調が悪くても、一定のパフォーマンスを発揮することは可能です。一日でどこまでできるかわかりませんが……引き受けたからには最善を尽くします」

　朱音さんはそう口にすると、お姉さんの座っていたベンチに腰を掛ける。

「まずは私が手本を見せます。知華さん、適当に何枚か撮影してください」

「わかったわ」

「四条さん、よく見ていてくださいね」

　知華さんがカメラを構えた瞬間だった。

　スイッチが入ったように朱音さんの表情が変わる。

　それまでの真剣な表情が噓うそのように満面の笑みを浮かべた。

　自らカメラに向かい角度を気にしてポーズを決める様は、さすがは普段から撮影慣れしているだけはある。その姿は僕がネットで見た朱音さんの素敵な笑顔そのもの。

　写真を見る前から、これなら素晴らしい一枚が撮られているとイメージできる。

　撮影は十分ほど続き──。

「こんなものですかね」

　知華さんは撮影をとめ、みんなで写真をチェックして驚いた。

　切り取られた一枚一枚が、この目で見ていた姿よりも美しい。

　こんな言い方は失礼かもしれないけれど、写真の方がきれいだなんて驚きだ。

「すごいですね……」

「確かに……ちょっと驚きね」

　僕と知華さんは思わず感嘆の声を漏もらす。

「そ、そんなことないですよ！」

「ありますよ。さすが一流のコスプレイヤーですね」

「そ、そうですか？　ありがとうございます……」

「ぐぬぬぬ……」

　謙遜けんそんする朱音さんを、悔しそうな表情で見据えるお姉さん。

　朱音さんが褒められているのが気に入らないんだろうけど、お姉さんも朱音さんの写真の美しさは理解しているんだろう。

　なにも言えないという感じで唸うなっている。

「お、お姉さんだって練習すれば、このくらいできるもん！」

　お姉さんは対抗心を露あらわにする。

「そうですか。では、ぜひやってみせてください」

「ええ、もちろんよ！」

　こうして、朱音さんによる個人レッスンが始まった。

　朱音さんはお姉さんに鏡を持たせ、笑顔の作り方や口角の上げ方を細かく指摘していく。併せて最も美しく見える角度の作り方や、ポーズを取る際の身体の魅せ方なども。

　ああでもないこうでもないと、指導をしてくれる朱音さん。

　お姉さんは渋い顔をしていたけれど、意外と素直に指導を受ける。

　知華さんが近くで見張っているから手を抜けないのもあるんだろうけど、大半は朱音さんに負けたくないという対抗心からだろう。

　朱音さんもお姉さんの性格を理解してか、ときどき挑発するように声を掛ける。

　どんな形であれ、お姉さんがやる気を出してくれるならそれでいい。

　それから一時間ちょっとした頃──。

「まぁ……まずまずといったところですね」

　朱音さんが僕らに合図を送ってくる。

「撮影を再開しましょう。あとは撮りながら都度チェックしていきます」

　こうして撮影練習を再開──。

　数十枚撮ってはみんなで確認し、朱音さんの細かなチェックが入る。

　それを繰り返していくうちに、相変わらずお姉さんは対抗心以外のスイッチは入らないものの、それなりにいい写真が撮れるようになってきた。

　誰が見ても昨日とは違いがあるのは明白だ。

　それでも、やっぱり……。

「知華さん、どう思いますか？」

「だいぶマシにはなってきたわね」

「僕もそう思います。でも……」

「でも？」

「いえ……素人しろうとの僕が口を出しても仕方ないです」

「気にしなくていいから言いなさい」

「……やっぱり、心からの笑顔とは言い難いのがもったいないです」

「そうね……」

　朱音さんのおかげで笑顔が様になってきたからこそ思う。

　普段のお姉さんは本当にきれいで、僕はそんな笑顔に何度も救われてきた。

　この数か月間、お姉さんの一番近くでその笑顔を見てきた僕にとって、やっぱり今の笑顔は物足りない。お姉さんの心からの笑顔はこんなものじゃないと思ってしまう。

「誰より沙織さおりの傍そばにいるあなたがそう感じるなら、そうなんでしょうね」

「明日からの撮影……上手うまくいきますかね？」

「大丈夫──とは断言できないけれど、一応もう一つ対策は考えてあるわ」

「もう一つ？　本当ですか？」

　すると知華さんは僕にカメラを差し出す。

「え……？　まさか僕に撮れと？」

「私はお昼でも買ってくるわ。それまで代わりにお願いね」

「わ、わかりました」

　知華さんはそう告げると、一人で公園を後にした。

「瑛太えいたくん。知華ちゃんはどこに行ったの？」

「みんなのお昼を買いに行ってくれるそうです。それまで僕が代わりに撮ります」

「瑛太くんが撮ってくれるの!?」

　死んだ魚のような目をしていたお姉さんの瞳ひとみに生気が戻る。

　お姉さんは手をぱたぱたさせながら髪や服をきれいに整えた。

「じゃあ撮りますよ」

「うん！　きれいに撮ってね瑛太くん！」

　お姉さんは一転、俄然がぜんやる気を出しまくる。

　カメラを構え、ファインダーを覗のぞいた時だった。

「ん──？」

　思わずカメラを離してお姉さんに目を向ける。

　気のせいだろうか、お姉さんの表情がさっきまでと別人に見える。

　そんな瞬間的にお姉さんが上手にできるとは思えない。

「瑛太くん、どうかした？」

「いえ、なんでもないです。撮りますよ」

　お姉さんは早く撮ってと言わんばかりにそわそわして僕を急せかす。

　ファインダー越しだからそう見えるだけだろうと思いつつ、僕はカメラを構え直してシャッターを切り続ける。

　……うん。実際に撮った写真を見てみないとわからないけど、やっぱりいいと思う。

　気になって朱音さんに視線を向けると、朱音さんも驚いた表情をしていた。

　やっぱり僕の気のせいじゃないらしい。

　それから三十分ほどお姉さんを撮り続けていると、知華さんがお弁当を両手に戻ってきた。

「少し休憩しましょう」

　僕らはそれぞれ好きなお弁当を手にしてベンチに並んで腰を掛ける。

　美味おいしそうにもりもり食べるお姉さんの横で、知華さんは僕が撮った写真を眺めていた。

「やっぱり……」

　知華さんは納得した様子で声を漏らす。

　気になってカメラを覗いてみると、そこには僕が思った通りのお姉さんの姿があった。

「やっぱり違いますよね。なんでかはわかりませんが、急によくなって……」

「まぁそういうことよね」

「そういうことでしょうね」

　知華さんと朱音さんは納得したように口を合わせる。

　え？　二人はなんでかわかってるの？

「どういうことですか？」

「なんだか一生懸命教えていたのがばからしくなりました」

　朱音さんはため息交じりにお弁当を口に運ぶ。

「最悪、なんとかなりそうだわ」

　二人は納得した様子なんだけど、僕にはさっぱりわからない。

「まぁ沙織らしいと言えばらしいけど」

　こうして僕らは、日が傾く頃まで練習を続ける。

　結局、知華さんの言葉の意味はわからないままだった。










　☆お姉さんの日記☆




　ぐぬぬ……コスプレ警察官の手ほどきを受けるなんて、屈辱的な一日だったな。

　でも、認めなくちゃだめだよね。

　さすが普段から際きわどい恰好を晒さらしてるだけあって写真写りはよかったと思う。

　でもお姉さんだってあのくらいできるもん！　教えてもらったことはできるようになったし瑛太くんも知華ちゃんもよくなったって褒めてくれたもん！

　明日を乗り切れば写真集撮影も終わりだから頑張らないと。

　でも撮影が終わるってことは、この軽井沢旅行もあと三日。

　最終日は帰るだけだから、実質的にはあと二日か……あっという間だったぁ。

　最終日は特に予定は決まってないけど、瑛太くんとお出かけしたいな。

　できれば軽井沢にいるうちに、瑛太くんともっと距離を縮められるといいんだけど……そうすれば、ずっと付きまとってるこの不安も少しは晴れたりするのかな。

　わからないけど……後悔のない夏休みにできるといいな。
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　五日目の朝早く──。

　僕らは撮影場所のリゾート地に集まっていた。

　泣いても笑っても、今日が撮影最終日。

　しかも当初二日で想定していた撮影スケジュールを一日で終わらせなければならない。言うまでもなく失敗は許されない上に、撮影のスピードも気にしなければいけない。

　撮影スタッフさんたちの間にも、初日以上の緊張が走っていた。

　ちなみに朱音あかねさんは昨晩、一緒に食事をした後に地元へ帰っていった。

　今日から仕事があるらしく、僕らの撮影に付き合う時間はないとのこと。そんなスケジュールなのに、お姉さんに教えるためだけに軽井沢まで呼んでしまったのが申し訳ない。

　この旅行が終わったら、約束通りお礼の一つもしないとな。

　本当、朱音さんにはお世話になりっぱなしだ。

「撮影を始めましょう」

　準備が完了するのを確認して、知華ちかさんはそう口にする。

　するとお姉さんに歩み寄り、確認するように声を掛けた。

「沙織さおり、準備はいい？」

「うん。たぶん大丈夫」

　お姉さんは初日よりはやる気になっているように見える。

　昨日の練習で少しは自信が付いたんだろうか。

「撮影が上手うまくいったら、ご褒美を用意してるの」

「ご褒美？」

　知華さんはそっとお姉さんに耳打ちをする。

「ほ、本当──!?」

　その瞬間、きらきらと瞳ひとみを輝かせるお姉さん。

　完全にスイッチが入ったらしく、お姉さんのテンションが急騰する。

「ありがとう知華ちゃん！」

「お礼を言うのはまだ早いでしょ。頑張るのよ」

「うん！　頑張る！」

　戻ってきた知華さんに尋ねてみる。

「お姉さんになにを言ったんですか？」

「ちょっとした飴あめをあげると言っただけよ」

「飴……？」

　なんだかよくわからないけど、こうして撮影はスタート。

　僕と知華さんは祈るようにお姉さんを見守った。







　だけど──結論から言うと撮影は上手くいかなかった。

　やる気は一昨日よりあるし、昨日の練習の効果もある。

　その辺は驚いている撮影スタッフたちのリアクションからも明らか。

　例えが悪くて申し訳ないけど、一昨日は気分がのらずに死んだ魚のような目でつまらなそうにしていたお姉さんが、今日は明らかに笑顔を浮かべている。

　朱音さんに教えてもらったテクニックのおかげでポーズだって様になっている。

　それでも僕と知華さんの懸念けねんは大的中。

　笑顔の奥に気持ちがのりきっていないのがわかってしまう。

　よくなったからこそ見えてしまう粗というか、物足りなさというか……お姉さんの魅力の全すべてを写真集として残すには、なにかが足りないような気がしてならない。

　僕のような素人しろうとにもわかるんだから、撮影スタッフたちならなおさら。

「どう？」

　知華さんの問いに対し、カメラマンは困った様子を浮かべた。

「一昨日に比べればすごくいいと思います」

「でも写真としてはダメってことね」

　カメラマンは黙って頷うなずく。

「少し休憩にしましょう」

　すると知華さんはカメラマンとその場を離れ、二人きりで打ち合わせを始めた。

　遠くてなにを話しているのかわからないけれど、なにやら真剣な面持おももちの両者。

　時折カメラマンが驚くような声を上げ、揉もめるようなやり取りを見せるんだけど……なにか問題でもあったんだろうか？　まぁ問題しかないんだけどさ。

「瑛太えいたくん、お姉さんどうだった？」

　振り返ると、窺うかがうような視線を向けてくるお姉さんの姿。

「すごくよくなってますよ」

「本当？」

「はい。お姉さんだって、一昨日より楽しいですよね？」

「うん。この前ほどはつまらなくないかな。知華ちゃんがご褒美も用意してくれてるし！」

　お姉さんは嬉うれしそうに、るんるんしながら瞳を輝かせる。

　本当……知華さんはなにを言ったんだろう。

　こういう時って大抵嫌な予感がするんだよね。

「待たせたわね」

　戻ってきた知華さんの傍かたわらには、なぜか肩を落とした様子のカメラマン。

　こんなに落ち込んでいるなんて、いったいどうしたんだろう？

　なんて心配していると、知華さんがまさかの言葉を口にする。

「急な話で申し訳ないけれど、カメラマンを変更するわ」

「変更──？」

　僕だけじゃなく撮影スタッフ全員が驚く。

　なるほど……そりゃカメラマンもショックを受けるよね。

　でもカメラマンを変更するといっても、他に撮影ができる人なんているんだろうか？

　人数は最小限だし、アシスタントの人たちにやってもらうのか？　どの程度の腕前なのかはわからないけれど、この人以上に上手く撮れる人がいるとは思えない。

「でもカメラマンの変更って、誰だれがやるんですか？」

「はい」

　僕がそう尋ねた直後だった。

　なぜか知華さんが僕にカメラを差し出してくる。

「……なんですかこれ？」

「あなたがカメラマンをするのよ」

「ぼ、僕がですか──!?」

　一ミリも想像してなかった展開に思わず後ずさる。

　そりゃカメラマンも代打が素人じゃ落ち込みもするよ。

「いやいや、なんで僕が？　無理ですよ！」

「無理でもなんでも、あなたがやるしかないのよ」

「ちょっと待ってください！」

「待てないわ。時間は嫌いやってくらい押してるの」

　押し切ってこようとする知華さんを制止する。

　ちょっとお互い、一度冷静になった方がいい。

「どうして僕がやるしかないのか、ちゃんと説明してください」

　知華さんは覚悟を決めたような瞳で僕を見つめた。

「沙織は練習の成果もあってよくなってる。用意したご褒美に釣られてやる気もあるわ。でもまだ足りないということは、この場にいる誰もが感じていることよ」

「それは僕も同意です」

「であれば、残された時間でその足りないものを埋めないといい写真は撮れない」

　その考えも異論はない。

「結論──その足りないものは、瑛太君がカメラマンをすることで埋められる。昨日撮影の練習をしている時に気が付いたの……沙織はあなたに撮られている時だけいい顔をするのよ」

　言われて思わずはっとする。

「……それは」

　なんとなく気付いてはいた。

　はたから見ていた時とファインダー越しに見るお姉さんの表情が違ったことに。

「これを見て」

　知華さんが差し出したタブレットには、昨日の練習で撮った写真が表示されていた。

「同じ構図だけど、一枚目が私の撮った写真で二枚目があなたの撮った写真よ」

　スライドして比較すると、その差は明らかだった。

　どちらも同じ笑顔を浮かべているけれど、伝わってくる雰囲気が違う。言葉では表現するのは難しいけれど、確かに僕の撮った写真の方が輝いて見える。

　やっぱり僕の勘違いじゃなかったらしい。

「沙織も無自覚なんでしょうけれど、あなたに写真を撮られるのが楽しいんでしょうね。だったらプロのカメラマンよりも、あなたが撮影する方がいい写真を撮れる可能性が高い」

「いやでも……僕が代わりでいいんですか？」

「カメラマンには了承をもらったわ」

「カメラの扱いなんて素人ですよ？」

「沙織にこれ以上注文を付けるよりも、あなたがカメラの扱いを覚える方が確実に早い。カメラマンさんにお願いして、今からあなたに使い方を指導してもらえるようお願いしたわ」

　……まじか。

　僕が悩んでいると、知華さんは僕の両肩をがしっと摑つかむ。

「お願い……今さらできませんでしたじゃ済まされないの」

　その表情は、必死というよりもすがるようにすら見えた。

「新規に受けた最初の仕事だから失敗できない。出足で躓つまずいたら、今後受ける新規の仕事にも影響が出る。業界なんて狭いものだから、あっという間に沙織が使えないって噂うわさが広がるわ」

　確かに……この写真撮影には大勢のスタッフが参加している。

　お姉さんの久しぶりの女優以外の仕事ということで、他に関かかわっている人も多くいるだろうし、期待も大きいんだろう。その人たちの期待を会社としても裏切ることはできない。

　知華さんの言う通りダメでしたで終わったら、会社としての損失もあるはずだ。

　きっとそれは金銭面的な問題だけではなく、セカンドハウスの信頼という意味でも。

　そしてそれは、今後の仕事へも影響していくはず。

「……わかりました」

　考えた末に、僕は腹を決めた。

　不安しかないし、どこまでできるかわからない。

　それでも、セカンドハウスの一員としてやれるだけやろう。

「助かるわ……」

　知華さんは安堵あんどした様子を浮かべる。

　次の瞬間、いつもの凛々りりしい表情に切り替わった。

「みんな、ちょっと集まって──」

　撮影スタッフ全員に事情を説明すると、カメラマンによる僕への指導が始まった。

　初めて本格的なカメラを扱う僕に、カメラマンは丁寧に教えてくれる。とはいえ時間がないから必要最低限で、細かな調整は都度カメラマンがしてくれることに。

　しばらくして一通りの操作を覚えると、いよいよ撮影が再開──。

「じゃあ、任せたわよ」

「……はい」

　そんなわけで急遽きゅうきょ、僕がカメラマンをすることになったんだけど。

「お姉さん。準備はいいですか？」

「ばっちりだよ！」

　さっきまでとお姉さんのノリが明らかに違う。

　まるで動物病院に連れていかれた犬が、この世の終わりのような顔をして絶望していたのに対し、家に帰るやいなや上機嫌で遊びに付き合えとアピールしているみたい。

　完全に仕事だということを忘れてプライベートモードのお姉さん。

「きれいに撮ってね瑛太くん！」

「頑張ります……撮りますよ」

　ファインダーを覗のぞくと、満面の笑みのお姉さんがこちらを見つめている。

　その後、お姉さんとちょっとした会話を楽しみながらシャッターを切っていく僕。

「瑛太くん！　昨日行った川辺でも撮って！」

「はい。行きましょうか」

　まるで別人のように劇的な変化を見せるお姉さんにスタッフたちが目を丸くする。

　その隣で自信を無くしたように落ち込んでいるカメラマンが不憫ふびんで仕方がなかったけど、たぶんこんな被写体はお姉さんだけだから気にしなくていいと思います。

　知華さんが『コンセプトが「大人の夏休み」から「恋人と避暑地で過ごす夏休み」に変わってしまったわね……』なんて言っていたけれど、結果オーライってことにしておこう。

　こうして僕らは無事、撮影を終えたのだった。
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　その夜、撮影を終えた僕らはスタッフさんたちとコテージに戻っていた。

　事情はともあれ無事に撮影を終えたということで、予定通り打ち上げをしようと知華さんがスタッフさんたちを招いた。

　幸い食材は爆買いしていたから余っているし、使い切るにはいい機会だと思う。

　初日のようにバーベキューの準備をして、お酒を振舞いながら打ち上げを楽しむ。

　知華さんとお姉さんはスタッフさんたちをもてなし、僕はひたすら料理を続け、そんな姿を女性スタッフの一人が思い出にと写真を撮っていた。

　三時間後──。

　楽しい打ち上げも、日をまたいだ頃にお開きとなった。

「打ち上げ楽しかったね！」

　三人で片付けをしていると、お姉さんが気分よく声を上げた。

「誰かさんのせいで一時はどうなるかと思ったけどねぇ」

「うぬぅ……」

「まぁまぁ、無事終わったんですから」

　お姉さんをからかう知華さんをたしなめる。

「まぁでも、沙織はよく頑張ってくれたわ」

「えへへ……久しぶりに知華ちゃんに褒められた気がするな」

「沙織だけじゃなくて瑛太君もよ。あなたがいなかったら、どうなっていたことか」

「そんな……僕はただ必死だっただけですよ」

「本当、二人のおかげ……一時は事務所を畳むことまで考えていたのが噓うそみたい。あなたたちが出会っていなければ、今頃いまごろとっくにセカンドハウスは終わっていて、こうして新しい仕事を受けることなんて絶対になかった。感謝してるのよ……諦あきらめないでよかった」

「知華ちゃん……」

　その姿は、いつも冷静な知華さんらしくない。

　どこか情緒的で、溢あふれる感情を抑えきれないように見える。

「少し……飲みすぎたかしらね」

　知華さんは大きく息を吐き、満足そうに笑みを浮かべた。

「あとは僕が片付けておきますから、お風呂ふろでも入って休んでください」

「そう？　今日撮った写真もチェックしたいから、そうさせてもらおうかしら」

　知華さんは手にしていた食器を僕に手渡してくる。

「はい。遠慮なく」

「私が手伝うから気にしないで」

「二人とも悪いわね。じゃあよろしく」

　コテージに戻っていく知華さんを見送り、僕とお姉さんは片付けを進める。

「なんだか知華ちゃん……すごく嬉しそうだったね」

「そうですね……あんな知華さん、初めて見ました」

「お姉さん、これからもっとお仕事頑張ろうと思う」

「はい。僕もサポートしますから、一緒に頑張りましょう」

　僕とお姉さんは、互いに満足そうな笑顔を向け合う。

　この仕事を通じて、また三人の気持ちが少し近づいた気がした。







　それから三十分後──。

　片付けが終わった頃、ふとお姉さんが口にした。

「ねぇ瑛太くん」

「なんですか？」

「お月さまもきれいだし、少しお散歩でもしない？」

　お姉さんは空を指さす。

　つられて見上げると、杉林の隙間すきまから半月が見えていた。

　バーベキューをしていた時はかまどの炎に目がいって気付かなかったけど、火を落として辺りが暗くなったせいか、その明るさと美しさに目を引かれる。

「いいですね。行きましょうか」

　僕らはコテージを後にして当てもなく歩き始める。

　しばらく歩いていると杉林を抜け、夜の世界が一変した。

　道沿いの茂みから虫の音が響き、近くを流れる小川からは水のせせらぎが聞こえてくる。

　見上げれば満点の星が広がっていて、高所で空気が澄んでいるからだろうか、手を伸ばせば今にも届きそうなほど近くに感じた。都会では絶対に見られない光景に感動を覚えている時だった。

「え……」

　不意にお姉さんが僕の服の袖そでを摑む。

　すぐに袖を離し、僕の手をそっと握ってきた。

「えへへ……」

　顔を上げると、お姉さんは笑顔を浮かべていた。

　暗くてよくわからないけれど、ほのかに頰ほおが赤いような気がする。

「いい？」

「気絶しないでくださいね」

「もうだいぶ慣れたから平気だよ」

「なんだか触れる度に気絶していたのが懐かしいですね」

　高所の夜は涼しくて、半袖はんそでではわずかに肌寒さを感じる。

　だからだろう。手のぬくもりがより温かく感じた。

「気が付けば残りも明日一日……明後日には帰るんだね」

「そうですね」

「なんかあっという間だったなぁ……」

　確かにあっという間だった。

　長野旅行の時も早く感じたけど、今回は一週間──。

　日数的にはずいぶん多いはずなのに、気が付けばもう五日目が終わろうとしている。

　そう思うと、なんだかすごく名残惜なごりおしい。

　この旅行だけじゃない。

　この夏休みは僕にとって、今までの人生でもっとも充実している。

　去年はアルバイトに明け暮れていたし、中学の頃は他の家庭みたいに旅行に出かけたり、家族で過ごしたりすることもなかった。たまに輝翔きしょうが遊びにきてくれるくらい。

　思い出せば、とても孤独な夏休みだったように思う。

　それが今年は、お姉さんや知華さんと仕事に明け暮れ、こうして軽井沢に足を運んでいるなんて……数か月前の僕には思いもしなかった夏休みの過ごし方だろう。

　できることなら、このまま夏休みが終わらなければいいのに。

　そんなふうにすら思ってしまう。

「明日が最後なんですね……」

　名残惜しさからか、ふと口から漏もれてしまった。

「この旅行は明日が最後だけど、またみんなで来れたらいいね」

「そうですね」

　その言葉に、どこか救われた気持ちになる。

　そう──この旅行は明日が最後だけど、これが最後の旅行ってわけじゃない。

　いつかまたお姉さんの仕事の合間を見て、みんなで来られるといいな。

「明日はどうしましょうか。せっかくだから楽しく過ごしたいですね」

「それなんだけどね！」

　お姉さんはポケットからスマホを取り出して僕に見せる。

　そこには、軽井沢のお祭り情報が表示されていた。

「軽井沢に来た日、知華ちゃんが六日目に花火大会があるって言ってたでしょ？　みんなで行けたらいいなって思ってたんだけど、知華ちゃんが二人で行ってきなさいって」

「花火か……いいですね」

「しかもね、二日目にロケハンに行った帰りに、アウトレットで私たちの浴衣ゆかたを買っておいてくれたんだって！」

「僕のぶんもですか？」

「うん！」

　ああ……そういうことか。

　今日の撮影前に知華さんが耳打ちしていたのは、たぶんこのことだろう。

　来る前から乗り気じゃなかったお姉さんにやる気を出してもらう策の一つ。

　きっと事前に軽井沢の花火大会情報を調べておいて、いざという時にお姉さんをご褒美で釣るために計画していたんだろう。化粧品のポスターの時のジンギスカンみたいに。

　黙って浴衣まで用意しているのが、さすがに用意周到だと思う。

　……なんだかんだ厳しい人だけど、こういう優しさの見せ方が知華さんらしい。

「楽しみですね」

「ね！」

　お姉さんの握る手にわずかに力が入る。

　そっと握り返しながら、僕らは夜の散歩を続けた。










　☆お姉さんの日記☆




　終わったあああああぁ！

　やっと撮影が終わったよおおおおぉ！

　演技のお仕事は終わった後の達成感がすごいけど、今回のお仕事は達成感よりも開放感の方が強いな。本当……苦手な仕事は嫌だけど、この開放感は悪くないよね。

　でも知華ちゃんの言うように、これからは他の仕事も頑張ろう。

　演技のお仕事で需要がなくなっちゃったりした時のことを考えておかないと、いざという時に瑛太くんを養ってあげる方法がなくなっちゃうしね。それだけは絶対にダメ！

　そして明日は頑張ったご褒美に……瑛太くんと花火大会デート！

　怒ってる時の知華ちゃんは怖いけど、なんだかんだ優しいんだよねぇ。

　買ってきてくれた浴衣も可愛かわいいやつだったし、さすが知華ちゃん、私の好みをわかってるよね！　ありがとう知華ちゃん！　大好き！

　明日が旅行最終日。不安はまだ晴れないけど……。

　最後に瑛太くんと素敵な思い出が作れるといいな。
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　そして迎えた最終日の夕方──。

「こんなもんかな」

　僕は知華ちかさんから渡された浴衣ゆかたを着て、鏡の前に立っていた。

　浴衣を着るのは生まれて初めてだから着付けがさっぱりわからなかったけど、こういう時こそスマホの出番。ネットで調べると、帯の結び方とかいろいろ載っていて助かった。

　男性用の浴衣は女性に比べると簡単で、一人でも問題なく着付けを完了。

　準備を終えて時計に目を向けると夕方の五時半すぎ。

　花火大会開始の二時間ほど前だった。

「お姉さんの準備は大丈夫かな」

「ふぐっ！」

「な、なんの声だろう……」

　部屋を出ると、隣の部屋からうめき声が響いてきた。

　苦しむような、堪たえるような、ちょっと不安になる声。

「知華ちゃん、苦しい！」

「そう？　締しめすぎたかしら」

「もうちょっと緩ゆるくしないと──ぐえっ！」

　カエルを踏み潰つぶしたような声がした気がする。

　いったいなにをしているんだろうか。

「だめ！　帯がきつくていろいろ出ちゃいそう！」

「うるさいわね。あんたが見え張って細く見えるようにって言うからでしょう」

「そうだけど、物には限度が──んぐ！」

「それにしても……沙織さおり、少し太ったんじゃない？」

「う……実はちょっとだけ……」

「油断するとすぐ太るんだから気を付けなさいよ」

「だって瑛太えいたくんの作るご飯が美味おいしいんだもん」

「確かにあんな美味しいのを毎日出されたら、食べすぎて太りそうね……」

「でしょ？　知華ちゃんはスタイルがよくて羨うらやましいな～」

「羨ましいって……私はそれなりの努力はしてるもの。外食の時だってカロリーを気にしてるし、食べたぶんだけ運動してるもの。沙織も一緒にジムに通う？」

「運動はちょっと……」

「だったら少しは節制しなさい」

「──んぐぅ！」

　やり取りを聞く限り、知華さんが着付けをしてあげているんだろう。

　どうやら僕の作ったご飯を食べすぎたせいで太ってしまい、着付けが大変らしい。美味しいと言ってもらえるのは嬉うれしいけれど、ちょっと責任を感じずにはいられない。

　お姉さんは女優なんだからスタイル管理は仕事と一緒。

　カロリーを抑えたメニューにするのも家事を引き受ける僕の仕事だよな。

　そんなことを考えながら、ドアをノックして様子を窺うかがってみる。

「お姉さん、準備はどうですか？」

「も、もうちょっとで終わるから下で待ってて！」

「わかりました。時間は余裕あるので急がなくて大丈夫ですよ」

「うん。ありが──ひいっ！」

　本当に大丈夫だろうか……。

　僕はリビングでダイエット食について調べながら、お姉さんを待つことにした。

　さすがに何キロ太ったかなんて聞けないよね。







「お待たせ瑛太くん！」

　ソファーで座って待つこと三十分──。

　とんとんと階段を下りるリズミカルな音とともに、お姉さんの元気な声が響いてきた。

　反射的に視線を向けると、そこには浴衣に身を包んだお姉さんの姿。

「ど、どうかな？」

　お姉さんは控え目に言いながら、ゆっくり回って浴衣姿を披露する。

　落ち着いた深い紫色の生地に、大きめの朝顔模様があしらわれている浴衣。帯は同系色だけどわずかに色の薄い紫色で、全体的に大人っぽいというか艶つややかな雰囲気を醸かもし出だす。

　普段は明るめの洋服が多いお姉さんだけど、こういう落ち着いた色もよく似合う。

　なにより髪をアップに纏まとめていることで覗のぞくうなじに目を奪われそう。

「すごくいいと思います」

「本当？」

「はい。きれいです」

「……えへへ」

　お姉さんは照れながら微笑ほほえんで見せる。

「近くまで車で送っていくわ」

「本当に僕ら二人で行っていいんですか？」

「私は昨日撮った写真の確認で忙しいのよ」

「そうですか……」

　なんだかちょっと悪い気がする。

　そう思ってるのを察してくれたのか。

「気にしなくていいから二人で楽しんできなさい」

　知華さんは僕の肩をポンと叩き。

「沙織のこと、よろしくね」

　そう小さく呟つぶやいた。

　その言葉の意味は、ちゃんと理解しているつもりだ。

　人が多く集まる場所だから、お姉さんの素性がばれて騒ぎにならないように気を付けるのはもちろん、どこか元気のないお姉さんの気晴らしをするためでもある。

　お姉さんがたまに元気がない様子を見せるのは変わらない。

　その原因がなんなのかも、未いまだにわかっていなかった。

　僕は返事を返す代わりに小さく頷うなずいてみせる。

「帰りは迎えに行かないから、タクシーを拾うなりして帰ってきてちょうだい」

「はい。ありがとうございます」

「ありがとう知華ちゃん！」

　こうして僕とお姉さんは、知華さんの車で花火会場に向かった。

　お土産に出店でみせの食べ物でも買ってこよう。
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　花火大会の会場は、軽井沢駅近くにある公園だった。

　車で会場に向かいながら調べてみると、公園といっても散策ができるくらいの広い敷地があり、その中心にある池の水上で花火が打ち上げられるらしい。

　公園に近づくと辺りはすでに人が溢あふれていて、僕とお姉さんは少し離れた場所で降ろしてもらった。地元の人たちだけじゃなく、観光客も大勢いるからこんなに混んでいるんだろう。

　陽ひはだいぶ傾いているけれど、公園内は立ち並ぶ出店の照明で明るかった。

　出店の前には花火が始まる前に食べ物を調達しようとする人でごった返している。

「僕らもなにか買っておきましょうか」

「うん。お姉さんチョコバナナが食べたい」

「知華さんにもお土産買っていきましょうね」

「そうだね。知華ちゃんはイカ焼きが好きだよ」

「そうなんですか？　だったらお土産だけじゃなくて、今度作ってあげましょう」

「喜ぶと思う」

　僕らは人ごみをかき分けながら前に進む。

　だけど余りの人の多さになかなか前に進まない。

「あっ──」

　小さく響いたお姉さんの声に振り返る。

　するとお姉さんは人の波に呑のまれていた。

「お姉さん──」

「──瑛太くん」

　どちらからともなく伸ばした手。

　必死に伸ばし、ぎりぎりお姉さんの手を握る。

「大丈夫ですか？」

「う、うん……離れ離れになっちゃうかと思った」

　お姉さんは安堵あんどしたように息を漏もらす。

「瑛太くん、はぐれないように手を繫つないでいい？」

「そうしましょう」

　こうして手を繫ぐのも、もう何度目だろう。

　初めは川沿いの遊歩道で手袋越しに手を繫いで、ここに来た初日に料理を教えながら手に触れ、プールで泳ぐ練習の時や、昨日も夜の散歩中に手を繫いだ。

　それ以上に触れ合う機会だって多々あったのに──。

　どうしてだろう……いつもより緊張している自分がいる。

「お姉さん、本当に気絶しなくなりましたよね」

「う、うん……ちょっとドキドキはしてるけど」

　お姉さんは頰ほおを染めながら満面の笑みを返してくれる。

　手を繫いでいるせいか、それともお祭りの雰囲気のせいか。

　緊張しているのはお互い様らしいけど、僕が緊張している理由はそれだけじゃない。浴衣姿のお姉さんがいつも以上にきれいすぎて、直視できないほど照れている自分がいる。

「あ、瑛太くん！　チョコバナナあったよ！」

　お姉さんに手を引かれ、僕らは出店に足を運んで注文を済ませる。

　ついでに飲み物と知華さんのお土産用のイカ焼きも調達し、僕らは花火の開始までのんびりとお祭りを見て回った。

　正直言うと、お姉さんと一緒にお祭りに来るのは少し不安だった。

　いくら注意をしたところで、人が多い場所だとお姉さんが吉岡よしおか里美さとみだとばれるかもしれないと思ったから。浴衣姿じゃ帽子にサングラスってわけにもいかないし。

　でも、これだけ人が多ければ逆にばれにくいと思う。

　木の葉を隠すなら森の中じゃないけれど、人が多いぶん人ごみにまぎれるし、辺りはもう暗くなっているから出店の周りの明るいところじゃなければ顔も見えにくい。

　安心してお祭りを楽しんでいると、周りの人たちが移動していることに気が付いた。

　時計に目を向けるともうすぐ花火の打ち上げ時間。

「そろそろ時間ですから、池の方に行きましょうか」

「うん。そうしよう」

　お姉さんの手を引いて池の畔ほとりまで足を運ぶ。

　すると、もうすでに場所取りをしている人でいっぱいだった。

　せっかくなら近くで見たいと思っていたけど仕方がない。

　僕らは少し離れた見晴らしのいい場所に腰を下ろす。

　その時だった──。

　一筋の火が空に昇った直後、大きな音を立てて暗闇くらやみに花を咲かせた。

　辺りに歓声が響く中、お姉さんも嬉しそうに声を上げる。

「瑛太くん！　始まったよ！」

　横にいるお姉さんの顔を覗き込むと、まるで子供のように目を輝かせていた。

「きれいだね……」

「……そうですね」

　花火が打ち上がるたびに、様々な色に染まるお姉さんの横顔に思わず見蕩みとれる。

　僕は花火もそこそこに、そんなお姉さんの横顔をずっと見つめていた。







　花火が終わったのは一時間後──。

　お祭りの終わりを告げるアナウンスが流れると、お祭りを楽しんでいた人たちが一斉に公園を後にしようと歩き出す。そのせいで歩道は帰宅する人たちで溢れていた。

　それまでの活気が噓うそのように静まり、なんだか物寂ものさびしさに包まれる。

「人が減るまで待ってましょう」

「そうだね」

　僕らは座ったまま人が減るのを待ち続ける。

「それにしても、本当にきれいだったね」

「そうですね。花火大会とか久しぶりに来ました」

「お姉さんは初めてだったんだ」

「そうなんですか？」

「夏にこんなにのんびりすることもなかったからね。マンションのお部屋から花火が上がってるのを見ることはあったけど、こうしてお祭りに来たのは初めて」

　どうりでお姉さんのはしゃぎようがすごかったはずだ。

「瑛太くんと一緒にいると、いろいろ初めてを経験できて楽しいな」

「……また来年も一緒に花火大会に行きましょう」

「うん……行けるといいな」

　しばらくそんな会話をしていると、人ごみもだいぶ解消されていた。

　ふと周りを見渡すと、僕らのように残っている人たちが結構いる。

「……ん？」

　なんの気なしに辺りを見渡すと、残っているのはカップルばかり。

　よく見てみると、花火の余韻に浸りながらイチャイチャしている。花火が終わったのに、やたら人が残っているなと思っていたら、そういうことですか……。

　そんなカップルを、なぜか羨ましそうな表情で眺めるお姉さん。

「そろそろ人も減りましたし行きましょうか！」

「そ、そうだね！」

　僕はお姉さんの手を取って立ち上がる。

　こうして僕らは気まずい空気に包まれながら公園を後にした。

　イチャイチャするのはいいけど、もう少し人気ひとけのないところでして欲しい。
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　それから僕たちは、歩いて軽井沢駅まで向かった。

　知華さんに言われたように、タクシーを拾って帰ろうと思ったんだけど……。

「一台もタクシーがない……」

　それどころかタクシーを待っている人で長蛇の列ができている。

　これじゃあ順番が来るまで何十分待つかわからない。

　まぁ……みんな考えることは一緒だよな。

「困りましたね」

「せっかくだから、歩いて帰らない？」

「いいですけど、だいぶ時間が掛かると思いますよ」

「今日が最後の夜だから、もう少しゆっくりしたいと思って」

　お姉さんが名残惜なごりおしそうに口にする。

　長いようで短かった一週間も明日で終わり。

　昨日もお姉さんと『一週間なんてあっという間だったね』と話していたけれど、今夜が本当に最後の時間。コテージに戻れば後は寝るだけで、明日はお姉さんの部屋に帰るんだ。

　不意に現実に引き戻されるような感覚に襲われた。

　明後日からまた慌ただしい毎日が始まると思うと名残惜しい。

「そうですね。のんびり歩いて帰りましょうか」

「うん」

　こうして僕らはタクシー乗り場を後にして歩き始める。

　昨日に比べれば暖かいはずなのに、肌を撫なでる夜風が妙に肌寒く感じるのは、この旅行の終わりを寂さびしく思っているせいだろうか？

　気が付けば会話もなく、耳に響いてくるのは茂みから響く虫の音ねだけ。

　誰だれもいない林道を歩き続けること数十分──。

　不意にお姉さんが足をとめた。

「お姉さん？」

　どうしたのかと声を掛ける。

　お姉さんの視線の先を辿たどると、そこには小さな公園があった。

　公園といっても小さく、整地された土地にいくつかのベンチがあるだけの休憩スペースのような場所。たった一つしかない街灯が、その下にあるベンチを照らしていた。

「ちょっと休もっか」

「はい……」

　お姉さんの様子がおかしいことにすぐに気付いた。

　さっきまでは花火を楽しんでいたのに今は元気がない。

　それは度々見せていた、なにかを憂うれうような瞳ひとみだった。

　お姉さんは公園に足を踏み入れベンチに腰を掛ける。

「帰りたくないなぁ……」

　ポツリとこぼした。

「もう終わりなんだって思うと残念だなって……次はいつこうして、瑛太くんと一緒にお出かけできるのかな」

「出かけようと思えば、いつでも出かけられますよ」

「本当に？」

「もちろん」

「いつでも？」

「はい」

　それでもお姉さんは表情に影を残す。

　まるで確認するかのように何度も尋ねながら。

「なにか心配なことがあるんですか？」

　すると、お姉さんは目を伏せた。

「ここ最近、お姉さんに元気がないなって思っていたんです。僕でよかったら話してもらえませんか？　なにもできないかもしれないですけど、お姉さんが悩んでいるなら力になりたいと思うんです」

　するとお姉さんは小さな声を漏らす。

「ふと……思ったの」

「思った？」

　僕は俯うつむくお姉さんの顔を覗き込む。

「最初は、ずっとこうして瑛太くんと一緒にいられるんだと思ってた。でも、コスプレ警察官や知華ちゃんにばれて……二人は理解をしてくれたけど、みんながみんな、そうじゃない」

　静寂の中、お姉さんの声が弱々しく響く。

「知華ちゃんが瑛太くんをマネージャーにしてくれたことで、ばれた時の対策もしてくれたけど……本当にばれたらどうなるかなんてわからない。それに……瑛太くんの三者面談に立ち会った時にも思ったの。瑛太くんには瑛太くんの将来があるんだって」

　お姉さんは膝ひざの上できゅっと手を握る。

　わずかに肩を揺らし、声も震えているようだった。

「今までは瑛太くんと一緒にいられるのが嬉しすぎて、なにも考えてなかった。でも、いろいろ落ち着いて……これから先のことを考えた時に、ふと思ったの。いくらお姉さんが瑛太くんを好きでいても、私たちがずっと一緒にいられる保証なんかないんだって」

「……」

「ずっとこんな日が続けばいい。そう思っているのは私だけなんじゃないかって。そしたら……なんだか悲しくて。ごめんね……お姉さんが勝手に考えて悩んでるだけなの」


「…………」



　一緒にいられる保証はない──。

　それは僕だって思っていたことだ。

　今までいろいろな問題が起こり、その都度解決してこうして一緒にいるけれど、この状況がいつまで続くかなんてわからない。ある日、突然終わりを迎えるかもしれない。

　ふとした瞬間に、そんなことを考えることはある。

「お姉さん……」

　なにを考えていたのか、やっとわかったような気がした。

　そしてそれは全部、僕のせいなんだとも思った。

　お姉さんが行方ゆくえ不明になった時、想おもいを伝えてくれたお姉さんに対して、僕は明確な返事をすることはできなかった。

　養われる立場の僕が、なんの保証もない未来を語ってはいけないと思ったから。

　いつか自分の言葉に責任をとれるようになったら──そう思っていたけれど、結果として明言を避けたことが、お姉さんを苦しめる要因になっていたんだろう。

　今にしてみれば当たり前だと思う。

　僕は返事を濁したようなものなんだから。

　だから思ったんだ──想いだけでは足りないんだろうって。

　形に残らないとしても、お互いを信じられるようなものが必要なんだって。

　例えば知華さんとお姉さんが、いつかお母さんが戻ってくるまでセカンドハウスを守るために頑張ろうと約束したような、お互いにとって誓いのようなものが。

　それがたぶん、お姉さんの不安をかき消す唯一の方法だろう。

　だったら──。

「お姉さん」

　僕はあの時のように、お姉さんの前にしゃがんで瞳を見つめながら手を握る。

　いつか、ちゃんと返事をしなければいけないと思っていたこと。

　それはいつかじゃなくて、今なんだ──。

「瑛太くん……？」

　いざ口にしようとすると緊張で言葉が出てこない。

　心臓はばくばくするし、口の中は乾くし、喉のどの奥がからからだ。

　手が汗ばんで、お姉さんに緊張しているのが伝わるんじゃないかと不安になる。

　それでも一緒にいたいのなら、僕は人生で初めての告白をしなければいけない。
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「僕は……ずっとお姉さんと一緒にいたいと思っていますよ──」

　僕はあの時と同じ言葉を口にする。

　そして、その続きを心の底から絞り出した。

「──お姉さんのことが好きだから」

「瑛太くん……」

　言った瞬間、自分の中の緊張がふっと抜けたような気がした。

　一度口にしてしまえば、すんなりと言葉が溢れてくる。

「前にお姉さんが僕を好きだと言ってくれた時から、ずっと返事をしないといけないと思っていました。でも、養われている僕が軽々しく言っていい言葉じゃないと思ったんです」

　お姉さんの瞳が真まっ直すぐに僕を見据える。

　その瞳には、驚き以外の感情が見て取れた。

「これからもずっと一緒にいて、マネージャーとしての仕事を頑張って、大学に進学して……いつか就職もするでしょう。そうやって僕が描く未来の先、その隣には、ずっとお姉さんにいて欲しいと思っています。そのためにできる努力は、なんでもしようと思っています」

　静寂の中で響く自分の声が妙にクリアに聞こえる。

　次第にお姉さんの瞳が滲み始めた。

「でも、今の僕が口にできるのはここまでなんです」

「……どうして？」

　僕はお姉さんに理解してもらえるように言葉を選ぶ。

　ちゃんと理解してもらわなければいけない大切なことだから。

「さっきも言いましたけど、僕はお姉さんに養ってもらっている立場です。仕事をしているといっても知華さんに面倒を見てもらっているだけで自立しているとは言えない。この言葉の先を口にしていいとしたら、自分の生き方に責任を取れるようになってからだと思うんです」

　端的に言えば、僕はまだなんの責任も取れない子供でしかない。

　それでも、気持ちだけで全すべてが収まると考えるほど子供でもない。

「お姉さんの言う通り、これから先、どうなるかわかりません。一緒に暮らせなくなる可能性だってゼロじゃない。それでも僕は……お姉さんが好きだから、ずっと一緒にいます」

　お姉さんの頰を涙が伝う。

「約束です──だから僕を信じてください」

　僕はお姉さんに小指を差し出す。

「約束……」

「はい……いつか僕が大人になるまで、この先は待ってもらえませんか？」

「うん……」

　頷くと同時、お姉さんの瞳から涙がこぼれる。

　お姉さんは僕の小指に自分の小指を絡からめ、指切りをした。

「すみません……ヘタクソな告白で。初めてなので許してください」

「ううん。そんなことない……ありがとう」

　お姉さんはそっと僕に抱きついてくる。

「好きよ。大好き……」

　こうして僕らは想いを確認し合い、短い夏休みを終えた。

　将来を約束した誓いの指切りを交わして。




　だけど──。

　こうして旅行を楽しんでいた裏で、事態は最悪な展開へ向けて進んでいるなんて……この時の僕らは思ってもいなかったんだ。










　☆お姉さんの日記☆




　ふおおおおお！

　瑛太くんに告白されちゃったよおおおおお！

　両想い……ってことだよね！　そうだよね!?　夢じゃないよね！

　どうしよう……幸せすぎて死んじゃう。死なないけど！

　でも、浮かれてばっかりいられないよね。

　瑛太くんが言ってた通り、今はこれ以上先には進めない。

　私がよくても瑛太くんは未成年だし、なにかあった時に困るのは瑛太くんだもの。

　少なくとも瑛太くんの将来に悪い影響が出るようなことは絶対に避けないと。

　今なら知華ちゃんがなにを考えていたかわかるな……きっと知華ちゃんは私の心配以上に瑛太くんの心配をしてくれてたんだね。やっぱり知華ちゃんは優しいな。

　瑛太くんが成人するまであと三年……それまでは我慢しないとね！

　えへへ……幸せ。
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　長いようで短いような夏休みが終わった。

　夏休みは一ヶ月もあったはずなのに、体感的にすごく短かったように感じるのは、お姉さんのマネージャーとしてほとんど毎日働いていたからだろう。

　たぶん休みは十日もなかったんじゃないかな。

　それでも今まで過ごした夏休みの中で、最も充実していたのは言うまでもない。

　去年だってアルバイトをしていたけれど、今の仕事ほど充実感は得られなかった。なによりお姉さんとの関係を一歩踏み出せたのが、心理的に満ち足りている大きな要因だと思う。

　お姉さんとの関係か……僕、告白したんだよな。

　ふと、花火大会の帰り道のことを思い出す。

　言葉にしがたい恥ずかしさが込み上げてきて、思わず悶もだえながら頭を抱える。

　昨夜も寝る前に思い出し、一人照れながらベッドで暴あばれていたけど、はたから見たら完全に不審者だよね。

　おかげで軽井沢から帰ってきて数日は、お姉さんの顔を直視できなかった。

　お姉さんも意識しているようで、顔を合わせる度に照れくさそうな笑顔を浮かべる。

　告白した後のカップルってみんなこんな感じなのかな？

　ちなみにあれ以来、お姉さんの様子は元に戻っていた。

　元に戻ったどころか、むしろ今まで以上に元気いっぱいのお姉さん。

　今までは週に二～三回だった僕のベッドに潜り込んでくる頻度が、旅行以降はほぼ毎日になってしまった。今じゃ辺り前のように寝る時間になると僕の部屋についてくる。

　嬉うれしいような、なんというか……少し複雑な気分。

　しかも急に元気になったもんだから、知華ちかさんから少し怪しまれてしまった。

『なにかあったの？』とか『まさかあんたたち……ヤってないわよね？』とか、根掘り葉掘り聞かれそうになったので、前者はともかく後者だけは全力で否定ひていしておいた。

　知華さんは意味ありげな表情で『ふーん。まぁいいけど』と言っていたけれど……ある程度は察しているような気がする。だってお姉さんがわかりやすすぎるんだもん。

　なにはともあれ、ようやく平常運転に戻ったお姉さん。

　セカンドハウスはいつもの日常を取り戻した──はずだった。
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「瑛太えいた……ちょっといいか？」

　学校が始まって一週間ほど経たった、ある日のこと。

　学校に登校すると、すぐに輝翔きしょうから声を掛けられた。

　その面持おももちは、いつもの輝翔らしからぬ真剣な表情。

「どうしたの？　珍しく難しい顔してるけど」

「ああ……ちょっとマジな話でな。場所を変えようぜ」

「うん……」

　輝翔に連れてこられたのは屋上。

　僕と輝翔が真面目まじめな話をする時はいつもここだった。

　だから輝翔がここに連れてきた時点で、ただならぬ内容だとは察していた。

　辺りを見回すと、始業前なこともあって僕ら以外に生徒の姿はない。

「これを見てくれ」

　輝翔はポケットから自分のスマホを取り出し、そっと僕に差し出してくる。

　画面を見た瞬間、僕は初めて背筋が凍るという言葉の意味を理解した気がした。

「これって──」

　表示されていたのは、とあるＳＮＳサイト。

　そこには、僕とお姉さんが並んで歩いている写真がアップされていた。

　景色や服装から、旧軽井沢銀座通りを歩いている時のものだと気付く。

「どうしてこれが……？」

　お姉さんを見かけた人が吉岡よしおか里美さとみだと気付き、写真を撮ってアップしたんだろうか？

　投稿者のコメントには『この人、吉岡里美に似てない？』と書かれていて、反応している人の中には信じる人もいれば、他人の空似だと疑っている人もいて半々くらい。

　投稿時間は昨日の夜で、すでに一万件に迫る勢いで拡散されていた。

「俺おれも最初は目を疑ったんだが……二人で間違いないよな？」

　あまりの驚きとショックで言葉にならない。

　あれだけ周りにばれないように気を付けていたはずなのに。

　……いや、本当にそう言い切れるだろうか？

　お姉さんと過ごす時間が楽しすぎて、どこか油断している瞬間があったかもしれない。少なくとも常に百％、人の目に注意を払っていたかと言われたら即答できない。

　どうしてこんなことに……。

「俺も今朝けさ知ったんだが……その様子だと瑛太も知らなかったみたいだな」

「うん……」

　唯一確かなことは、最も恐れていたことが現実に起きてしまったということ。

　僕がちゃんとしなかったせいで、こんなことになってしまった──。

「瑛太、しっかりしろ。大丈夫か？」

　輝翔が僕の肩をがしっと摑つかみ、顔を覗のぞき込んでくる。

「う、うん……大丈夫」

　心配そうに見つめる輝翔の瞳ひとみが、僕を現実に連れ戻してくれた。

「でもどうしたら……」

「正直、ここまで拡散されたら時間の問題だろうな。人気女優の初のスキャンダルなんて、マスコミにとっちゃ恰好のネタだろうし、報道しない選択肢はないだろ」

「そうだよね」

「とりあえずお姉さんと知華さんに連絡した方がいいんじゃないか？　二人も状況を把握してるだろうし、できるだけ早く二人と話し合った方がいい」

　そうだ──まずは二人に連絡しないと。

　ポケットから携帯を取り出そうとして思い留まる。

「輝翔ごめん。美緒みおちゃんに今日は休みだって伝えて欲しい」

「知華さんたちのところに行くのか？」

「うん。会って話してくる」

「わかった。美緒ちゃんには俺から上手うまく話しておく」

「いつも悪いね。ありがとう」

「いいってことよ」

　僕は輝翔にお礼を言って屋上を後にする。

　教室に戻って鞄かばんを手にし、すぐに学校を飛び出した。
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　その後、知華さんに連絡を入れ、僕は急いで事務所へ向かった。

　知華さんもＳＮＳでの状況は把握していて、今後について話し合おうと、急遽きゅうきょお姉さんを呼び出したところだったらしい。僕も同席をさせてもらうことになった。

　学校はいいのかと心配されたけど、今はそれどころじゃない。

　事務所に着くと、僕はノックもせずに事務所のドアを開け放つ。

「すみません！　お待たせしました！」

「瑛太くん……」

　先に到着していたお姉さんが振り返る。

　その表情は、見るからに不安の色を浮かべていた。

「来たわね。さっそく話し合いましょう」

　知華さんはデスクを立ちソファーに座って足を組む。

　僕とお姉さんは向かいのソファーに並んで腰を掛けた。

「まずは状況を確認しましょう」

　知華さんはテーブルに数枚の紙を並べる。

　それはＳＮＳでの書き込みをプリントしたものだった。

「ＳＮＳで最初に画像付きの投稿がされたのが昨晩の八時。今の時点で拡散数は二万件を超えているわ。最初は沙織さおりを見かけた人が興味本位で上げたのかと思ったけど……インプレッションが伸びやすい時間帯を選んでいる辺り、拡散目的でアップした可能性が高いわね」

　それって──。

「悪意があってやったってことですか？」

「断定するにはまだ判断材料が少ないけれど、時間帯や上げている写真が複数ある点、アカウントが捨てアカウントっぽいのも含め、十中八九間違いないでしょう」

「そんな……なんでそんな酷ひどいことを」

「本人の前でこういう言い方をするのは気が引けるけれど、沙織くらい人気があれば足を掬すくってやろうとする人の一人や二人いるものよ。人気の数だけアンチも増える。もしくはネタ欲しさでつけ回してる芸能ライター辺りかしらね」

　だからって、なにもこんなことを……。

「そんな怖い顔しないの。まだ可能性の話よ」

「すみません……僕が気を付けていれば、こんなことにはならなかったのに」

　謝罪の言葉が口から漏もれてしまう。

　人の目に疎うといお姉さんに代わって、その辺は僕が気を配るべきだったこと。

　何度も何度も、そうしなければいけないと思っていたはずなのに、お姉さんとの時間を楽しむあまり失念していた瞬間があったのは間違いない。

　抑えきれない自責の念で口の中に苦みが広がる。

「瑛太くんだけの責任じゃないよ」

　お姉さんは優しく僕の肩に手を添える。

「でも……」

「むしろ瑛太くんは、私以上に周りに気を配ってくれてたもの」

「沙織の言う通りよ。誰だれが悪いとかじゃなく、遅かれ早かれこうなることはわかっていた。だからあなたをセカンドハウスの一員として迎え入れて、沙織のマネージャーとして働いてもらっていた。あなたを受け入れると決めた時、私も沙織も覚悟していたことよ」

　知華さんの言葉にお姉さんは頷うなずく。

「私たち全員の問題なんだから、一人で抱え込もうとしないの」

「知華ちゃんの言う通りだから元気出して」

「ありがとうございます……」

　こんな時なのに、二人の優しさが胸にしみる。

「これからどうするかだけど──情報の出し方だけは注意しないといけないわ」

「情報の出し方と言うと？」

「幸いマスコミは、まだニュースとして取り上げていない。ＳＮＳでもこの写真だけじゃ二人の同居までは突きとめられていない。表に出ている情報は、沙織が若い男の子と仲良くしているという事実だけ。だから、すべてを突きとめられる前にこちらから先手を打つわ」

「先手を打つって……知華ちゃん、どうするつもり？」

　お姉さんが尋ねると、知華さんはまさかの言葉を口にした。

「記者会見をするわ」

「「記者会見？」」

　僕とお姉さんの疑問の声が重なる。

「それって……世間に全部話すってことですか？」

「そうよ」

　知華さんは即答する。

「記者会見の場で、瑛太君の事情や沙織と三崎みさきさんの関係を全部公表する。ある程度のバッシングは覚悟しないといけないけれど、それでも一定の理解は得られるはずよ。それを突きとめられてから話すか、こちらから先に公表するかで世間に対する印象は変わってくる」

　なるほど……情報の出し方とはそういう意味か。

　仕事のミスをばれるまで黙っているか、自分から素直に話すかの違いのようなもの。

　どちらが相手に対して多少なりともいい印象を与えるかなんて言うまでもない。どうせばれるならこちらから公表した方が、バッシングも少なく抑えられるということだろう。

「取り急ぎ、記者会見の会場はもう押さえたわ」

「もう？　いつ？」

「来週の月曜日よ。併せて報道各社には通達もしてある」

　この短時間でそこまで……さすが知華さん。

「記者会見には私と沙織の二人で臨みましょう。それまでの間、記者からの想定質問を考えて受け答えの練習をする。沙織は忙しくなるけど大丈夫よね」

「もちろんだよ！」

　お姉さんは胸の前で小さくガッツポーズをして頷く。

　今後の方向性が決まった、まさにその時だった──。

　不意に事務所のドアをノックする音が響く。

「誰ですかね」

「来客予定はなかったはずだけど……」

　本来、来客があった際は受付の電話で内線をしてもらうようになっているのに、受付を通さずに直接事務所まで来るなんて……なんだか嫌な予感がした。

　知華さんも察したのか、訝いぶかしがった視線をドアに向けて立ち上がる。

「……どうぞ」

「失礼します」

　入室を促すと一人の男が入ってきた。

　ポロシャツにチノパン姿の中年男性で、おそらく四十代半ばといったところ。

　ラフな恰好かっこうで髪も乱れていて、あまり清潔感を感じられない風貌ふうぼうだった。

「どちらさまでしょう？」

　知華さんが警戒した瞳で相手を見据える。

　その様子から、見知った相手ではないのは明らかだった。

「突然すみませんねぇ。私、フリーの芸能ライターをしている久我くがといいます。ちょっとお話をしたいことがあってお邪魔したんですが……吉岡さんの件で」

　知華さんは差し出された名刺を受け取ると、見もせずにテーブルへ投げる。

　それは突然の来訪者に対し、明確な不信感を表していた。

「アポイントもなしに来ていただいても応じかねます。今は打ち合わせの最中なので、後日ご連絡をいただいてから改めてお願いできますか？　お受けするかはお答えしかねますが」

「まぁまぁ、そう言わずに……これをご覧になってから決めてくださいよ」

　すると男は僕らに近づき、テーブルに十数枚の写真を置く。

　目にした瞬間、僕らは言葉をなくした。


「「「…………」」」



　その写真は、僕とお姉さんが一緒に写っている写真だった。

　旧軽井沢銀座通りで一緒にモカソフトを食べているところや、手を繫つないで深夜の散歩をしているところ。リゾート地の川辺で戯れているところや花火大会の写真まで。

　それだけじゃない──。

　なんと、僕がお姉さんと一緒にマンションに出入りしている写真もあった。

　……どうしてこの男が僕らのことを？

　張られていたのか？　いったいいつから？

　頭の中を疑問が巡る中、唯一はっきりしていること。

　この久我という男は、僕とお姉さんの秘密を全すべて知っている。

「今週金曜日発売の週刊誌に、写真と一緒にこの記事が載る予定です」

　知華さんは差し出されたゲラを受け取って目を通す。

　内容を読み進める表情から、おおよそ僕らにとって最悪と言っていい内容なのだろうということだけが伝わってくる。

「なるほど……うちとしては、あまり喜ばしい内容の記事ではありませんね」

「そりゃそうでしょう。こんな秘密を暴露されるのが喜ばしいはずがない。控え目に見ても吉岡さんの評判はガタ落ち。最悪全ての契約解除といったところですかねぇ」

　その言葉を聞いた瞬間、知華さんが厳しい視線を相手に投げつける。

　その表情は、今まで見たどの表情よりも敵意に満ちていた。

　……それにしても、ＳＮＳでアップされた翌日に事務所に来るなんて、いくらなんでもタイミングがよすぎる。まるで昨日の夜にアップされるのを知っていたかのようなタイミング。

　違和感を覚えながら、もう一度写真に視線を落とした時だった。

　一枚の写真に目が留まり、僕は我が目を疑った。

「これって──」

　手に取った写真は撮影スタッフたちとの打ち上げ中の一枚。

　僕とお姉さんが並んで食事をしている姿を撮ったものだけど、その写真だけが明らかに不自然。どう不自然かというと、この写真だけ僕とお姉さんがカメラ目線になっている。

　この写真は、あの場にいた人じゃなければ撮れないはず。

　ふと思い出す──。

　打ち上げで思い出にと写真を撮ってくれていた女性スタッフの姿。

「まさか──」

　思わずそう口にすると、男はなにも言わずに不敵な笑みを浮かべた。

　やっぱりそうだ。

　この久我という男は事前にＳＮＳに写真がアップされるのを知っていたんじゃなくて、ＳＮＳに写真をアップするように仕組んだ張本人なんだ。

「なにが目的でしょうか？」

　知華さんは怒りの表情から一転、平静を装ってそう口にする。

「さすがに社長さんは話が早い。ちょっとしたお金のご相談ってやつですよ。今ならまだ記事を差し替えることもできますから、考えてもらえませんかね？　私も吉岡さんのファンの一人ですから、事実とはいえこんな記事を世に送り出すのは心が痛いんです」

　白々しい……思わずテーブルの下で拳こぶしを握りしめる。

　そんな僕とは対照的に、知華さんは涼しい表情で言い放った。

「ご希望には沿いかねます。お帰りください」

「……いいんですか？　記事にして」

「あなたが吉岡のファンなら、良識のある記事にしてくれることを願います。それに弊社としては、吉岡の事情をみなさんに知っていただくいい機会とすら思っていますから」

「そうですか……どうなっても知りませんからね」

　男性は吐き捨てるように言うと事務所を後にする。

　その直後、知華さんは我慢していた怒りを爆発ばくはつさせるように名刺を破いた。

「ふざけた男ね」

「知華さん、これを見てください」

　僕は打ち上げの写真を知華さんに差し出す。

　知華さんはすぐに意図を察してくれたんだろう。

「なるほど……そういうことね。撮影スタッフだからって油断していたわ」

「どういうこと？」

　理解が追い付かないお姉さんに、知華さんが説明をする。

「撮影スタッフの中にあの男の仲間がいたってことよ。おおかた観光地に中年男性が一人じゃ怪しまれると思って撮影スタッフに仲間を潜り込ませたか、女性にお金握らせて協力をさせたかでしょうね。そうすれば撮影中の様子も違和感なく撮ることができるし」

「酷い……」

　お姉さんは感情を抑えるように唇を嚙かむ。

「やっぱりＳＮＳに写真をアップしたのもあいつでしょうか？」

「タイミングといいこの写真といい、間違いないでしょうね。ここはポジティブに考えて、どこの誰がこんなことをしてくれたのか、それがわかっただけでもよしとしましょう」

　知華さんは手にしていた写真も破り捨てながら口にする。

「でも、大丈夫でしょうか……」

「あの手の男の言いなりになったら、今後も事あるごとにたかられるわ。どんなに酷い記事を書かれようと、私たちは私たちがやるべきことをやるだけよ」

　落ち着いた言葉とは裏腹に、きつく握りしめた拳からは怒りが滲にじんでいた。







　その後、僕らはこれからについて話し合いを進めた。

　お姉さんはこれまで通り仕事を続け、僕は明日から学校に行くことに。

　今までと変わらず行動することに不安はあったけれど、知華さんはやましいことはないんだから、記事が載るまで必要以上にコソコソすることはないと言っていた。

　それこそ相手の思うつぼだろうと。

　ただし、同居だけは控えた方がいいだろうということになり、僕は事務所に寝泊まりすることになったんだけど……お姉さんはこの世の終わりのような表情を浮かべていた。

「あの男のせいで瑛太くんと離れ離れ……許さない。この世の地獄を見せてやる」

　そんな感じで、ＳＮＳで晒さらされたことよりも一緒に住めなくされたことに怒っていた。

　怒るところはそこ？

　怒りの論点がずれているところがお姉さんらしいけど、怒りは僕だって一緒だ。

　いずればれるとは思っていたけれど、悪意をもって晒されるのは納得がいかない。

　あんな男に僕らの生活を邪魔されるのかと思うと、腹の中が煮えくり返りそうになる。

　それ以上に、先のことを思うと不安に苛さいなまれてしまう。

　怒りと不安と動揺と……おおよそマイナスで形容される全ての感情が胸で蠢うごめく。

「瑛太くん。大丈夫だよ」

　打ち合わせが終わり、お姉さんが事務所を後にする時だった。

　お姉さんは僕の手をそっと握りながら笑顔を浮かべる。

「お姉さん……」

「お姉さん、あんな人になんて絶対負けないから！」

　その言葉が、妙に心強く感じる。

　それでも、僕の不安は払拭しきれなかった。










　☆お姉さんの日記☆




　あの久我とかいう男、よくも私の瑛太くんを困らせてくれたわね……。

　おかげで瑛太くんが責任感じて落ち込んじゃうし、しばらく瑛太くんは事務所暮らしで一緒にいられないし、なにもかも全部あの男のせい……絶対に許さないんだから！

　でも知華ちゃんの言う通り、ポジティブに考えないとだよね。

　遅かれ早かればれるとは思っていたこと。

　むしろこれを機に私たちのことを話して受け入れてもらえれば、世間的にもお姉さんと瑛太くんは公認の仲に……！　そしたらもうこそこそする必要もないよね！

　そして次に記者会見をやる時は、お姉さんと瑛太くんの結婚記者会見に……ああもう！　想像するだけで気分はハネムーンだよね！　行先はヨーロッパがいいな！

　なんて、今は浮かれてばかりいられないよね。

　まずは三人で力を合わせて記者会見を乗り越えなくちゃ。

　ふふふ……お姉さんを敵に回したことを後悔させてやるんだから！
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　そして迎えた金曜日──。

　週刊誌に『女優の吉岡よしおか里美さとみ、未成年者と交際、同棲どうせいか!?』という記事が載った。

　それを機に、まるで記事を待っていたかのように各社が一斉に報道を始める。

　朝から事務所の電話は鳴りやまず、ニュースでは僕とお姉さんのことが取り沙汰される。人気女優のスキャンダルに、テレビ番組はどこも僕らのことを報じていた。

　不幸中の幸いと言うべきか、週刊誌もテレビ局も、僕が未成年だからか実名報道はせず、顔もわからないように加工している。

　とはいえ、その内容はお世辞にも好意的とは言えないものばかり。

　放送内容の全すべてに悪意を感じるのは自分が当事者だからだろうか。

　まるで世の中の全てを敵に回してしまったような不安に苛さいなまれる。

　窓のブラインドを少しさげて外の様子を窺うかがうと、事務所が入っているビルの入り口は、カメラを構えた取材陣が取り囲んでいた。

　とてもじゃないけど外へは出られない。

　テレビでしか見たことない光景に、少し恐怖を感じた。

「知華ちかさん……電話に出なくていいんですか？」

「どうせ取材の申し入れだから放っておいていいわ。うるさいから電話線を引っこ抜いてもらえるかしら」

「必要な連絡まで取れなくなりますよ」

「大丈夫よ。仕事の連絡は基本的に私のスマホ宛てに掛けてもらうようにしてるから」

「なるほど」

　僕は言われたように電話線を引っこ抜く。

　電話の音が鳴りやむと、外のマスコミのざわつきが耳についた。

「マスコミ各社には記者会見の日程を通達してあるから、それまでは取材は受けないわ。沙織さおりにもマスコミに突撃されても一切いっさい答えないように言ってあるから」

　知華さんは冷静にそう言うけれど、僕は焦あせらずにはいられない。

　その時だった──。

　不意に僕のスマホが着信を告げる。

「輝翔きしょう……？」

　電話に出た瞬間、聞こえてきたのは聴きなれた女性の声。




『一ノ瀬いちのせ君！　大丈夫!?』

「……六日町むいかまち先生？」

　どうしてか、電話の相手は担任の美緒みおちゃんだった。

『一ノ瀬君、今どこにいるの!?』

「お姉さんの所属事務所です」

『そう……よかった』

　電話の向こうで美緒ちゃんが安堵あんどの息を漏もらす。

『一ノ瀬君、今日は学校をお休みして』

「どういうことですか？」

「今朝けさね、テレビで一ノ瀬君と四条しじょうさんのニュースを見たの。先生は事前に教えてもらっていたから驚きはしなかったんだけど、学校に来たら……マスコミが押し寄せていて」

「え……？」




　どうして学校まで──そう思ってすぐに気付く。

　あの記者が僕の通う学校を調べて、その情報をマスコミ各社に売ったんだろう。

　すると、テレビのニュース番組に見慣れた二人組のキャスターが映る。

『本日発売の週刊誌で、女優の吉岡里美さんが未成年の高校生と同居をしているという記事が載りましたが……いや～驚きましたね。写真を見る限りただならぬ仲に見えますけど』

『二人の関係については現在取材中ですが、私どもの調べによるとこの高校生、先日この番組でも紹介した戦場のアロハこと、一ノ瀬加純かすみさんの息子さんとの情報があります』

『え？　あの赤いアロハシャツのおっさんですか？』

『はい。あのおっさんです』

　いや……確かに調べた通りなんだけど、一般人をおっさん呼ばわりはどうなんだろう。

『うちの記者もよく調べましたね』

『前に一ノ瀬加純さんについて取材した際に、息子さんについても調べていたんですが、担当していた記者が気付いて確認したところ間違いないだろうと』

　なるほど……わざわざニュースにはしなかっただけで、僕の調べはついていたのか。

　そう思うと、この騒動の半分は父さんのせいじゃないかと思ってしまう。

　もちろんそんなことはないんだけど、これまでのこともあるしなんとなくさ。

『確か過激派集団に捕まった後に解放されて、水がどうとか言ってましたよね』

『はい。荒野に水路を引く事業を起こすために活動中らしいです』

『そんな人の息子さんがどうして吉岡里美さんと同居をしているのか、謎なぞは深まるばかりですが……親子そろって人騒がせな家族ですね』

　ぐうの音ねもでない。




『一ノ瀬君！　聞こえてる!?』

「あ、すみません。聞こえてます」

　ニュースに気をとられて美緒ちゃんを放置してしまった。

『本当にごめんなさい──』

　なんで美緒ちゃんが謝るんだろうと思うや否いなや。

『私のせいで、こんなことになっちゃったの！　私がもっとちゃんとした先生だったら、そもそも一ノ瀬君のお父さんが行方ゆくえ不明になることもなかったし、一ノ瀬君と四条さんの同居がばれることもなかったのに！　ダメな先生でごめんなさい！　うえーん！』

「いや、全然、全くもって関係ないです」

　相変わらず、なんでもかんでも自分のせいにしてしまう安定の美緒ちゃんだった。

　なんだろう……電話の向こうで美緒ちゃんが泣いているせいか、妙に冷静になっている自分がいる。ほら、自分より相手の方が動揺していると冷静になってしまうあの感じ。

　おかげでちょっと落ち着けちゃったよ。

「大丈夫ですから、先生が泣かないでください」

『……本当？』

「はい。ただ、その状況だと学校に行くわけにもいかないので、数日休ませてもらえますか？」

『そうだね……わかった。学校には先生から説明しておくから、安心してお休みして』

「よろしくお願いします」

『私は二人を信じてるから……だから、マスコミなんかに負けないでね！』

「はい。ありがとうございます」

　そう答えると、不意に美緒ちゃんの声が遠くなる。

『悪いな。美緒ちゃんが電話しろってきかなくてさ』

　電話越しに聞こえてきたのは輝翔の声。

「いや、むしろ助かるよ」

『まぁそんなわけだから、こっちのことは心配するな』

「ありがとう。いつも迷惑をかけるね」

『いいさ。頑張れよ』




　輝翔はそれだけ口にすると電話を切った。

　美緒ちゃんはもちろん、輝翔にもお世話になりっぱなしだな。

　なんて思った直後、またまた電話が着信を告げる。

　画面を覗のぞくと、今度は朱音あかねさんから。




『瑛太えいた君！　ニュース見ましたか!?』

　美緒ちゃん以上にテンパっている声が響く。

「はい。今はお姉さんの事務所で知華さんと一緒にいるので大丈夫です」

『そうですか……よかったぁ』

　安心したのか、声のトーンが落ち着いていく。

『差支さしつかえなければですが、状況を教えてもらえませんか？』

　一瞬どこまで話すか迷ったけど、朱音さんには全部話しておいた方がいいと思った。

　おそらく久我くがは、僕らと朱音さんに接点があることも知っているはず。

　警察官相手に接触を図ることはないかもしれないけど万が一もある。

　僕は朱音さんに久我がやって来た経緯を話し、僕とお姉さんの関係をネタにお金を要求されたことや、次の月曜日に記者会見をして全てを話すことを伝えた。

『全部ですか……そうですね。その方がいいかもしれませんね』

「はい。久我が朱音さんに接触しようとする可能性もゼロではないと思うので気を付けてください。ご迷惑をかけることになってしまってすみません」

『迷惑なんてことはないです。むしろ力になれずに歯がゆい気持ちです』

「朱音さん……」

　そう言ってくれる一言に救われる。

『もし久我という男が法的にアウトなことをしようとしたら、すぐに連絡をしてください。署員総出で駆け付けて逮捕してやりますから！』

　そんなことにはならないと思うけど、警察官の朱音さんが言ってくれると頼もしい。

　僕は朱音さんにお礼を言って電話を切った。




「お友達？」

「はい。それと学校の先生でした。マスコミが学校まで押し掛けてるみたいで」

「そう……迷惑を掛けるわね」

「あっちは二人がなんとかしてくれますから、心配ないと思います。それと朱音さんからも電話があったので、一通り今の状況を説明しておきました」

「そうね。彼女には話しておいた方がいいでしょう」

　知華さんはそう口にしながらソファーに座り、パソコンをテーブルに置く。

「あなたの電話中に沙織から連絡があったわ。事務所に来るのは難しいと思うからネット会議システムを繫つなぎましょう」

　知華さんの隣に座って画面を覗くと、すぐにお姉さんの姿が映った。

「おはよう瑛太くん、知華ちゃん！」

「お姉さん、大丈夫ですか？」

「うん。全然平気だよ！」

　お姉さんはいつもの笑顔を答える。

「マンションの外は大変なことになってるみたいだけど、ここはオートロックだから勝手に入ってこれないからね。今はコンシェルジュのおじさんが追い払ってくれてるみたい」

　それは頼もしすぎる。

　さすが高級マンション。

「さあ知華ちゃん。さっそく打ち合わせを始めましょう！」

「そうね。記者会見は明後日、のんびりしている暇はないわ」

　二人は画面越しに打ち合わせを始めていく。

　知華さんもお姉さんも、現状を心配する様子は全く見受けられない。

　それどころかお姉さんに関しては、テンションが上がってやる気に満ち溢あふれているようにすら見えた。朝早いにもかかわらず、いつも以上に元気いっぱい。

　二人はどうしてこの状況で不安を感じないんだろう？

　僕は思わず言葉を漏らしてしまった。

「どうしてですか……？」

　この前、芸能ライターが来た時も思ったんだ。

「どうしてお姉さんはこの状況で、そんなに明るくいられるんですか？」

「瑛太くん……？」

「状況は最悪です……もし記者会見が上手うまくいかなければ、お姉さんの女優生命にかかわるかもしれない。それなのに不安じゃないんですか？」

　吐き出すように思いを吐露してしまう。

　お姉さんは画面の向こうで穏やかな表情を浮かべた。

「不安じゃないよ」

「どうしてですか？」

「私の不安は全部、瑛太くんが取り払ってくれたもの」

「僕が……？」

「この前……瑛太くんは私に約束をしてくれたでしょ？」

　約束──それがなんのことかはすぐに察した。

　あの夜にお姉さんと交わした約束にして、僕にとっての誓い。

「将来を考えて不安になっていたお姉さんに、瑛太くんはなにがあっても一緒にいるって言ってくれた。私はあの言葉の続きを聞くためなら、なにがあっても諦あきらめないんだから」

　その瞳ひとみには強い意志が込められていた。

　出会った当初、なにがあっても僕を養うと言ってくれた姿と重なる。

「私たちは、やましいことなんてなに一つない……今のところだけど。だからあの男があることないこと記事にしたって、記者会見で本当のことをお話しすればわかってくれるはず。私たちの関係もセカンドハウスの未来も、こんなことで躓つまずくわけにはいかないの。あの男には……私と瑛太くんの仲を邪魔した報むくいを受けてもらうんだから！」

　お姉さんは画面の向こうでグーパンチを突き出しながら口にする。

　すると、そんなお姉さんを見て知華さんが小さく笑った。

「二人がなんの約束をしたから知らないけれど、概おおむね沙織の言う通りよ。私たちには叶かなえなくちゃいけない約束と夢がある。あんな記者に負けるわけにはいかないの」

「大丈夫。瑛太くんは、お姉さんと知華ちゃんが守るから」

「そうよ。沙織一人じゃ心配だろうけど、私がついているんだから安心なさい」

「お姉さん……知華さん……」

　そうだ、僕はなにを弱気になっていたんだろう。

　二人の言葉が僕の中の不安をかき消してくれた。

　代わりに溢れてきたのは、約束を果たそうとする覚悟と使命感。

　このまま二人に守られているだけなのは、嫌だと思ったんだ。

「僕も記者会見に参加させてください」

「「え……？」」

　二人は驚きに満ちた表情を浮かべた。

「その案は却下よ」

　知華さんは間髪かんぱつ入れずにそう口にする。

「どうしてですか？　僕は今回の件の当事者です」

「当事者といっても、あなたはまだ高校生なの。幸い各社ともに、あなたが未成年者ということもあって名前や顔は公表していない。それをわざわざ自分から晒さらす必要はないわ」

　知華さんは僕の提案を切って捨てる。

「万が一思うようにことが運ばなかった時、あなたが顔を出すのはリスクが高すぎる。沙織に人気がある分、あなたに与えるダメージも大きいでしょう。将来に関かかわるわ」

　知華さんが心配してくれるのは理解できる。

　僕のためを思って言ってくれてるのもわかってる。

「それでもいい。絶対に僕も参加します」

　それでも僕は引かない。

　引くわけにはいかないんだ。

「お姉さんの言う通り、僕らにやましいことなんてありません。でも当事者の僕が表にでなければ、マスコミは真偽がどうあれ、表だって言えないことがあるから出てこないんだと騒ぐと思うんです。それこそ相手の思うつぼじゃないですか。僕らには理由と事情がある──それなら三人で記者会見に臨む方が、きっと理解を得られるはずです」

「それはそうかもしれないけれど」

「前に言ってましたよね……セカンドハウスはもう一つの家、ここにいる人はみんな家族なんだって。家族が戦っているのに一人守られているのは嫌なんです……僕も一緒に戦いたい」

　知華さんは難しい表情を浮かべる。

　それから二人は言葉もなく難しい顔を浮かべていた。

「わかったわ。瑛太くん、お姉さんたちと一緒に記者会見に出よう」

　先に口にしたのはお姉さんだった。

「沙織……あなた正気？」

　お姉さんは頷うなずく。

「私たちはこの家の家族だもん。大変なことも三人で一緒に乗り越えたい。もしかしたら知華ちゃんに迷惑を掛けちゃうかもしれないけど……でも、私は瑛太くんと一緒に出たい」

　知華さんは悩ましそうな表情で考える仕草を見せる。

　しばらくすると、小さく溜ため息いきを吐いて顔を上げた。

「本当……仕方がないわね」

　でもその表情は、言葉とは裏腹に笑顔だった。

　まるで聞き分けのない妹と弟の我儘わがままを聞く姉のような表情。

「沙織の我儘は今に始まったことじゃないし、一度言い出したら聞かないんだもの。迷惑を掛けられるのなんて慣れっこよ。無茶を言うのが一人から二人になったところで大差ないわ」

「知華ちゃん……」

「ありがとうございます！」

「そうと決まれば早速打ち合わせを始めましょう。瑛太君も参加するなら打ち合わせの内容も考え直さないといけないわ。時間がなくて大変だけど、しっかりついてきてちょうだい」

「「はい！」」

　こうして僕らは二日後の記者会見に向けて打ち合わせを進める。

　僕らは血の繫がりはなくても、強い絆きずなで繫がっている家族なんだ。

　だから三人で力を合わせて乗り越えよう──そう強く思った。





ω






　そうして迎えた記者会見の前日、日曜日の夜──。

　明日に備えて早く寝ようと思ったものの、妙に気分が高ぶって寝つけずにいた。

　不安はもうないけれど、いよいよ明日かと思うと緊張で落ち着かない。

　事務所のソファーで横になりながら、これまで打ち合わせをした内容を一人頭の中で反復していた時だった。

「ん？」

　スマホからメッセージアプリの着信を告げる音が響く。

　画面を確認すると、お姉さんからだった。




お姉さん『もう寝ちゃった？』

瑛太　『起きてますよ。どうかしました？』

お姉さん『瑛太くん、なにしてるかと思って』

瑛太　『緊張して寝られないので、打ち合わせの復習してました』

お姉さん『寝られないのか。じゃあお姉さんが付き合ってあげようかな』




　メッセージに続き、お姉さんのお気に入り『ゆるいお姉さんシリーズ』のスタンプが送られてきた。ほんわかしたお姉さんがにこにこしている可愛かわいいやつ。

　それを見て、前に輝翔の家にお世話になっていた時のことを思い出す。

　あの時は朱音さんに同居がバレそうになって、輝翔の家にお世話になったんだよな。

　気が付けばあれから三ヶ月くらい経たってるのか。

　本当……いつも思うけど時間の流れってあっという間だ。




瑛太　『じゃあ眠くなるまでお願いします』

お姉さん『任せて！　お姉さんが先に寝ちゃうかもだけど』

瑛太　『僕もそんな気がします（笑）』




　そう送ると、今度は落ち込んでいるゆるいお姉さんのスタンプが送られてきた。

　なんだかこのやり取りが懐かしい。




瑛太　『一人で生活は大丈夫ですか？』

お姉さん『大丈夫！　と言いたいところだけど、あんまりかな』

瑛太　『なにかありました？』

お姉さん『瑛太くんの作ったご飯が食べられない（泣）』

瑛太　『食事はどうしてるんです？』

お姉さん『外に出られないからコンシェルジュさんにお願いしてるの』

瑛太　『なるほど。便利ですね』

お姉さん『お洗濯も溜まって、お部屋もちょっと汚れてきたかも……』

瑛太　『帰ったらまとめてやるので気にしないでください』

お姉さん『やっぱりお姉さん、瑛太くんが専業主夫になってくれないとダメかもしれない』




　専業主夫……久しぶりに聞いたなその単語。

　マネージャーになってから一度も聞かなかったような気がする。




瑛太　『まだ僕を専業主夫にするのを諦めていなかったんですか？』

お姉さん『諦めてないよ！』

瑛太　『度々で申し訳ないんですけど、専業主夫はちょっと……』

お姉さん『うぬぅ』

瑛太　『専業主夫よりなりたいものがあるので許してください』

お姉さん『専業主夫よりなりたいもの？　なに？』




　その答えは、やっぱりまだ言っちゃいけないんだと思う。

　軽井沢の夜、お姉さんに告白した時に話したように、この先の関係を願うのは自分で生き方を決められるようになってから。養われている僕が口にしていい台詞せりふじゃない。

　いつかそうなれたらいいと、今は本当に思っている。

　だから今は、そんな未来を信じて待っていて欲しい。




瑛太　『いつか大人になったら教えます』

お姉さん『それって……うん。わかった』




　お姉さんは僕が言いたいことを察してくれたんだろう。

　頰ほおを染めて照れているゆるいお姉さんのスタンプを送ってきた。

　その後、深夜まで他愛たあいのないやり取りを続けていると、不意にお姉さんからの返事がぱたりととまった。きっと寝落ちをしたんだろう。

　お姉さんとのやり取りで心が落ち着いた僕は、ゆっくりと瞼まぶたを閉じて眠りにつく。

　明日──全ての決着がつく。

　胸に宿るのは、決意と覚悟だけだった。










　☆お姉さんの日記☆




　びっくりしたな。

　まさか瑛太くんまで記者会見に出るって言うなんて思わなかった。

　でも……そうだよね。これは私たちみんなの問題なんだから瑛太くんも一緒じゃなきゃ。

　いよいよ記者会見は明日。打ち合わせはたくさんしたから準備は万端。

　なにかあったとしても、お姉さんと知華ちゃんで瑛太くんを守ってあげなくちゃ！

　ううん……違う。家族三人で、私たちの未来を守るために頑張るんだ！

　でも、ふと思ったんだ……。

　もしかしたら明日の記者会見、どこかで三崎みさきさんが見ているかもしれない。

　そうだとしたら、この記者会見は三崎さんへのメッセージになる。

　私と知華ちゃんが元気にしてることだけじゃなくて、瑛太くんと一緒にいることを伝えたい。瑛太くんの大きくなった姿を、三崎さんに届けてあげたい──。

　驚くかな……でも三崎さんならきっとわかってくれるはず。

　どうか三崎さんに、私たちの姿が届きますように。
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　翌日、月曜日の午後──。

　僕らはとあるホテルの控室に来ていた。

　記者会見の準備はすでにできていて、会場にはマスコミも待機している。

　僕らが会場に現れれば、すぐにでも記者会見を始められる状況だった。

「最後にもう一度、確認をしておきましょう」

　僕らは小さなテーブルを囲んで最後の打ち合わせを始める。

「司会進行は私がする。冒頭でこれまでの経緯をすべて説明するわ」

　僕とお姉さんは知華ちかさんの言葉に頷うなずいて見せる。

「その後、質疑応答の時間を設けるけど……おそらくそこで質問が殺到する。マスコミのことだから、こちらが不利になるような質問をあえて投げつけてくる人もいるでしょう。感情的になったら負けよ。どんな質問にも冷静に、練習通りに受け答えしないといけない」

　そのために事前に想定質問の読み込みもしてきた。

「質問の受け答えは基本的に沙織さおりに任せるわ。大抵の質問は事前に考えておいた想定質問の範囲内でしょうけれど、もしもイレギュラーな質問があった場合は私の方でフォローする。返答に困る内容の時は、無理して答えようとしないで私に合図して」

「うん。その時は知華ちゃんに任せるね」

「それと瑛太えいた君」

「はい」

「参加を許可したけれど、あなたはなにも答えなくていい。当然あなたへの質問も殺到すると思うけれど、私と沙織で対応するから絶対に答えないで。わかってるわね？」

「はい。わかっています」

　それが知華さんから提示された、僕も記者会見に参加させてもらう上での条件だった。

　もちろん僕自身の口から潔白を証明したいと知華さんには伝えたけれど、一般人の僕が記者会見という場でマスコミ相手に説明できるはずがないと諭さとされた。

　向こうは記者で、こういう場においては慣れている。相手から欲しい情報を引き出すために、あの手この手で巧みに質問をしてくるだろう。質疑のプロと言っていい。

　悔しいけれど、二人に任せた方が間違いない。

「とにかく冷静に、落ち着いて……じゃあ行きましょう」

　僕らは立ち上がり、控室を後にする。

　会場が近づくにつれて会場内のざわつきが廊下まで聞こえてきた。

　ステージの袖そでで僕らは顔を見合わせ、頷き合ってから足を踏み入れる。

　瞬間──無数の光が僕らを包んだ。

　会場にけたたましく響き渡るシャッター音と、浴びせられるように瞬くフラッシュ。

　あまりの眩まぶしさに、会場にどれくらいの人がいるのかも見ることができない。

　知華さんが司会席に立ち、僕らがステージに座ると、ようやくフラッシュが落ち着く。

　会場には数えきれないほどの記者とカメラで溢あふれ返っていた。

「お待たせをいたしました」

　静まり返った会場。

　スピーカーから知華さんの声が響く。

「それでは只今より、記者会見を始めさせていただきます」

　こうして、いよいよ記者会見が始まった。

「本日皆様にお集まりいただきましたのは、昨今お騒がせをしております弊社所属女優、吉岡よしおか里美さとみと未成年者の同居報道についてご説明をさせていただくためです。後ほど吉岡への質疑応答の時間もとらせていただきますが、まずは代表の私から説明をさせていただきます」

　知華さんは一呼吸置くと。

「まず結論から申し上げますと、報道は概おおむね事実です」

　その一言に会場が一気にざわつく。

「今日、この場に同席している彼は一ノ瀬いちのせ瑛太君といい、とある事情から、吉岡は法的な手続きを取った上で彼の保護者となり同居をしています。詳しいご説明をする前に、彼についてご紹介をすると──彼は皆様もよく知る元女優、水咲みずさき美雪みゆきの息子です」

　最後の言葉に、今度は会場が一瞬で静まり返った。

　衝撃の事実に誰だれもが言葉をなくす。

「ご存じの方も多くいらっしゃるかと思いますが、弊社セカンドハウスは水咲美雪が設立をしました。水崎は女優を引退後に結婚し、数年後に離婚。その後、両親を亡くした吉岡を引き取りセカンドハウスを立ち上げましたが……その間に彼、一ノ瀬瑛太君が生まれたのです」

　記者たちがざわつく中、知華さんは説明を続ける。

「私たちは水咲に息子がいることを知らされていませんでした。どうして息子がいるのに離婚したのか？　なぜ吉岡を引き取ったのか……その本心を知るのは水咲だけ。その水咲は吉岡が二十歳になった時に会社を辞めて姿を消しましたから、もはや知るすべはないでしょう」

　知華さんは一度間をおく。

　ここからが事の真相──。

「では、どうして水咲の息子と吉岡が一緒にいるのか？　二人の出会いは一年と少し前に遡さかのぼります。ある日、吉岡は仕事帰りに見知らぬ男性に襲われかけました。その際、偶然にも吉岡を助けてくれたのが彼だったのです。吉岡にとって──いえ、セカンドハウスにとって彼は恩人と言っていいでしょう。そして私たちは、彼が水咲の息子だと聞かされました」

　話を聞いていて、思わずあの日の記憶が蘇よみがえってくる。

　あの出会いが全すべての始まりだったんだ。

「吉岡を助けてくれた少年が大恩ある水咲の息子──しかも話を聞くと、彼は様々な事情を抱えていて住む場所にも困っている。それを知った私たちは、彼を保護することにしました。水咲に保護者になってもらっていた吉岡が、彼の保護者となって住む場所を提供し、私は彼をセカンドハウスに招いて吉岡のマネージャーとして仕事を与えた。これが、私たちと彼が一緒にいる理由の全てです」

　知華さんはそう説明すると、補足するように細かな点を話し始めた。

　父さんから僕の世話を頼まれていることや、了承を得た上で法的な手続きを取ったこと。保護者なのだから、僕らが同居しているのは当然であり、問題はないということ。

　他にも、父さんがニュースにも取り上げられた戦場ジャーナリストであることなど。

　僕らが一緒にいる正当性を、知華さんは必死に訴えてくれた。

　説明を終えたのは三十分後──。

「以上、二人の同居報道について、ご説明しました。しかしながら、一部報道にあった『不適切な関係なのでは？』という点については、はっきりと否定ひていをさせていただきます。皆様にはどうか、二人を温かく見守っていただければ幸いです」

　その頃ころには、記者の人たちもだいぶ落ち着きを取り戻していた。

「それでは質疑応答を受け付けます。質問のある方は挙手をお願いします」

　すると一斉に記者たちが手を上げる。

　知華さんは順番に記者を指名し、知華さんとお姉さんが答えていく。

　概ね知華さんの説明で状況を理解していたためか、突飛とっぴな質問はされず二人が粛々しゅくしゅくと返答する時間が続く。

　質問は、事前に想定していた範疇はんちゅうのことばかりだった。

　いつから一緒に住んでいるのか？　水咲美雪はこのことを知っているのか？　僕の父親が戦場ジャーナリストの一ノ瀬加純かすみで間違いがないか、などなど。

　これは僕の印象だけど、心配していたほど険悪な空気じゃない。

　最悪な形で僕らの同居が公表されてしまったけれど、これなら理解してもらえるんじゃないか？　まだどうなるかはわからないけれど、そんな期待をしてしまう。

「他にご質問のある方は？」

　誰も手を挙げず、これで終わりかと思った時だった。

　あの久我くがという記者が手を挙げた。

　それまですぐに指名をしていた知華さんが黙り込む。

　知華さんに視線を向けると、僕らの方を見ていた。

　無視して記者会見を終わらせることもできるだろう。

　でもそれでは、僕らが記者会見を開いた意味がない。

　僕らは久我の悪意ある公表の仕方に抗あらがうために、三人でこの場を設けたんだ。最後まで僕らの潔白を訴えるのなら、あの男を無視して逃げ出すわけにはいかない。

　お姉さんは小さく頷き、続いて僕も頷く。

　それを見た知華さんは、久我を指名した。

　久我はニヤリと笑顔を浮かべると、自分の記事の載った週刊誌を手に口にする。

「先ほど吉岡さんは一ノ瀬君の保護者であり、不適切な関係ではないと言っていましたが……本当ですか？　この写真を見る限り、とてもじゃないですが信じられません」

「ご質問の意図は明確にお願いします」

　知華さんは久我を見据えて質問を返す。

「仲が良すぎるんじゃないかってことですよ。寄り添う姿はまるで恋人同士、写真を見た誰もがそう信じて疑わないって話です。五十嵐いがらし社長が知らないだけで、二人は身体の関係があったりするんじゃないですか？」

　その一言に、腹の底から怒りが込み上げた。

　握りしめる拳こぶしの中、手のひらに食い込む爪つめの痛みで理性を保つ。

「いくら保護者といっても、肉体関係があれば犯罪ですよね？」

　その質問は他の記者にとっても、聞きたくても聞けない内容だったんだろう。

　誰かが聞くのを待ってましたと言わんばかりに興味に満ちた視線を向けてきた。

「ふざけるな……」

「瑛太くん？」

　思わず漏もれた言葉がお姉さんにだけ届いたんだろう。

　心配そうなお姉さんの声が耳に入ると同時に抜けていく。

　もう、我慢の限界だった。

「瑛太くん、座って──！」

　気が付けば、お姉さんの前にあったマイクを手に立ち上がっていた。

　フラッシュが瞬く中、目を細めて久我を見据えると不気味な笑みを浮かべている。

「一ノ瀬君、どうなんですか？　吉岡さんのことが好きとか？」

「記者会見はこれで終了し──」

「──好きでいちゃダメなんですか？」

　終わりにしようとする知華さんの声を遮さえぎり、僕は久我に向き合う。

「それは好きってことでいいんですね？」

　久我が挙げ足を取るように追求してくる。

　身体の中から溢れてくる怒りとは対照的に、頭の中は冷静だった。

「……あなたに家族はいますか？」

「え？　まぁ……いますけど」

　質問を返され、久我が意外そうな顔で答える。

「僕のお母さん──水咲美雪が作ったセカンドハウスという会社。その名前には、もう一つの家という意味が込められているそうです。お母さんが社長をしていた頃は、なにかしら家族の問題を抱えた人たちが集まっていて、本当の家族のように過ごしていたと聞きました」

　静まり返る会場の中、僕は続ける。

「今はもう三人だけの、小さな事務所かもしれません。でも、たった三人でも二人は僕にとって大切な家族です。そして二人も僕のことを大切に思ってくれている。あなたがお金や自分の名誉のためだけに僕の家族を貶おとしめようとするのなら、僕は家族を守るために戦います」

　久我の目を真まっ直すぐに見つめて言い放った。

「家族を好きになってなにが悪い」

　静まり返る会場。

「僕らの絆きずなは、他人に砕かれるほどやわじゃない！」

　それ以上、質問をしてくる記者はいなかった。

「それでは以上をもちまして、記者会見を終了させていただきます」

　こうして記者会見は終了し、僕らは控室へ戻ったのだった。





ω






　記者会見が終わった一時間後──。

　僕らは記者会見を開いたホテルを後にして事務所に戻っていた。

　事務所の前は相変わらずマスコミでいっぱいで中に入るのも一苦労だったけれど、なんとか人ごみをかき分けてビルに入り、ようやく一息吐いたところだった。

「知華さん、お姉さん、どうぞ」

「ありがとう」

「ありがとう瑛太くん」

　僕は入れたての紅茶を渡してソファーに腰を下ろす。

「とりあえず終わったわね」

「そうだね。これで少しは落ち着くといいけど」

　二人は少しだけ安堵あんどした様子を浮かべる。

「……でも大丈夫でしょうか？　記者会見で黙ってろと言われたのに僕が質問に答えてしまったし、余計なことを言ってしまって炎上するんじゃないかと思うと……」

　あの時は勢いで言ってしまったものの、今になって不安が押し寄せてくる。

　やっぱり僕は黙っているべきだったんじゃないかって。

「そんなに心配しなくても大丈夫よ」

　知華さんは軽い感じで口にする。

「人の噂うわさも七十五日って言うし、そのうちマスコミも飽きて大人しくなるでしょう。私たちは言うべきことは言ったし、これで世間に理解されなかったとしても後悔はないわ」

「そうだね」

　お姉さんは知華さんの言葉に頷いてみせる。

「きっと悪いようにはならないわ。仮になったとしても、三人で力を合わせて一から頑張ればいい。それにね……私たちはあなたが言ったこと、余計なことだなんて思ってないのよ」

　すると知華さんはからかうような笑みを浮かべ──。

「でも驚いたわ。『僕らの絆は、他人に砕かれるほどやわじゃない！』だったかしら？」

「なっ……それは……」

　僕が記者会見で言った台詞せりふを真似まねるように口にした。

　明らかにからかう気全開。

「ああいう恥ずかしいセリフを人前で言えちゃうのが若さよね。とてもじゃないけど、思っていても私には言えないわ。若さっていうか青さっていうか、若者の特権よね」

「思い出させないでください！」

　今になって恥ずかしさがこみ上げてきて顔が熱い。

　なんだか恰好のネタを提供してしまった気分。

「でも……そうね。悪い台詞じゃなかったわ」

「うん。お姉さん、ちょっと感動しちゃった」

　二人はそう言って笑顔を浮かべる。

「今日の記者会見、三崎みさきさんもどこかで見てくれるかな」

「そうね。きっとどこかで見てくれると思うわ」

　そうか……その可能性もあるのか。

「だとしたら、瑛太くんのことを知った三崎さんが帰ってきてくれるかもしれないね！」

「そうですね……」

　今どこでなにをしているかわからない。

　それでも、僕らの元気な姿がお母さんに届いたらいいなと思った。
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　記者会見後、マスコミはしばらく僕らのことを報じ続けた。

　毎日のように報道各社が僕らの記者会見の映像をテレビで流す。

　人気女優のスキャンダルということもあって、マスコミにとっては美味おいしいネタだということもあるんだろう。

　だけど、放送される内容は僕らが思っていたものとは少し違った。

　驚いたことに、お姉さんの映像より僕が返答している映像の方が多く放送されていた。

　つまり、僕が久我に向けて言い放ったあの恥ずかしい台詞せりふが、全国のお茶の間に届けられてしまったということ。

　……恥ずかしくて見るたびに顔から火を噴きそうになる。

　当然、輝翔きしょうや美緒みおちゃん、学校のクラスメイトにも知られてしまったわけで、学校でも一躍有名人。休み時間になる度に、隣のクラスや他の学年の生徒が僕を見にやってくる。

　記者会見に参加したことを後悔なんてしてないけれど、こんなことになるなんて。

　そんな僕を見て、輝翔は面白おもしろそうにニヤついていた。笑ってないで助けて欲しい。

　ただ、決して悪いことばかりではなかった。

　それは、記者会見を機に報道の内容に少しだけ変化があったこと。

　変わらず僕らの関係を叩たたくマスコミの方が多いけれど、一部では擁護するような報道が増えている。かつてお母さんと旧知の仲だった女優や俳優たちがコメントを求められ、僕らの複雑な背景を理解し、美談として取り上げてくれたのが大きかったんだと思う。

　ＳＮＳ上では未いまだに賛否両論別分かれている。

　だけど、以前のように否定ひてい的なコメントで溢あふれることもなくなり、どちらかといえば僕らを受け入れるようなものが多くなっていた。

　正直、嬉うれしかった。

　本当のことを話せば、きっとみんなに理解してもらえる──。

　その一心であの場を設けたこと。そのために僕も記者会見に臨んだこと。

　多くの人たちが受け入れてくれているということに、安心と感謝の気持ちしかない。

　もちろん油断はできない。

　それでも、今までのように神経質になりすぎる必要はないと思うと安心する。

　なにより、これからはこそこそせず、お姉さんの傍そばにいられることが嬉しかった。







「おはようございます」

「おはよう知華ちかちゃん！」

　記者会見からしばらく経たった、ある日の午後──。

　僕とお姉さんは仕事終わりに急遽きゅうきょ、知華さんに事務所に呼ばれていた。

「お疲れ様。急に呼び出して悪かったわね」

「いえ。どうかしたんですか？」

　すると知華さんは、一冊の本を差し出す。

「え？　これって」

「夏に撮った沙織さおりの写真集よ」

　知華さんが差し出したのは、お姉さんのファースト写真集だった。

「サンプルがさっき届いたの。二人には早く見せてあげたくてね」

「見たい見たい！　瑛太えいたくん一緒に見よ！」

　お姉さんはるんるんで写真集を受け取り、僕と一緒にソファーに座る。

　ページをめくると、いつかファインダー越しに見たお姉さんの姿があった。

「よく撮れてるみたいでよかったです」

「本当だね。きっと瑛太くんの撮り方がよかったんだね！」

「いや、カメラの性能のおかげじゃないですかね」

　べた褒めしてくるお姉さんに、僕は遠慮しながらそう答える。

「案外そうでもないみたいよ。カメラマンさんも褒めていたわ」

「本当ですか？」

「ええ。素人しろうととは思えないくらいよく撮れてるって。その証拠に、写真集に載せてる写真は全すべてあなたが撮った写真を使っているの。だから、少し無理を言ってお願いしたのよ」

「お願い？　なにをですか？」

「撮影者のところを見てみて」

　言われるままにページをめくる。

　撮影者のところに記されている名前を見て驚いた。

「これって──」

「あなたの名前も入れてもらったの」

　そこにはカメラマンの名前とともに、僕のフルネームが載っていた。

「これ、いいんですか？　僕なんかの名前を載せて」

「いいもなにも、撮影したのはあなたでしょう？」

「そうですけど……」

　さすがに気後きおくれしてしまう。

「沙織の新しい仕事を始めた記念みたいなものよ」

「お姉さんの写真集に瑛太くんの名前が……ありがとう知華ちゃん！　一生の宝物がまた一つ増えちゃった！」

　お姉さんは感極かんきわまった様子で写真集を見つめる。

　こんなに喜んでくれるなら、引き受けてよかったな。

「じゃあ用事も済んだし、次の仕事の打ち合わせをするわよ」

「次の仕事……ですか？」

　知華さんはテーブルにどさっと資料を投げてよこす。

「前に女優以外の仕事の募集を始めたって言ったでしょ？　ある程度は私の方で選定しておいたから、この中から三人で話し合って、どの仕事を受けるか決めましょう」

「選ばせてくれるの？」

「そうしないと、毎回あれは嫌だこれも嫌だって騒ぐでしょう？　今回みたいにカメラを回してみたものの、死んだ魚みたいな目をして仕事に臨まれても困るのよ」

「例えが酷いよ知華ちゃん！」

　そんな二人のやり取りに思わず微笑ほほえましくなってしまう。

　ようやくいつもの日常に戻ってこられたような気がした。

「そうだ！　瑛太くんからウエディングドレスのイメージキャラクターの仕事があるって聞いたんだけど本当!?　あるなら私、次はそれをしてみたい！」

「ああ、確かあったわね。いいんじゃない？」

　二人は資料を漁って探し出す。

「じゃあ僕、始める前に紅茶でも入れますね」

「ありがとう瑛太くん！」

　僕はソファーから立ち上がり、紅茶を入れ始めた時だった。

　ふとテレビに視線を向けると、いつもの二人組のニュースキャスターの姿が目に留まる。

『それではここで、先ほど入ってきたニュースです』

「「「え──？」」」

　まさかの映像に、僕らは思わずテレビに目を奪われた。

『何度かニュースで取り上げさせていただいた、戦場ジャーナリストの一ノ瀬いちのせ加純かすみさんですが──この度、滞在先の国より国家勲章を授与されることがわかりました』

「国家勲章!?」

　え、待って。どういうこと？

　なんて驚いていると映像が切り替わり。

『おーい瑛太、見てるか～♪』

　いつも通り、真まっ赤かなアロハシャツに身を包むおっさんの姿が映し出される。

　現地の人たちに囲まれながらドヤ顔を浮かべているのは、まぎれもなく僕の父さんだった。

『前に話した用水路を引く事業なんだけどな、ようやく一つ目が完成したんだ。そしたらなんか、国のお偉いさんが勲章くれるっていうから貰もらっちゃった。いや～びっくりしたわ～♪』

　びっくりしたのはこっちだと突っ込んでやりたい。

『しかもなんか、国としての事業にしたいからって支援金まで貰っちゃって話が大きくなったんだよ。ちょっといつ帰れるか目途が立たなくなったから、もろもろ頑張ってくれ』

　目途が立たない!?

　この五～六年って言ってたよね!?

『あ、それと──』

　父さんは画面の向こうでついでみたいに口にする。

『記者会見の映像見たけど、なかなかよかったぞ。『家族を好きになってなにが悪い。僕らの絆きずなは、他人に砕かれるほどやわじゃない！』だったっけ？　いや～若いっていいなぁ♪』

　言われた瞬間、恥ずかしさがこみ上げる。

　まさか親にまでからかわれるとは思わなかった。

『まぁでも、父さん安心したよ。お姉さんと知華さんと仲良くやれよ。せっかくできた新しい家族なんだからな』

　そう口にする父さんは、珍しく真面目まじめな顔をしていた。

　そこで画面は切り替わり、映像がスタジオへと戻る。

『この人があれですよね、吉岡よしおか里美さとみさんと同居しているという男の子のお父さん？』

『そうですね。人騒がせなのは父親に似たんでしょうか』

『血は争えないってやつですね。それはともかく、この人って本当に戦場ジャーナリストなんですか？　なんだか事業家みたいなことしていて本業が行方ゆくえ不明じゃないですか。ちゃんと私たちに戦地の情報を送ってもらいたいものです』

『気を取り直して次のニュースです』

　気を取り直してってどういうこと？

　なんて突っ込みたくもなるけれど、ごもっともすぎて反論できない。

「加純さん、向こうで頑張ってるみたいだね」

「そうですね。そうってことにしておきましょう」

　なんだか疲れた。

　父さんの話題はもういいや。

「お待たせしました」

　紅茶を入れ終わった僕は、二人にグラスを渡してソファーに座る。

「さあ、私たちも加純さんに負けないように頑張りましょう」

「うん！　いろんなウエディングドレス着たいな～♪」

　こうして僕らは次の仕事を選び始める。

　三人で資料を眺め、ああだこうだ歓談しながらふと思う。




　いろいろあった。




　本当にいろんなことがありすぎて、大変な毎日だった。

　それでも楽しい日々を送ることができるのは、あの日、お姉さんが僕を拾ってくれたから。

　あの出会いがなければ、今の僕はいなかったに違いない。

　誰だれかと一緒にいることを楽しいと思うことも、一緒にいるからこそ不安になることも、なにかを守りたいと思う強い気持ちも知らないままだったはず。

　僕は二人と出会い、家族の大切さを教えてもらったように思う。

　そしてなにより、誰かを好きになるという気持ちを教えてもらった。

　きっとこれからも大変なことはあると思う。

　それでも、ずっとセカンドハウスの一員として頑張っていきたい。







あとがき




　皆様、ご無沙汰しております。柚本ゆずもと悠斗はるとです。

　まずは二巻に続き、三巻をお手に取っていただいた読者の皆様、ありがとうございます。おかげさまで、こうして無事に三巻もお届けすることができました。やったね！

　三巻も、お姉さんと瑛太えいたの物語を楽しんでいただけたなら幸いです。




　さて今回、舞台は夏の軽井沢ということで、夏を満喫するお姉さんたちのお話です。それとは対照的に、私は部屋に引きこもって原稿作業という悲しい夏を過ごしたわけです。

　一巻のあとがきでも書きましたが、この作品は作者の願望で書き始めた作品です。

　そのはずなのに、二巻あたりからずっと瑛太が羨ましくて仕方がない。いやはや、作者が主人公に嫉妬するとか、今後は願望だけで書くのは控えた方がいいかもしれませんね……。

　私にも養ってくれるお姉さんがいれば、自由気ままに小説が書けるのに！




　そんな話はさておき、実はこの三巻が、作家デビューから累計十冊目になります。

　二〇一五年の九月に『姉カノジョと妹カノジョの下着事情。』でデビューしてから五年がたち、今年は作家六年生。気が付けばあっという間の五年間でしたが、累計十冊ってかなり少ないなぁ……なんてしみじみ思っています。まぁしばらく兼業作家だったので、こんなものですかね。

　お姉さんと瑛太の物語は三巻で完結となりますが、今後は専業作家らしく、じゃんじゃん新作をお届けできるように頑張ります。引き続き応援していただけると嬉しいです。




　続いて謝辞です。

　引き続きイラストをご担当いただきました西沢にしざわ５㍉先生。

　今作もお姉さんの素敵なイラストをありがとうございました。

　仕事で疲れた時に、きれいなお姉さんのイラストを眺めて何度癒されたことでしょう。

　私にとってはエナジードリンク以上に効果の高い栄養補給。おかげで無事に三巻も完成させることができました。今後も定期的にイラストで栄養補給をさせてもらおうと思います。




　最後に、いつもお世話になっている担当氏、編集部の皆様。先輩作家の皆様。

　なにより手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございます。

　また新作の巻末でお会いできる日を楽しみにしています。





柚本悠斗









著者

柚本悠斗（ゆずもと はると）

　自粛生活で気が付けば体重が五キロも増えていて絶望している作家六年生。

　あまりにも家にいることが多すぎて、たまにはバイクで遠出でもしようと久しぶりにエンジンをかけたら、雨風にさらされていたせいか、あちこち壊れていてメンタルブレイク中。

　絶望の連鎖に終止符を打ちたい。




イラスト

西沢５㍉（にしざわごみり）

　今年は季節の移り変わりがゲームのようにパッと切り替わるので身体がついていけません。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。




[image: ]

https://ga.sbcr.jp/




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「柚本悠斗先生」係

「西沢５㍉先生」係









ＧＡ文庫

きれいなお姉さんに養われたくない男の子なんているの？３


柚本悠斗








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０２０年１０月３１日　初版第一刷発行

２０２０年１１月１５日　電子第一版発行




©Haruto Yuzumoto　　ISBN 978-4-8156-0748-7




cover.jpeg
0}
tA
L
0N
{5
D
P77






images/00020.jpeg





images/00022.jpeg
o






images/00021.jpeg
REWLAVEER RO’






images/00024.jpeg





images/00023.jpeg





images/00025.gif





images/00017.jpeg
LD Qigw S jm OR ITH D DU°






images/00016.jpeg
LI R0 QSHIETER M HO°






images/00019.jpeg
ATl QiR SURXKHVIRL Rav e D4U°






images/00018.jpeg





images/00011.jpeg
LAV A0 L—4 A — WO H8.D3U°






images/00010.jpeg
TIED Q18A0-Qa240 0 B 0L 1 1 6.5 40°






images/00013.jpeg
LD RIEWQ VB HKIN—<woHo4N°






images/00012.jpeg
R QIR0 QLRI 2 40 52 46.04U°






images/00015.jpeg
IREED B0 SR QI M HI°






images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
BRSN- 3251080
/|






images/00001.jpeg





images/00004.jpeg





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.gif





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





